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はしがき

日本統計研究所では，統計作成者と統計利用者の相互交流の場を提供し，あわせてわが

国の統計の改善に寄与するという主旨から，一連の継続事業として，わが国における部門

統計の吟味を行ってきた。

昭和57年度は労働省か所管する調査統計と業務統計をとりあげ，昭和58年度は，総務庁

統計局が所管する主要な調査統計をとりあげ，さらに昭和59年度は，農林水産省統計情報

組織所管の調査統計をとりあげた。昭和60年度には，日本銀行調査統計局所管の金融統計

をとりあげることにした□本報告書は，その検討結果をとりまとめたものである。

研究所の企画の主旨をご理解いただき，報告者の役をお引受けいただいた日本銀行識査

統計局副調査役島村芳夫氏（現在日銀旭川事務所勤務）に心より謝意を申し述べたい。ま

た，討論にご参加いただき統計の改善に向けて各種の刺激を与えられた諸先生方にもその

場を借りて厚く御礼申し上げたい。

当研究所では，この種の企画を今後も継続してゆきたいと考えている､ご意見をお寄せ

いただければ幸いである。
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昭和６２年１月
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会金融統計研究

第１回（昭和６０年６月２９日）

<報告〉

現在，私は，日銀調査統計局経済統計課金融統計係に勤務しております（６１年７月以降，

旭川事務所）。まず始めに，金融統計係がどういう仕事をしているかについてお話しし

たいと思います。資料の第５表（これは「図説日本銀行（財経詳報社）」より抜粋）を御

覧下さい。

日本銀行の組織について説明することから始めましょう。調査統計局は４つの課から成

ってい毒す。内国調査課，外国調査課，経済統計課，そして卸売物価統計を作っており童

す物価統計課です〆内国調査課は，経済の実態，金融関係の動向などに関する分析を担当

している課であります。同じ様に，外国経済の動向を分析しますのが外国調査課であり，

そして経済統計課は，金融統計係の他，短期経済観測をしております企業統計係および統

計総括係から成っております。

調査統計局は全体で２００名ほどの組織ですか，経済統計課は職員か５０人前後おり，

金融統計係は１２名の係です。仕ﾘｷﾞの内容は，統計作成用の調査票の発送事務，統計の調

査結果の収集，そしてそれをもとに原統計を作り，マネー・フロー，マネー・サプライ等

の金融統計を作成し，公表するといったサイクルを描いています。金融統計係は，組織の

中の１つの係でありますか，やはり金融と繋がっているという意識は強くありをして，私

は，銀行に入って１３年目になりますが，金融関係の仕事の中で非常に重要な役割を果し

ているという意識で辮務に携っております。

以上の事を前置きとしまして，金融統計を体系的に整理した本は意外に少ないという感

じをもっております。こうした中で「金融統計の見方』（日経文庫・後藤新一箸），財経

詳靴社の「図説日本の金融」のほか，『図説日本銀行」などか参考になるといえまし

ょう｡又，今日のテーマのひとつである金融制度，組織といったことですと，日本銀行作

成の「我が国の金融制度』が参考になります。

金融統計の説明の仕方としてはいろいろありましょうか，第１回目ということで，まず，

どういう金融現象のもとで，金融組織，制度ができあがっているのかを整理し，その上で

日本銀行の作成している統計の内容について説明することにします。

金融論では，「金融は信用か貨弊の形態で行なわれること」とされております。広い経

済現象，空間の中て，金融現象は複雑，多様にたっていますが，その動きを統計という１

つのタイムンリーズでとらえることか，金融統計でありますし
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その前提となる金融組織は，第３表，「金融機関の組織」を参照して下さい。これは，

日本銀行調査局の「わが国の金融制度」が基本になっており，金融機関の組織という点で

は，ここに掲げたものがスタンダードな形です。日本銀行か中央銀行として存在し，民間

金融機関として，普通銀行，専門金融機関，保険会社，短資会社，証券会社等があります。

その他金融機関か第３のグループとなります。その他に政府系金融機関として開発銀行，

輸出入銀行のほか，公庫（住宅金融公庫，色々な中小企業金融公庫，国民金融公庫，環境

衛生金融公庫等），郵便局があり在す。郵便局は，個人貯蓄に関しては非常にジェアが大

きく，他の民間金融機関と比べて非常に伸び率が高いので，数年前jからかなり注目されて

います。

更に補足しますと，組織の基本となる裏付けには，根拠法規かあります。民間金融機関

の主体である普通銀行は，都銀１２行（外国為替専門銀行の東京銀行を加えて１３行を都

銀とすることもある）と地銀６４行を加えた７６行で，東京銀行は外国為替専門銀行とし

て位置づけられます。

銀行法は金融環境の変化に対応し，金融機関についても証券業務関係の拡充等がはから

れ，昭和５６年６月１日から改定されて新しいものになっていをす。普通銀行（都市銀行，

地方銀行）は，銀行法に基づく業務を行なうわけです。同じく銀行法で設立されている信

託銀行７行は，金融の内容としては長期の資金貸出，証券運用および長期の調達を扱う金

融機関です。

専門金融機関として，中小企業金融機関があり，相互銀行，信用金庫，信用協同組合，

労働金庫等からなっていさす。相互銀行の根拠法は，相互銀行法（昭和２６年制定）です。

相互銀行は６９行あり，以上は株式会社組織です。信用金庫は，中小企業金融機関の１つ

で，業務の内容は，原則としては会員を対象としている点などで，業務内容が異なってい

をす。

その他の金融機関としては，保険会社（生保，損保）のほか，金融市場の中でコール市

場や手形市場でディーリング業務を行っている短資会社および証券会社があり戎す。証券

業務ということで先程申しました様に，銀行法の改定ということも行なわれていまして，

業務の垣根あるいは業務内容の変化ということか相当に進展しているわけです。

配付資料の第３表に金融機関の業態別資力統計を示しました。資力統計は，預金，譲渡

性預金（主にＣＤ），債券などによる調達の大きさでシェアを出そうというものです。政

府系の関係でいえば，資金運用部の積み立て金，生・損保，簡保，郵便年金の運用資産総

額で，それらを各業態全体に累計して，そのシェアを算出するということです。この数字

でみますと，都銀のシェアか４０年度には２５筋を占めていたのが，２割を切り５６年度

１５．９，その後５７年度には１５．８，５８年度には１５．６と少しずつ下がっており，その下が

り方は少し落ち着いて来ていさす。地銀は５６年度１２６の後は，５７年度１２２，５８年度
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１１８，長信行は同じく４．７，４．６，４．６，銀行勘定は１．１，１０，０９，信託勘定では６．３，

６．５，６７とゆるやかに上がっています。一方，相銀が５．６，５．５，５．４とやや低下していま

す。信用金庫は７．４，７．４のあと７．２です。農林水産系は７．２の後７．０，６９，保険は７．４の

の後７．５，７．８と増加しています。公的金融機関は２７．９の後２８．２，２８８と郵便貯金を中

心に公的金融機関のシェアは，緩やかではあるが高雀っています。最近の傾向としますと，

全国銀行は緩やかにシェアが下がり，中小企業金融機関も低下。公的金融機関や保険会社

がややシェアを伸ばしています。

以上が金融機関の組織です。業務の国際化，証券化が進み，金融制度自体も大きく動い

ています｡

次に第４表は，金融機関から私どもか徴求する資料の一つとしての貸借対照表（バラン

ス・ン_トル損益計算書です。資産サイドが左側で現金保有，それから日本銀行に準備

預金として預ける預け金勘定。さらに，コール市場で資金を出すという形でのコールロー

ン，手形買入れの買入れ手形，このほか最近スタートしたディーリング業務のための商品

有価証券（商品国債，地方債，政保債）。その他に投資目的の保有有価証券があります。

金融機関の資産サイドで一番大きなウェイトを占めているのは，貸出金でこれが民間企

業，家計等への資金供給であり，金融機関の信用仲介業務に対応する項目です。このほか

国際業務に関連して外国為替，外国他店預け，外国他店貸し，外国為替の取り扱いがあり

ます。さらにその他の資産として動産，不動産，支払承諾見返が挙げられます。

負債の部をみますと，－番ウェイトの高いのは預金。これは当座，普通，通知，定期，

定期積立，その他の預金とからなり雀す。

次の項目である譲渡性預金は，自由金利商品です（現状では，譲渡性預金，外貨預金，

さらに，ＭＭＣ，大口定期預金が自由金利預金です凡

負債の方では，コールマネー，売渡手形，それから借入金，これには１つは日本銀行貸

出も入ります。負債勘定としての外国為替，貸倒引当金，退職給与引当金，特別法上の引

当金，支払承諾があります。

次に資本の部は，資本金，法定準備金，剰余金，当期末処分利益金，当期利益等です。

大きく言って，貸倒引当金以下の引当金に資本金勘定を合わせ広義自己資本として，金融

機関の経営の健全性などを見る場合のメルクマールとしています。当期利益という項目か

らなっています｡－般法人の損益計算書ですと，売上げ，売上げ,原価というのが始めに登

場してくる訳ですが，金融機関の場合ですと，いわば売上げに当たるのが，貸出し利息，

債券の運用，貸出し金利息収入というものになります。

費用の点では，預金利,息，その他の支払い利息，譲渡性金利，コールマネー利息などが

先程の負債の部に入れてきたもののコストということになります。私どもの組織の中で，

金融機関の経営状態をみているのは考査局になります。考査局では，預貸金利鞘等のツー
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ルを基に種と分析をしています。

金融機関の損益計算書は，およそ以上のような形です。損益計算を一番大きく動かす要因

のひとつとして公定歩合の変更等の金利の動きか挙げられます。受け取りの万からします

と，貸出し金の利息,それから証券類の運用利回りなどの面が収入の方になります。限界的

に最近の動きとしては，自由金利商品の残高に占める比率か上がっているので，傾向的に

はその利鞘は縮小していかざるを得ない中で，色々なサービス収入，業務内容の多角化な

どの収益確保に，金融機関が相当動いて行っているという姿は，損柿計算書を御覧になる

と明らかになると,思います。

ただ一般的に私どもがフォローしている金融統計というのは，損益計算や金融機関の収

益といったものからはやや離れた領域に位置しております。このため，金融機関の経営な

り収益といったことは，広い意味で金融統計にも関わるサイド'情報として御覧いただけれ
●

ばと思います。金融統計の原データとしては，損益計･算三書よりむしろ貸借対照表の預金の

動きとか，金融機関の主要勘定といったものが中心で，そこから金融統計に逐次データを

補足し，それを加工処理しています。

ここで私ども日本銀行の各セクションか金融機関を対象にしたから，どういう情報を収

集し，どういう統計を作成しているかという点を整理しておくことかｲj益であると思われ

ます。１つは政策的観点から金融政策上で必要なデータを収集する」いま１つは，金融調

査という調査的なスタンスで，金融機関からのデータを遂次収集しながら，金融経済全体

の動向がどんな形にたっているかをみるためデータを収集することです。さらにもう１つ

は，民間金融機関の維営全般の動き，個別の動き等，経営体としての金融機関に対してデ

ータを収集しています。これは考査的な観点からのデータの収集です。私は大きく分ける

と３つぐらいの形で日本銀行はデータを収集していると考えています。

そのデータの捉え方を，日本銀行の組織という,点で整理しＨｆしよう（第５表）。

日本銀行の組織では（第５表）総裁，副総裁，理事が役員です。それから監事は業務監

査を行ない在す。以上および政策委員が政策決定機能を果しており雀す。その下に各セク

ションがあり，政策委員会室が政策委員会関連の会議に関する半務を行なっています。そ

れから秘書室，総務局，こちらは金融政策，かなり企画立案関係，大蔵省との折衝等を含

めて，広く金融政策関係の事務をしています。

それから内部管理部局として業務管理局。これは事務機構，処IJRの企画立案，その他の

取り決めに関する諸規定を審査していきす。そのほか人事局，検査局。さらに銀行券の発

行を行なう発券局ロ５９年の１１月に新券への切り換えという，大きな１つの事業を行な

いました。１万円，５千円，千円という３券種切り換えというのは，世界でも例のない大

事業であり蚕した。

金融市場の調整をしているのか営業局です。現場で直接に金融市場とコンタクトをとり，

７
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日々のオペレーションとかコントロールを行なっていをす。中央銀行としての海外業務を

行なうのが外国局であり，国庫金の経理処理等は国庫局で行なっています。

国債局は国の発行する国債関係の蠣務を行なっております。考査局では，各個別金融機

関への実施考賓を含めて広範な事務を行なっています。

調査統計局は先程も申しました様に，４課２００名から成っていますか，内外金融財政，

調査研究事務を行なってぃ費す。「調査統計局と金融研究所とは，どういうふうに事務の

分担かあるのか？」というご質問がありました。金融研究所は，やはりややロンクターム

なJME論的研究を担当し，また内外学界との交流にも携わっています。去る５月末にも金融

研究所主催の第２１口]目のコンファランスを行なっています。

このほか日本銀行の業務機械化ということを進めているのか電算情報局です。以上が本

店です。

支店は全国３３ケ所あり，こちらも日本銀行の事務の支店管下の対金融機関，調査業務，

発券業務等の活動をしています。このほか国内１２の事務所および海外駐在事務所から組

織か出来ています。

次に参考蚤でに日本銀行のバランス・シートについて説明しますと，日本銀行の負債と

しては，発行銀行券，金融機関の預り金，準備預金関係の預り金，政府孤金等かあります□

資産では，日本銀行の対民間金融機関向け貸出しのほか，保有債券かかなりの額に上がり

ますが，これはオペレーションにより日向変動します。それから買入れ手形かあります。

最後に第１表と第２表の説明を行ないます。具体的には第２回目以降に踏みこんでお話

をしていきたいと,思いますが，第１表は，日本銀行作成の金融統計の体系です。先程，金

融制度の前提のもとで日本銀行がどういうデータを収集し，統計を作成しているかについ

てお話し責した。この表からも読みとれると思いますが，その１つは金融機関の諸勘定を

元にした通貨関連統計。もう１つは市中金利および金融証券市場等のデータを元にした各

種金融統計。

先程の日本銀行のバランス・シートからデータを捕捉し，約２０兆|]]による現金通貨を

中心とした通貨の流通高の統計を作成し蚕す。資金需給実績は，金融市場に関するデー

タを穫理しながら，資金滞給というマネーマーケットの需給を，時系列でフォローすると

いうものです。

加工統計として当係では，まずマネーサプライ（第①表で四角く囲っているものが調査

統計局作成分です）統計を作成しています。それから金融機関の主要勘定を基にマネタリ

ーサーベイも作成してい注すか，これは，ＩＭＦが採用している通貨金融統計の方式に基

づいて金融機関の負債等を整理したものです．

各種預貸金関連統計について触れますと，菰金者別預金統計は，先「１１～３月の結果を

発表しましたが，これは領け入れている法・個人等の主体別，預金のﾙ､額および金額階層

寺

ゴ

５



別の統計です。

業種別貸出残高は，設備資金，住宅信用，消費者信用，地方公共団体向け与信という内

容です。それから地域別に分けた都道府県別統計も作っています。

市中金利および金融証券市場（第①表右側）は，他局あるいは他の機関の資料を元に，

金融データとして当係が統計識に転載している統計です。

第２表から私どもが作成している金融統計の作成頻度が解ります。月次ベースで作成し

ているものが多く,『経済統計月報」で公表しています。このほか，年間データを収録した『経

済統計年報』も作成。

預貸金関連統計の全銀預金現金受払額および残高は月次で，それから預金者別預金統計

は四半期で，３．９月は詳しく，６．１２月は少しコンパクトな内容です。その他設備資

金，住宅信用，住宅信用以下は四半期ベースで作成し新聞発表も行なっています。都道府

県別は月次ベースと四半期ペースの統計がありますが，これらをまとめた都道府県別経済

統計も出版しています。

日本銀行調査統計局から出版しているのは，統計関係では，「経済統計月報』，『国際

比較統計』，『統計便覧」，企業関係の統計では，『短期経済観測』（１冊のパンフレッ

トにしています），『主要企業経営分析』があり，その他物価統計関係でもパンフレット

にしていさす。

このほか国際的な繋がりということで，国際機関から指定された統計はあるのかという

質問をすでに頂いてい蚕す。ＯＥＣＤとＩＭＦからそれぞれ，「ＯＥＣＤＦｉｎａｎｃｉａｌ

Ｓｔａｔｉｓｔｉｃｓ（略称ＯＰＳ)」と,｢ＩｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌＦｉｎａｎｃｉａｌＳｔａｔｉｓｔｉｃｓ

（略称ＩＦＳ）」が出版されています。略称ＯＦＳとＩＦＳが各国の統計をまとめたものと

いうことで，いわゆる概念の比較とか，データの収集ということについては適宜，国際機

関からの照会に答え，調査統計局で解答しております。

このほか金融統計係作成の統計か，日本銀行の中でどういうふうに使われているかとい

う質問があり雀した。マネーサプライ統計を例にとりますと，局長，理事に説明していま

います。当係作成の金融統計も，いろいろな形で金融政策の判断に鑿っていると,思ってお

ります。

６



弾

第｜表日銀作成金融統計の体系

｢￣-コ内は調査統計局作成分

（市中金利）(金融機関諸勘定） (通貨関連統計） (金融一股）

／￣=流通＆ に鐘iiW現…州要勘定 資金循環勘定日銀主 資金需給実績 ￣

麗鱒ゴ
マネーサプライ

マネタリーサーペイ

（金融証券市場）
金融機関 要勘定 －－－－－（預貸金関連統計） 金融機関主要資力投資一覧

コール市楊資金残高

手形売買市場〃

譲渡性預金発行残高

公社債発行償還および現在高

公社債消化状況

全銀預金現金受払額

および残高

預金者別預金統計
へ。

業種別貸出残高
●

設備資金業種;嚇規貸付

産業資金供給（増減）状況

産業設備資金新規供給状況

住宅･消費者信用供』ﾗ状況

(参考）他機関作成の証券関連統計

地方公共団体向け与信

投資家別公社債売買状況（証券業協会）

公社債種類別売買状況（〃）

公社債現先売買残高（〃）

上場株式取引状況（東証）

株価および上場株式利回（〃）

信用取引等現在高（東証、証券業協会）

証券投資信託状況（証券投信協会）

個人貯蓄実績

都道府県:l麟計）

手形交換高（全銀協）

取引停止処分状況（’′）

都道府県別全銀預金l：i出残高

都道府県別全銀業種別貸出

邸道府県別個人預貯金残高



第２表日銀作成金融統計のサイクル，公表時期等

サイクル|公表の時期 ご‘犯邑臣亟 。

００

ヨ

名称 サイクル 公表CD時期 公表の方法

(通貨関連）

１．通貨流通高

匹資金需給実績

ａマネー.サブ゛ライ

(含マネタリーサーペイ）

月次

"

Ｊ’

翌月末

翌月初

翌々月初

｢経済統計月報」

(以下「月報」と略称）

新聞発表

－● ｢月報」（翌月末）

新聞発表

→ ｢月報」（翌ムビ月末）

(金融機関諸勘定）

４．日本銀行勘定

5．全国銀行銀行勘定

信託〃〃

⑤各種金融機関誌勘定

旬

月次

Ｊ'

"

翌旬

翌月末

翌月下旬

翌々月末

～４か月後

｢官報」

｢月報」

新聞発表(速）

_｢月報｣(砿)(翌向月末）

｢月報」

(判明次第順次）

(預貸会関連統計）

7．全銀預金現金受払額

および残 高

８預金者別預金統計

(全観、相互、信金）

9．詞i績金業種:噺規貸付

業種別貸出残高

（各種金融機関）

'0．住宅・消費者信用

(金銀、相互、信金）
'1．地公向け与信
（全銀）

１２個人貯蓄実績

'’

四半期

月次

一部月次

四半期

''

〃

f'

翌均月末

翌を月下旬

翌々月末

)翌と月下旬

翌向月末

｢月報」

新聞発表（全銀のみ）

＝ ｢月報」（翌均F沫）

｢月報」

新ﾛﾛ発表（全銀のみ）
一 ｢月報」（翌向月末）

｢個人貯蓄実績速報」

名称 サイクル 公表の時期 公表の方法

(都道府県別）

１３．都道府県別全銀

預金貸出残高

14．都道府県別全銀

業種別貸出残高

'5．都道府県別個人

預貯金残高

月次

３，９月

四半期

翌Ａｒ月末

３か月後

5～６カ円後

｢月報」

｢都道府県別業種別全

国銀行jdr出残高調査」

｢都道府県別個人預貯

金残高統計」

(金融一般）

'6．資金循環勘定

'7．金融機関主要資力

および投資一覧

'8．産業資金供給(増減)t財ﾁI

産業設備資金

新規供給状況

〃

〃

"

４－５カ月後

翌々月末

～４か月後

翌々月末

～６か月後

｢月報」

MJ劉鵬煩臓）

(市中金利）

'9．全銀・相互貸出約定

平均金利

20．コール、手形、現先

レート、公社債利回

21譲滅性預金利率

月次

'７

R’

翌月下旬

翌月末

翌月下旬

新聞発表
－し ｢月報」（翌ん月末

｢月報」

(業界団体では毎日公表）

新聞発表

→「月報」（翌々月末）

(金融証券市場）

２２コール、手形市場残高

２３ 譲渡性預金残高

２４公社債発行償還

および現在為

25．公社債消化状況

ゾ
ノ
グ

〃
７
７
７

翌月末

翌月下旬

翌月末

～３か月後

翌月末

｢月報」

新聞発表

－１~月報」（翌占月末）

｢月報」

〃
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第４表金融機関のバランスシート等
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第２回（昭和６０年７月２７日）

<報告＞

｢預金者別預金統計，業種別貸出残高統計」

今日は，金融統計の代表として，預金者別預金統計と業種別貸出残高について説明し蚕

す。前者は，金融機関からすれば負債であり資金源の中心である預金に関する統計ですが，

一方後者は，金融機関の資産サイドの中心である貸出残高に関する統計と位置付けられる

訳です。この２つの統計をお話しする中で金融統計の作成過程ということも具体的に説明

していきたいと思います。

最初に金融統計を作る過程という点から若干お話しをします。私どもがデータを集める

のには２つのやり方があります。第１は，専用の調査票を作成して配布し金融機関から集

計するというケースです．第２は汀専用の調査票によらずに金融機関からの定例報告に基

づいて統計を作成するやり方です。後者の定例報告に基づいたものとして，例えば先日お

話しましたが，金融機関の主要勘定残高の統計かありをす。一方，今日お話をするのは，

第１の方の調査票を配布して統計を作成するクループに属し玄す,，

まず預金者別預金統計から説明します。今回お配りした資料の中で，後半に２つの表か

ついており誉す。この中の預金者別預金統計調査票を御覧下さい。これか調査票でして，

これをもとに預金の種別，預金者（法人，個人別等）という内訳を設けて四半期に１度，

調査票を送りこれを回収して（データをチェックした上で）統計を作成しています．

預金サイドの統計というのは，実はこれだけではなくて，この他にも毎月統計を作って

います。前回お配りした第２表日銀作成金融統計のサイクル，公表時期等を御覧にたると

よくわかりますか，その表の左側に預貸金関連統計ということで７，８，９とあるわけで

すか，預金者別預金統計というのは第８番目にあり，これの対象は全銀，相互，信金で，

四半期，公表の時期は翌々月の下旬という形になっています。このほかに，月次で作成す

る統計もあります。全銀預金現金受払額および残高か該当します,，これは全銀を対象とし

て，対象か狭いということ，月次でとっている，という点で異なり貸す。今，話しをして

いきます預金者別預金統計は，預金者の内訳まで祥し〈とって，作成のサイクルが３ヶ月

に１度という統計です。預金の残商（内訳については詳しくない統計）については，月次

でフォローしております。これを奥に預金考別，あるいは金融|階1稗ずつ，大「]か小「1かと

いつたこと誉でを含めて，四半期で作っています,』このようにiii余|卿係では，私どもは作

成統計を２種類持っているということにたります。

Ｖ
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少し前置きを加えましたが，預金者別預金統計の内容は，預金者区分をとっているとい

うことと，預金の内訳区分（要求払い預金，定期性，その他預金〈非居住者円預金と外貨

預金，これの合算>）を設けているのか特徴です。預金者別預金統計という表題からおわか

りにたりますように，一般法人，個人，金融機関，政府公金別に預金者の区分を行ない

ます。そして，その一般法人と個人と無記名を加えたものを一般預金と呼んでいをす。そ

の一般預金と金融機関と公金を合わせて，これが総預金という基本的な概念にたります。

それから，この預金者別預金で預金の内訳，定期性ですとか要求払いとかを先程話し始

めましたか，定期性の内訳を更に詳しくフォローしております。その定期性の内訳は，お

配りした資料の３頁目にありますが，一般定期預金を期間で分けており，３ヶ月，６ヶ月，

１年，２年，そして５６年から始主りました新型期日指定定期という項目にたっておりさ

すｃ

預金者別預金統計の利用範囲に目を移しますと，これは私どもにとって非常に基本的な

統計で，利用範囲は非常に広範囲です。作成部局である私どもでは，これをマネーフロー

（資金循環）で部門別に係数を配分する際に，法人の預金，個人，金融機関，公金に分け

るデータとしても利用しています。又，金融機関の側でも経営効率といった点を，業界の

平均と比較してみることか可能です。例えば，小口預金への依存度や法人への預金のウェ

イトなどがわかる訳で，その利用価値はかなり高いと思いますハそして叉，金融機関の経

営をみる考査局でも，預金者別の預金，金額階層といった点については，資料として利用

しており蚕す。

次に更に預金者別預金統計の'性格を御理解いただく上で，利用上の注意点といったもの

を説明します□私どもは，預金者別預金統計に関し６０年３月にかたり大きな改定を行な

いました。その中の１つは，預金者別の区分で，これは過去もかなりの変遷を辿っておりま

す。法人預金に金融機関を含めるのかに関していろいろ議論かあったのですが，今回はは

っきり金融機関預金というのを別だてにして一般法人と金融機関を分け，一般法人，個人，

金融機関，政府公金といった区分を明確にしました。

又，定期預金について内訳を設けたのも今回の改定の特色です。これにより３ヶ月もの

の定期預金の金額，６ケ月，１年，２年，新型期日指定定期といったものの残高について

四半期末について計数かとれるようにたったということになります。

もう１，点は，金額階層別という,点なのですが，（金額階層別というのは少し耳`慣れたいか

もしれませんか）預金をロット別に分類していまして，５０万円未満～１００万円，１０００万

円，１億円，３億円という金額の階層区分を行なっています口従来の区別というのは，２枚目にある

５０万円と１００万円と，１０００万円と１億円を区切りとした５分割だったのですか，３００

万円で区切って，３００万円～５００万円というランクを作り，３０００万円～５０００万円，

３億円以上を加えることにより，小口と大「1についてかなり肌理紐|かく数字をとるように

了
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しました．それは，最近の自由化の展開の中て，小口預金とか大口預金とかいったものが

注目されているという時代環境を踏まえた措置です。

その他の利用上の注意点としては,あと３つあり童す。第１の点はかたり技術的なことです

が，金額以外に口数，口駆数も調査の対象にしていますが，これは名寄せを行なう前の段

階ですので，１人当たりの預金額，１家計当たりの預金額という形にはなっておらず，１

口座当たりということで係数を取っているということが，利用の際の１つの注意点です□

第２点は，総預金を流動性の観点から分けたときに，要求払預金と定期性預金のほか

その他預金に分けていますか，“その他預金”は非居住者円預金と外貨預金の合計です。

このように，その他預金を設けたのは昭和４３年９月以降で，それまでは要求払預金，定

期性預金の中に外貨預金および非居住者円預金とを含めておりましたⅧ

利用上の注意として第３点は，金融機関の合併とか業態変換などがあっても（例えば，

西日本相互と高千穂相互の合併など）それに伴う遡及データの作成は行なっていたいとい

う点です。

総預金，一般預金，公金，民間預金の内容について，例えば公金預金がどういうものか

ら成っているかとか’金融機関預金の対象は何かといった点について，少しお話ししよう

と,思います。公金預金とは政府公金預金となっているとおり，政府と地方公共団体，地方

公益業，公社・公団からの預り金ということで汀事業団とか，営団，特殊法人，地方公共

団体の外郭団体といった計数は含んでい室せん。又，金融機関預金については，全銀，相

互，信用金庫，ｉ:ML林系統，日本銀行，輸開銀，郵便局，更に保険会社などが，金融機関の

対象となります。金融機関預金には，そういう所から受入れた預金といったものが入りま

す『、お気付きの様に，証券会社，証券金融，短資会社といったところは，この金融機関に

は含まれていません．先程言い蚕した保険会社までのところか，金融機関の対象だと整理

していただければ，この預金者別預金の区分がおわかりいただけると思います。

こういう形にして最近どういうファクト・ファインギンクがあるかといった点をお話し

しておきたいと,思い室すか，最近の自由化に伴って，小口とか大口とか最近紙上を賑わし

ている金融機関預金とかいったことについても，かなりの情報量を持っているということ

が注目されると思います。

預金者別預金統計の最近の動きをみ誉すと，全国銀行の総預金は１２０兆５１３６億円（３

月末残)｡そのうち，一般法人は９８兆４千億円でシェアは４４．６筋，個人か９３兆１千億円

でシェア４２３９６，金融機関預金（先程の保険会社まで）が１７兆９千億円，同８．１筋,政府

公金１０兆５千億円，同4.896ということになります。更に一般法人f圃金の内訳をみると，

要求払い預金，定期性が各々半々ですか，個人の場合にはげ要求払いが少左〈２割程度で

残り８割か定期性預金です．

金額階層別には（３月末，９月末調査）個人預金の８割方か３００万円未満です。一方，

■
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法人預金でみてみますと，個人預金に比べ当然ながら大口で，階層としてはもっと大口の

ところにあり５０００万円未満か５割程度，５０００万円から３億円未満か３割，そして３

億円以上か２割という形にだってい室す。この預金|漕層別でみた預金のウェイトというの

は，私どものこの統計以外ではこの数字はとれないもので，いわば私どもの独壇場といっ

た感じです。色々な預金階層の預金がどういう形で位置しているかということが自由化の

中で論議されることがかなり増えてきています。その場合には，この数字を基に何らかの

形で加工したものとお考えいただいていいのではないかと,思っております．ちなみに６０

年４月から，ＭＭＣが１口５０００万円以上でスタートしましたが，この預金対象のうちど

れくらいの部分がＭＭＣの預金対象となるか，というような試算も行なうことが可能です。

また，全銀の金融機関預金は６０年３月現在では，総預金２２０兆円のうち金融機関預金は

１７兆９千万円でウェイトは８．１冊です。インターパンクの預金市場規模を考える上でも

ひとつの手がかりになると思います。

こういうデータは，先程説明した２枚の調査票のうちの１枚目ですが，こういうものに

ついて各金融機関から調査票の提出を翌月の下旬（３月末のデータをまとめますには４月

の下旬）までに，地方の場合には支店を経由して，東京，本店管下の場合には直接金融統

計係へ各金融機関からデータを徴求します。その計数チェックを本店管下の場合は当係が，

支店を経由する場合には支店の段階でチェックし，適宜金融機関に照会した後，機械の計

算にかけzfす。機械計算の段階でも，縦・横のチェックかありますので，そういったもの

をクリアーするまでにある程度の時間を要し，６０年３月の結果については翌月（４月）

末責でにデータの回答を得，その後データのチェックをし機械計算を終えてコメントを付

し，翌々月（５月）の下旬に公表するという流れになっております。

次に，業種別貸出統計についてお話ししたいと思います。業種別貸出統計の調査対象は，

全国銀行の他に相互，輸開銀，農中，商中，政府系，信用金庫迄が調査の対象になってい

ます。業種別貸出は，金融機関が各業種に融資している残高およびその資金使途（設備資

金，運転資金)，更に規模別（大企業，中小企業）の回答を求めて，金融機関の与信活動に

関する統計調査を行なっています。

この業種分類は，従来の行政管理庁，現総務庁かまとめ，日本標準産業分類に依拠して

各業種かどの業穂に入るかを区分けしています。

設備資金，運転資金の区別は，設備資金を耐用年数１年以上の有形同定資産の購入，あ

るいは補修に関する資金として，それ以外は運転資金に分類しています。

規模別については，資本金１億円以下又は常傭する従業員３００名以下を中小企業に区

分し，大企業を資本金１０億円超としてい費す。それ以外か'１ｺ堅企業ということにたりま

す。

これを利用していただく場合の留意事項には，大きく２つあります。１つは貸出しの範

7
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１１１１ですか，妓近増えている当座貸越しについては，内訳調査か技術|杓にﾉﾄﾞ常に難しい,点が

あり，貸出しの範囲は割引手形，手形貸付，証券貸付に|隈っているということと，あと１

つには，これ蚕で数１１１]改定（基本的には日本標準産業分類の改定に伴う変更）を行なって

きているという点です。日本標準産業分類は，６０年４月に改定にたり壷した。それに従

い，私どもの業種別貸出しについても改定作業を実施しています。極刀，データの遡及，

連続性にも注意してい雀すか，限界かあることも事実ですので，－部データの不連続につ

いては注意していただきたいと思います。改定の際には．データの連続性につきコメント

して利用の万に供するように毎回努めています。

この業繩別貸出残高統計を基にどういうことかわかるのか，という点を幾つかおＩ話した

いと思い生す。業穂で製造向けの貸出しか何割位を占め，製造業かどのくらい左のかとい

うのは，大掴みのことかわかります。鹸近の６０年３月の時点では，全国銀行についてみ

ますと，非製造業は約６割５９．９冊，第２次産業か２６冊ぐらいで１／４ぐらいを占めてお

り，その他には個人，地方向，あるいは海外の資金需要（海外の現地貸しなどが中心）に

対する貸出しになっています。６０年３月，期末の総貸出が２２９兆３８９９億円，それに

対して製造業は６０兆円で２６．２９６，非製造業は５９．９冊ということで６割弱ということか

おわかりいただけると,思います。そのほiか，個人が９．７冊，地方公共団体関係か１．１冊，海

外円借款，国内店名義の現地貸しか３．１９６を占めています。更に，都銀でどのくらいにな

るか参考までにお話しさすと，製造業のウェイトは，６０年３月では都銀ペースで３割ぐ

らいです□業種で非製造業は，その残りの７割近くがあり交す。

資金使途別（設備資金，運転資金）に全国銀行業種別貸出の推移をみますと，製造業

２６．２筋（うち設備資金は４．８妬）に対し，非製造業は５９．９冊（うち設備資金は１２Ｍ）。個

人，地方公共団体および海外向けか残りを占めます。製造業中心に設備資金の需要という

のはゾリゾリと落ちており，全国銀行（信託も含める）では，全体の１／４の２６．６筋で，

かつての高度成長期に比ぺれば設備資金のウェイトというのはかなりダウンしてきた感じ

かしさす。都銀でそれをみてみ費すと，都銀の資金のウェイトか高いので設備資金貸出は

低く，都銀では２割程度に対し，長信は設備資金需要か高い訳ですか，それでもゾリジリ

後退して５９年末では５割弱になっています。

業種別貸出残高統計でデータがとれるものに規模別の貸出しかあります。資本金でみて

１億円以下の中小企業向けの比率は５９年１２月では５１冊と，５割を超えるに至っている

ことか１つの特徴です。

この業種別貸出については，月次で主要な業種についてのデータのとり雀とめを行なっ

ていますか，それより詳しく全業種別の数字は，四半期に各金融機関からデータを集めて

翌月末迄に集計して山翌々月にデータを公表するというサイクルです。

、
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<討論〉

喜多：預金者別でですね，これは企業，預金者の方は金額別にでていますね。

島村：基本的には１口座当たりの金額です。

喜多：企業別にということは非常にたいへんなことにたるわけですね。

島村：これは，おそらく財務の効率化とか合理化からすれば，そんなに分散してはお持ちに

ならないと,思いますが，名寄せの手間が，金融機関側に加わりますので，そこ玄でのデー

タの徴求というのは，私どもではしていません。

田路：各口座で，例えば１億以上３億未満であれば，そこに入っていくということですか。

島村：そうです。

森：個人で３００万円未満の預金か７８．３筋とあり注す。個人ですと，１口３００万未満と

いうのは，ほぼ１００冊ではないかと,思われるのですが，個人で１口３００万以上の預金を

持っている人というのはどういう人ですか。どうも私共の実感と合わないという感じがし

ます。銀行預金ですと１口５０万円とか，そのあたりで消化されて，ｃを使うという感じ

ですけれど。１人で１口３億円も預金している人などいるのですか。

田路：土地を処分した金持ちなどがい雀す。もう１つは個人企業の営業資金もありましょう。

森：そうですか。

島村：今，田路先生からお話があったのですけれど，個人預金に，個人企業の事業主名義も

含まれているということは，１つ利用上で留意しておくべき点だと思います。

田路：貸し出しの方は，都道府県別がありましたね。

島村：年２回半期ごとに統計を作成しています。

田路：預金の方は，都道府県別というのは作っていたいわけですか。

島村：前回お配りした表をごらん頂くとわかるように，（１３と１５），都道府県別に個人預

貯金残の統計を作成していをす。

田路：これは，個人だけですか。

島村：そうです。調査票を基に都道府県別個人預貯金残高というのを作っているということ

です。

田路：１３と１５は一緒にやっているということですか，別ということですか。

裏見：別ということでしょう。１３の預金貸出残高と１５の個人預貯金残高とで。

島村：そういうことです。

璽見：この１５の個人というのは，個人記録しかないのでしょうか。

田路：それ以上分け様がないので当然入っていると考えていいのではないですか。１３はき

っと，預金の貸し出しの総残高ではないですか。

島村：そうですね。

７
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森：いま，田路先生かおっしゃった質問にも関係するのですか，銀行の支店と本店の間に

お金のやりとりが当然ありますね。支店で集めたお金を本店を通じて貸付けることもある

わけですね。貸出し統計をとる時に，事業所ペースで集計かあがってくれば，県別集計が

できるわけです。そのあたりがどういうところで切って，どういう調査ルートで数字があ

がって，県別集計，地域別集計になっていくのですか。例えば，本店の所在地で把握する

というように原則か決まっていれば又話がわかるのですけれども。

島村：金融機関でも支店に迄降りて数字をとり，事業所ないし本社ベースということです。

森：支店でみるということは，事業所ベースということですね。支店か１つの事業所とい

うことですから，直接，事業所注でおりてとれれば，その事業所の所在する県のデータが

その左ま集計できるわけですね。ところが本社でその数字でひろって記入されると，地域

性がうまく分離できなくなってしまうのではをいですか。

島村：それであれば，金融機関と対取引き先ということで，銀行の本店に口座を持ってい

るか，支店に口座を持っているカムで違ってきHfす。

森：借り手の方がですか。

田路：森さんの言っているのは，ある調査をするのに，銀行の取引き先を本店で－括把えるの

か，支店毎に把えるのか，または銀行についての支店毎に把えているのか，本店で－括把

えているのか？

森：銀行の方です。

田路：都道府県別の統計は各県所在の支店ごと集計していると,思い在す。ただ，電算化が進

み，最近は電算センターに帳簿が集中していると聞いてはい注すが。

島村：そうですね。

森：各支店レベルでの出し入れというのは全部本店にデータは集中されるのですか。

田路：基本データは集中されても，実際扱かつたのは支店ですから，少なくとも昔は全部支

店で集めていたものです。

森：調査票も記入項目もでずか。

田路：そうです。それを県毎に集計していたのを記憶しています。

北川：私も少しわからなかったのですが，第２表，日銀作成金融統計のサイクル，公表時期

等の８番目の預金者別預金統計の話ですけれど，その下に，全銀，相互，信金とあるので

すが，この報告単位は店１個で出すのか，各支店で出すのか，どちらですか。

島村：預金者別預金統計については各金融機関１本でです。

北川：そうするとその過程でいくつかに分れているだろうということですか。本店かまとめ

る際に，支店ごとに調査があがってきて，それを集計するということであるかどうかとい

うことです。

森：それは調査票によって，配り方が違うということでしょうね。

□
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舗見：第４表の預金者用預金というのがありますが，このお話ですとこの表自身か今年の３

月から大改定にたったということですけれど，この金融機関のインターパンクの預金は，

日銀自身としては，どの辺くらいから辿れるのでしょうか。公式には今年の３月から辿れ

るのでしょうか。それとも，もっと遅れて辿れるのでしょうか｢，

島村：金融機関預金という１本の数字がいつ頃まで辿れるかということですね。法人預金の

下に従来は金融機関を位置付けてい在した。

森：数字としては以前からあったのですね。

島村：はい，以前からあり雀した。

大谷：提出先別の個別データの集計は，提出された個別資料を加工して出しているのですか。

例えば，三菱銀行についてであれば，三菱銀行から提出された各種資料を使って必要な項

目ごとに集計する，という仕方をとるのですか。

島村：例えば，三菱銀行に関する計数を集めて分析しているということですか。

大谷：そうです。そうだとすると，過去に糊って相当細かいところ雀でいろいろと変遷が辿

れるのではないかと思うのですが，そういうことはやっているのですか．

島村：基本的には，そこまでのデータの整備というのは，私の知る|限りでは充分に行なわれ

ていないと,思います厨

大谷：それでは，生データは取ったあと，どういうふうに処理されているんですかr，

島村：機械化か相当進んだ４０年代後半ぐらいからはデータをコンピューター処理してい雀

すか，それ以前はペーパーベースであることもあって，データおよび集計内容は連続性が

充分ではありません。ペーパーペースの時代は，集計段階の進んだかなり加工度の高い内

容に限られており，それより更におりて例えば三菱銀行の係数を機械に入れるという作業

迄は，充分Ｋ行なわれていません。

大谷：この全銀預金現金受払額および残高の調査票で集まってくるデータを，他の統計に使

うということもある訳ですね。

島村：それはいろいろあります。

大谷：個別にそれぞれの調査票から，この数字をとって，こちらへ持ってくるというような

ことをするとなると．あらかじめ作られたプログラムを使ってコンピューターで処理する

ようになっている訳ですか。

島村：そうです。例えば，マネープロー統計では，データを転用するプログラムがあります。

田路：今度，かなり詳しく金額面をあげられましたね。これは，銀行の方ではあまり抵抗は

なかったですか。

島村：まとめるのは必ずしも容易ではなかったというのが偽らざるところですr，

田路：銀行の区分と一致している場合は訳底いと,思うのです。しかし区分を，例えば１０００

万，３０００万，５０００万という区分を設けた場合に銀行かそれまで１０００万，５０００万

ｑ
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と分けていた場合には，銀行は又新しく分け変えなければいけない訳で，そういったとこ

ろでいくらか抵抗かあったのではないかと,思うわけです。ただ，むしろ日銀か分けてやっ

た方か，銀行もいろいろと使うことかでき，便利だという点はあると,思い蚕す。

島村：私どもか，調査の改定とか統計の改定については，だいたい協会ベースで接触してい

ますので，協会を通じて協会参加の各金融機関の方向の反応をみなから進めてい室す。今

回の様な大きな改定については，相当な時間をかけて調整期間を設け注した。金融機関か

らすれば，プログラムの改定のため統計内容を変更するのに先立って事前に作業時間か必

要ということでありをした。

森：しかし，こういう資料というのは，銀行にとっても有効ですね。出来るだけ細かく区

分してある訳ですから，自分のところの業績を他行と比較する時，大事だと,思うのですか。

田路：だから出来たという面もあるのではないですか。

森：行政指導に添ったものという感じがしないでもないですけれど。

島村：そこまで金融統計セクションに権限はないのですか，金融機関にとってみても，全体

としてもメリットにたるということで協力頂けた面が大きいと思います。改定という点で

は，預金者別預金統計もそうですか，業種別貸出統計について６－部この体系か変わるこ

とについて，金融機関サイドとしても，対応のプログラムの中味をかなり変えなければな

らなかったわけです。業種別貸出統計は支店段階からデータを積み上げているものですか

ら，金融機関サイドではプログラム対応など調整が必要だったといえます。

森：プログラムの一部を差し変えなければならなくなったのですね。

大谷：いつ頃から予告をするのですか。

島村：６０年の始め頃からかなり形を整えて，調整を始めましたか，それよりもつと以前か

ら予備的アプローチをしました。

森：すると口数の実数も公表されているということでしょうか。

島村：はい，公表しています。

森：これは基本的には，パーセンテージですね。

島村：お持ちした資料ではパーセンテージです。「統計月報』には口数を公表してい資す。

森：１桁雀でですか。例えば，要求払い預金だと，３月３１日の時点で残高かいくらかと

いうことで出てくるわけですね。

島村：１番細かいところまで出しています。

田路：我々でもなんだかんだということで，ずいぶん預金の、数を持っていますね。地方銀

行では預金量の割に口座の数か多く手数かものすごくかかるというようなことか，問題に

たるかもしれません。ただ，反面から見れば，地方銀行かいかに決算面において活躍して

▼
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いるかということの証拠としてあげられるとも,思いをす。

喜多：預金者別といった場合に，一般法人と金融機関を分けたということでしたが，法人を

さらに分けるということは，あまりやらないことですか。

島村：これをやったらたいへんなことにたります。

喜多：例えば製造業と非製造業とかね。多少そういうことをやる意味というのはどういうこ

とでしょうか。

島村：統計の１つの根幹にもかかわることだと思うのですけれど，やはり項目は精密にたれ

ばたるほど，正確性はとれると,思います。しかし，私どもはこれを金融機関にお願いして

いるものですから，ある程度のところでは，正確性というのも犠牲にしなければいけない

という点があり注す。預金者別というのも１つの形にはめておけば，例えば，製造業と非

製造業とか，あるいは業種だとかに区分して，マトリックスを設けることかてきさすか，

そこ迄の正確性を求めることとをｂまずと，かえってコストがかかりますので，法人を更

に細かくというのは考えていません。それは雀あ，統計をとるに当たって，設計する段階

でここが是非欲しいと，例えば，金額階層別についても，これを細かく取り出しますとマ

トリックスが設定される訳ですが，そうではなくて今回７つほどに区分し注したが，これ

も相当詰めた上でマトリックスもある程度は増やしましたか，それにもひとつの限界があ

りさす。

喜多：手間についてはわかりましたが，意味はどうなんですか。

島村：例えば，製造業が多いのか，非製造業か多いのかといったことについては，私どもは

細かくこういうことをやる以外に，短期経済観測などで各々その主だった主要企業とか，

大企業，中堅，中小の現預金残高がどのくらいあるかは，ある程度そちらのルートからも

入ってき在すので，全体の金融機関の方から正確な数字を取るよりも，法人企業の手元流

動性比率などで見ておけば，それでいいのではないかという気がします。寧ろ，景気判断

とか，企業金融の引き締雀り具合とかといったようなことについての判断は，こういう数

字を基にすることが良いのではないかと思いきす。

田路：預金ですから銀行にとっては飯の樟です。お客さんに対してあんまり細かい事を聞け

ないのが実情ではないかと思います｡ただ，業樟分割で事業法人か，それとも慈善団体と

か政党とか，要するに非営利団体か営利団体かという区別があれば欲しいと思い宣すわ。

しかし，銀行の立場でいちいち細かいことを聞けませんね。

島村：今言われた非営利団体というのは，１つのブラック・ボックスですからね。マネーフ

ロー統計でも，よく分らない動きをしている階層，部門があるんですねえ。それがどうも

非営利法人ではをいかと見当はしているんですけれど，それがどのくらいあるかは全然分

からないんですよ。確かにそれは今後の検討対象の１つだという気がマネーフロー統計に

関してはしています。

司り
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田路：新興宗教も含めた宗教法人も預金面では銀行として大切な御得意様にたっている様な

ことも聞いています。

北川：法人でない団体というのがあると思うんですけれど，それはどこに入っているんでし

ょうか。例えば，労働組合とか，そういうのは法人というのかどうか。登記してい友い団

体も法人といえるのかどうか。それは，今どちらに入る可能性があるんですか。

島村：主にこれは個人名義に区分されているということではないでし塊うか。

北川：○○会の理事長○○というふうになれば，個人の名前ということになる訳ですね。

田路：どうでしょうか。○○会という名前だったら法人として処理し，理事長か個人の名前

を使えば個人として処理する様なこともありうると思い注す。

森：例えば，学会の口座のようなものだと法人になるんでしょうかね。例えば，学会とか，

マンションの管理組合とかは，正式の法人ではない訳で，公の法人ではありませんね。個

人の名前で入っているとも思え性せん。それは，少し広い意味での法人になるんでしょう

かね。

田路：組合とかいう名前かあったら法人にしてしまうこともありうるのではないですか。御得

意様にそんなに細かいことを聞けたいのが実情ではないでしょうか。

大谷：各金融機関には日銀の方から，一般法人にはどういうものか入って，個人にはどうい

うものが入るようにしていますということを伝えているんでしょう。

島村：はい。そうでなければ，統計の一貫性が保たれ笈せんので，これは，統計スタートの

時点で徹底していをす。

大谷：預金者別預金統計の方は，金融機関の業態別に区分けするということは，やっていた

いのですか。

島村：しています。

大谷：例えば，都市銀行と地方銀行をみた場合，違いがでてきますね。

森：預金者別預金統計を，各銀行別に見た場合，どういう預金構成にたっていると銀行に

とって－番効率的である，ということはあるのでしょうか。つまり，銀行を営業面でみる

場合に，どういう客筋か一番望雀しいかということです。

島村：理念的にはあると,思います。

森：貸出し面では，そういうのが少しあるのではないかと,思いますが，預金の方はどうで

しェうか。

島村：考えられる,点としては，個人・法人の比率。それに小口を集めると非常にコストがか

かりますので，小口と大口のペランスなどであろうかと思います。しかし，そういう点で

みるよりは，寧ろ，これ蚕で金融機関は１人当たりの:預金などを尺度にみてき議した。最

近は，今先生か言われたように，金利自由の中で自由金利商１拍と規制金利商品の比率など

か注目されていますロ

－２３－



野下：今年の３月に大きな改定かあった。その１つに，定期預金の内訳オープン化があり，

これは森先生がおっしゃっている新稗の金融商品発生の問題に関係してくるとのことです

が，それにもかかわらず，この分類をみますと，この新種商品を捉えるのに充分な分類で

は左いようですねに，様々な新金融商品か出てくると，定期性預金の内訳けをこれからまだ

日銀の方としても詳細にしていこうとお考えにたっているのですか。

田路：定期預金の内訳は，これで全部でしょう。３ヶ月，６ヶ月，１年，２年で全部です。

野下：今迄でこれは，１つでしているんです。

田路：定期預金といっても，日本では単に４つの区別だけでしたか，最近生れた期日指定預

金は３年ですね。結局，５つの区別があり，その区別を見たのではないか左と思うんです□

私は，今後の問題を示唆していると思うんです．というのは，自由化された時には１０年

もの発生の可能性すらある｡そうすると，この分け方もたくさんにたってき玄す。しかも，

自由化されると金利がバラバラになる。貸出しに対する約定金利の統計のように，細か

い金利別の統計を，別にか，或るいはこれに組み合わせて，とらなきゃあいけないという

問題がでてくるでしょう｡－万，規制金利だからこういう統計が作れたという事'情もあり

ます⑰今後，自由金利になってくると，約定金利と同じ様なものを作らないと，正確なも

のは把握できないと思うのです。これは，将来可能性かあるので，どういうふうにしたら

良いか考え川用意しておかれた方かいいかもしれませんね｢,そうかといって，預金金利に

そう細かいことまで作る必要かあるのかという疑問もあり在すので，この点も含めて考え

てみたらいいのではないかという気がし注す□

島村許御指摘の点はあるかと,思います。

田路：これは，金利統計でもあるわけですね。

島村：そうですね。あともう１つは，自由金利型預金が預金全体でどのくらいの比率をもっ

ているのか……というのが，１つの一覧性のものとしてないということについて，今後，

改善を図っていく必要があるかと思っております。

田路：おっしゃるとおりに，そういったものを設けないという銀行自身も困ると思うんです。

ところがね，今，ＣＤというのは，預金の中に入れないで，預金とは別体系にしているん

です｡要するに金融の法律的な体制自体が，私は大問題だと思うんです。これは，あく

までも預金の１種であるともいえるし，また，債券的な'性格を備えている点も否定できな

いわけです。銀行の資金調達手段全般を概観した上で，統計面からみても問題かあるとい

うような，理論的考察を内部でしておく必要かあるのではないかと,思いますね。

島村：ある程,度組み合わせれば，大体のところはわかるとは,思います□

田路：もう１つの問題は，要するに銀行の本格的な調達手段というのの中心は，預金だと,思

うんです。同時に準備金の不足を補うものとしてコールである。しかし，現実には都銀は

常時コールマネを採り入れてい寮す。要するに今日の日本では，準,備金の補填と本来の

■
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調達手段というのがゴチャゴチャにたっているような面もあるわけです｢，この辺か非常に

難しい問題を提供していると思うんですけれど……。

頚見：この表自身を見ていると，定期預金のどの部分から自由化を始めるかという段階をな

んとなく示している気がしたいでもないですか…… Ｃ

島村：そう御覧v､ただいてもいいですね。

頚見：どういう経過で，どういう議論をなさりながら，こういう改定をされたかを，少しお

聞かせ願えるとおもしろいと思いますが…… ・

島村：ＣＤの規模を参考にして，５億円，３億円，１億円で区分しています。

大谷：調査統計局の内部で，改定をする必要かあるんじゃあないかというような議論かでて

きて，それで改定か始まる訳ですか。あるいは，改定か終った時点ですぐ次の改定を見通

して準備を始める訳ですか。

島村：調査統計局として改定の必要に基づき，金融機関の万々と協議の上，改定を実施する

わけですか，そのあとの次の改定を考えているかといいますと，基本的には想定してはい

ません。しかし，やはり金融環境の変化が相当急激にたってきたので，今後改定が必袈に

たる事態もあるかもしれません。

森：預金の期間と預金の金額とのクロス表を見ても，あまり関係なさそうです。１年もの

のところは，やっぱり全てピークにたっています。例えば個人預金ですと，陳腐な仮説を

たてると，３００万未満のところだと，流動性を先行して半年のところかかたり多いかと

思ったのですが。３年ものの期日指定のところでかなりンフトしてますから，全体的にい

うと，もっと長いものを望んでいるような感じかするのですけれど……。

島村：金融機関が個人:預金の新商品としているのは新型期日指定定期です。商品的にも艦ノノ

は相当大きいてずから，このウェイトか高くなっているというのは頷けると思います。

森：こういう内訳というのは３月の改定からしかとれないのですか。

島村：例えば，新型期日指定定期の残高について，半年毎の定則的な調査祭ベースで出てき

たのは，今回がスタートです。

森：例えば，インフレ率と人が何ヶ月ものの賦金を嗜好するかという，対応関係とかを調

べる資料はどうでしょうか。インフレ率はとれ蚕すけれど，もう一方は何年ぐらいさかの

ぼれるのですか。

島村：この内訳かどうかということですね。これは，すごく難しいと`魁います。今ｌｔＩＩからか

分析のスタートだと,思います。

森：それでは貸出統計に移りたいと,思います。

田路：意地の悪い言い方をしますと，業種別というのは陵だ判定か難しいですね。ｌＬ体的な

業種別がどういうように行われているかとなると，かなり不ｌＵｌ瞭な』点があるわけです。イダリ
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えば，本社に貸している場合には，会社の事業が多角化していても，その中で１番主なも

のを採げて所属業種を定めている訳ですね。工場毎に資金調達をしているところもあり，

その場合はそれぞれの工場が従事している業種で整理されており，そこのところがゴッチ

ャになっている面があるのです。こういう傷かあっても，この統計の存在価値は小さくた

いと思いをす。例えば，日立や東芝などは色々な事をやっているかもしれないけれど，だ

いたい電機だということになると，その合計で鉄鋼，自動車などの他業種企業との比較が

可能にたるわけです。あんまり正確ではないけれど，極めて有用であるという感じを受け

ます。細かいことを突っつかれると色均な難点はいくらでも出てくると思いますか，経済

全般を粗く捕えることが出来るという意味では，無視できたい情報を提供する資料だと考

えています。

森：この調査票と今日いただいた結果表を見較べまして，例えば，輸送機械の中に自動車

が内数として出ていますね。調査票の方にはのっていませんけれど，これは別の調査票か

らとられたのですか。

島村：そうです。今日お持ちしたのは，雛型的なものということで，全国銀行業種別貸出

しよりも少し型はシンプルなものでして，本来のものはもっと詳しいものです。

森：こういう自動車のような特殊な分野，例えば造船とか，そういう意味で他にも色々と

られているのでしょうか。つYきり，この２０番目迄，製造業なんかがありますね，都道府

県とか，２０番目の中が更にもう少し綱かた分類のところ迄……。本当は先程の分頬一覧

表くらい詳しくあると有効なんですけれど，銀行の方がいやがるでしょうから。

島村：そうですね。中分類までおりているのは化学と輸送用機械です。この２つの業種につ

いては，船舶を内訳として設けています。化学については，有機化学工業とその他の化学

工業の２つに分けています。

田路：電機は，軽電，重電ぐらいにも分けていませんか。

島村：電機は分けてい在せん。

北川：先程，今年６０年の３月に変ったとおっしゃったんですけれど，今，これにでている

製造業あたりで変ったところかあるんですか。

島村：これは２つ変っていると思います。かなり細かいことなんですけれど，卸売業者の内

容で１つ新設されたのがありまして，機械器具というのが加わったのです。従来は，その

他の卸売業というのに機械器具が入っていたのですけれど，今回，それが新しく独立項目

となり雀した。それから小売関係で，従来は'1、売の中に飲食店が含まれていたんですけれ

ど，飲食店と小売りと並列的なものにたったということが，もう１つの変更点です。あと

１つも，細かい,点ですが，衣料と教育というのが，これも同じくサービス業の中ですが，

これらを叉更に並列的なものにしたということです。このように，分類を更にかたりきめ

細かくしたということです。標準産業分類の改定というのは，相当に大きなものだったの

日
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か，という御質問かと,思うんですか，今回は従来以上にもっときめ細かくしたということ

です。しかし，ただこれだけでも機械対応とかいった点でも，それなりにデータを作成す

る金融機関サイドとしますと，相当の負担をかけたことになります。

北川：調査票のところで，資本金１億円以下とか．事業用分業者，通常の分け方をしている

のか，少し分からないんですけど，基本的に１億円以下か中小企業というのか，従業員か

３００人以下が中'1､企業なのか，俵律的にいうとどうなのでしょうか〕小というのが，以下

か未満かというその辺の微妙左ところの区別，差別は……。

田路：中小企業庁か中小企業を規定する際の基準にしている法令かあって，それをボンと持

ってきたのではないですか。

北川：そうすると，資本金１億円丁度というのは，どちらに入るのかということは……。

島村：以下の場合には中小企業に入ります。

北)'１：資本金１億円なら中小企業なのですか。

喜多：人数はありましたよ，３００人という……・

大谷：中小企業という区分は，どの法律でも同じだというのではなくて，法律によってそれ

ぞれ違った分類をしているんじやあまいでしょうか。

北川：３００人迄は中小企業と考えていいわけですね。

島村：解釈上問題のない様にしております。

北川：それから，長期，短期資金のことですが，１年以上が長期ifi金なのか，１年超か長期

資金なのか，どうなんでしょう。ＩＭＦの国際収支表では，１年超か長期となっているん

ですけれど，日本の場合は，１年超じゃあなくて以上じゃないか左と`思うのですけれど。

島村：すぐにはお答えできそうもないので領らせていただきます。前回，同じ様に領らせて

いただいた中で，１つは森先生からいただいた「金融機関からデータを徴求していてそれ

がＭＰなり，磁気テープなりでもらっているものがあるのか」という御質問なのですが，

現時点ではまだ私ども或いは考査局の段階で，機械化された形，テープの形でデータはも

らっていません。もっとよく調べてみますけれど，今のところ機械化というのはあまり進

んでおらず，今後の問題と`思います⑪もう１つは，今日いらしてない方なんですけれど，

これもＨ１路先生からお答えがあるかもしれませんか，「預金嘩備率が改定された時に所要

準備をどうやって稀んでいるのですか」という御質問かあったんですけれど，所要準備の

計算は１日から３０日，３１日迄，月間で日々の残高と準備率をかけて計算するのですけれ

ど，そうすると預金準備率の改定の時は，いつの何日から何妬に改定しますというのがあ

るわけですから，月間の表をお考えいただいて，何日以降というところの準備率をかえて，

月間を計算して，それを１６日から翌月の１５日迄に菰むわけですから，改定された所要

準備額を積めばいいわけです｡

朝
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田路：平均で積んでいたいといけないんです。ですから積みか足りたいと，最後のところで

ウーンとたくさんの金額を積まないと，丁度平均で積んだということにならないわけです。

それを金融政策の１つの手段として使っているわけですよ。追いこんでいるわけですね。

森：日数×金額で平均にたるようにもっていかせるわけですね。

田路：そうです。

島村：統計の上で，金融機関の支店と我向の支店と会社の事業所と３つからんでいるもので

すから，今度，雅皿してきたいと思います□

田路：暫定的にお答えしておきますと，金融機関の支店だろうと,思います。例えば，金融機

関の支店が県境近くにあれば，貸出先は隣接県に所在しても，金融機関支店所属県に算入

されると,思います。

森：そういう統計か，例えば本店に支店の枚数だけ送られて，本店レベルでばらまかれて

いて支店で記入されている，ということですね。

島村：日本銀行の支店が金融機関の支店ベースで計数を集めています。

森：県庁所在地に必ず支店はありますか。

大谷：さっき支店金融というのはそういう意味だったんですか。日銀の支店……。

島村：はい。日銀の支店です。金融機関の支店というのと日銀の支店というのと，それから

会社の事業所と３つの主体があるわけです。

森：一応報告のネットワークはあるんでしょうね。

島村：そうです。

霊見：前にいただいた第２表の９番目に，設備資金業,種別新規貸付，業穂別貸出残高という

のがありますね，との分類と今日いただいた都道府県別と，調査の区分けの仕方，設備資

金か運転資金かという区分けの仕方はいかがでしょう。

島村：それは，設備資金業種別新規貸付け，これは片道ベースです。これとは別に，設備

資金業種別新規貸付けに関する調査票を月次でとっております。

露見：今日説明していただいたＱの２項目にあたるわけですか。

島村：はい，そうです。

喜多：調査票を配布して，日銀で調査されるのは，この預金貸出残高調査だけですか。

島村：これだけではないです。

喜多：この調査票を配られる時に説明ないし手引書というものを付けて配られますか。

島村：作成している統計もあります．

喜多：預金者別預金統計はどうですか□

島村：預金者別預金統計に関する手引きは作成していません。

喜多：この調査票だけ配布されるわけですか。

島村：はい、
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森：だいたい定期便でしょうから。

喜多：色々改定されたりしたら……。

島村：そうですね。一般法人や公金の範囲などに関して内容の改定かあります。

坂田：この他に，貸出残高に関する調査票とか特にあれば教えていただきたい。どういう項

目かあるのか，名称かあれば名称だけでも結構なんですけれども……。

島村：貸出し関係の統計はこのほかにありません。

坂田：全銀の貸出し残高の統計表かありますね。実際にのぼってくる集計は，この結果表に

あるものだけですか。調査されてものぼってこない巫泪もありそうですけど……。

島村：全て公表しているとお考えいただいて結構です。

露見：規模別はそこにのっていますか。

島村：はい。中小企業，大企業，１０億円以上の法人ということで，規模別にも公表してい

ます。

森：業種別の規模別集計もありますか□

島村：業穂別の規模別というのはありません。

大谷：前回の資料の２枚目，先程のＱのところで，業種別貸出残高の下に各種金融機関と書

いてあり雀すか，これは業櫛別貸出残高統計の対象か各種金融機関で，その内の一部か月

次，基本的には四半期ということですね。

島村：もっと明確に説明すれば良かったのですが，匹|半期と月次でどこが違うかと申します

と，業柿で主要業種に限ってする場合と，全業種を調査する場合で，前者，主要業槙とい

うのは金融機関にとってみれば，主なものを答えればいいということで，その儂淡がつい

て月次，そして全業種を網羅した統計は四半期となっています。

喜多：貸出しの方の個人ですね。調査票ではカッコして住宅消費納税資金と書いてあり注

すか，これは個人で商売をやっているようなのは入らないということが，相当きちんとし

ているものですか。

島村：業櫛別貸出に関する手引書では，『ここに言う個人とは家計，消費としての個人であ

って，企業としての個人は含めません』という風になっており蚕す。反対に個人事業主で

あっても貸出し資金の内容が，非事業用資金か明らかである場合は個人になります。店

舗併用住宅資金の場合は，店舗部分，住宅部分の金額のウェイトによって，事業用又は非

事業用に区分しさすが，その区分か困難な場合は，全額事業用とし，事業主の業種によっ

て区分します」となっております。

喜多：それをいただけますか。

北ハ｜：でも統計の方法はオープンにしてもらってもかまわないでしょう。

田路：ところがこういうこともあるんですよ。一定の方針が決った後で，金融機関に問い合

わせてみると誤董った答えが返ってきたような場合には，この金融機関は道義的に責任を
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追及されかねないのです。日銀は金融機関の協力がたいと何もできないので，その辺を負

い込む可能性のあることは避けたいわけでしょう。

窺見：この今の業種別で，貸越しについてなんらかのアプローチはあるんでしょうか。

島村：残高だけはフォローしていますが，業種に分けることはしていません。これは金融機

関の負担も相当大きいととも予想されますので……。

露見：例えば，個人か非法人とか……‐

島村：法人です。

大谷：法人だけですか。総合口座もあるんじゃあないですか。

島村：総合口座は個人もありますね。

森：業種別貸出しの推移という数字ののっているものですが，製造業と非製造業とか増

えているし，実際に大きいと，それから化学とか石油精製が前年比で少し落ちているとい

うことで，実態か少し分るような気がします。自動車も比較的低い数字ですね。これは本

当に落ちているのか，それとも銀行から融資を受けている数字か落ちていて，自前でやっ

ているのか，別なルートで調達しているという可能性があると思うんですけれども，他の‐

統計，例えば，短期観側のよう丘ものとはり合わせたから，企業の設備投資の実態をうま

く網羅できたいでしょうか。

島村：調達面は充分フォローしているとはいえないんですけれど，主要企業ですと社債の発

行額などの調達内容については，とらえています。そういう意味では，自動車の主要企業

短観ペースでのデータでそれをとることができます。

森：内部資金を使って設備投資するのは，統計でとれますでしょうか。

田路：こういった外部側からの借り入れがありさせんと，今の企業関係の統計か或いは投資

関係の統計を利用するほかないと,思いYfす。

森：法人企業統計調査でとれます。

原：素人っぽい質問ですが，銀行貸出しで運転資金と設備資金とに区別されておりますが，

この区別と数字は実態をきちんと反映していると考えてよろしいんでしょうか。

島村：これも先程森先生からいただいた様に，或いは実態と合わせた場合にどう左のかとと

もおそらくからんでくると思うんですが。

原：銀行貸出しは一般に運転資金が非常に多くて,設備資金がかなり少ないですが，これは

とくに以前の高度成長期などについてみるとき，実際を反映しているのかと疑問に思って

いたものですから。銀行からの報告再点検するなどということはできたいのですか。

島村：これはちょっとできないですね。これはもう信頼する以外あり雀せん。残高とか，そ

ういうもので，このデータの精度というのは私どもも，利用するにあたってこういうとこ

ろを注意して下さいと，お話しなければいけないと思うし，今，先生から言われた様な色

彩といいますか，運転資金を転がしながら，実は，資金の全体の動きからみれば，設備に
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組み入れられているとか，大きな資金の流れですので，利用するには注意しておかれない

といけたいと,思いきす。

原：今，お話いただいた都道府県別，業種別貸出が，これが産業資金のデータの基本にた

っているわけですか。

島村：そうです。業種別貸出残高を基に，今，先生か言われた様に産業資金の資金供給に使

ってい室す。

田路：今，お話にあります融資銀行の運転資金の区別は，要するに設備資金の場合は，必ず

長期の貸出しですから，結局，長期貸か短期賃かということの区別でありまして，別にそ

の通り使われているという区別ではないというふうに，お考えにたったら現実に合ってく

るのではないかと思い蚕す。

森：貸付ける時の書類に，③などを記入するところがあるんでしＪＥうか。

田路：設備資金ですと証書貸付け，或いは証書貸付け手形併用のどちらかです。短期の運転

資金は手形で３ヶ月なり６ヶ月なりで出てきますから，それによって区別している。寧ろ

形式的なものです。

原：割引きか手形貸しか証書貸しかの報告は，銀行できちんとなっていさすね。

田路：少なくとも設備資金で貸したものは，普通の健全な企業なら設備資金に使っていると

思うんですけれど，問題は，運転資金がどれだけ設備資金に流れているかということでな

いかと思います。

－３１－



第｜表全国銀行預金者別預金の推移

薗円，冊，Ａ印瓶

増減率が算出できないものは，かっこ内に前年同期の増減額を記載。以下同じ。

個人預金には，棡人名義事業用預金を含む。

総預金には，無記名預金を含む。また一般法人，個人，金融機関，政府・公金各預金には，その他預
金（非居住者}'１預金および外貨預金）を含tro

111i日本・高千紬相互銀行の合併・軒銀Ilii<換に伴い，1111和５９年1～６月（または６月末）以降の爵l教

は，５９年ｌ～３月（または３月末）以前とは連続しない（以下各計表同じ）。

fＩｊＬ

２．

３．

４．

－３２－

(単位億円，冊 Ａ印減）

総預金 一般法人

要求払 定期性

個人

要求払 定期性

期
中
増
減
額

59／I～３

4～６

７～９

10～1２

60／I～３

63.979

A1６，８９４

１０７．０９０

７，１８１

94,822

1５，６８３

Al0,524

7１００４２

Ａ７，３Ｍ

4６，３２７

３１，６８３

A3５．３９５

６１，０１８

1424,723

4８，２７３

５
６
６
１
７

肥
ね
伽
、
随

、
９
９
９
０

５
０
５
２
８

１
２

１

６
Ａ

２，１３６

25`305

12.955

320808

6,616
７
８
９
３
９

２
４
８
３
２

３
７
０
１
７

，
ウ
ニ
９
０
●
■

２
７
３
０
１

６

１
９
９

０
１
５

３
４
９
０
●
■

７
５

Ａ
１
１

１
５
９
４

３
７
０
６

２
４

２

５
９
７
２
２

７
８
０
８
６

３
５
３
８
２

０
●
一
▼
９
●

１
．
５
９
９
５

３
３
２

２

Ａ
Ａ

１
４
３
５
５

７
２
２
０
０

８
０
１
３
７

０
Ｄ
Ｃ
０
，

４
４
６
８
６

１
１

６
Ａ

同
前
年
比

59／l～３

4～６

７～９

l()～1２

60／1～３

Ａ２．２

(A10,551）

53.5

ム７().６

4８．２

Ａ５．４

（3,428）

87.4

(20,037）

3.0倍

９４．１

(Ａ１8,566）

２２倍

(A13.508）

52.4

(Ａ５２Ｏ）

7,3

Ａ８．４

Ａ５５．２

(A15,085）

２
８
４
３
倍

６
●
●
●
白
■
■
＆

７
５
３
４
．

’
５
４
２
３

Ａ

(ＡＬ９３４）

448

(Ａ６`３１２）

１０研音

６２５．７

（4,452）

６１．７

4．２

Ａｌ1.8

(Ａ301）

６１．２

(A35,317）

Ａｌ0.7

(Al3.032）

Ａ１9.5

１９

Ａ２３．１

(Ａ9,923）

(Ａ8.8641

1２．３

期
末
残
高

３
６
９
２
３

シ
レ

５
６

末
比
月
成
３
柵

Ｐ
氏
〉
（
叩
〉
－
■
、
く
〉
（
、
〉
ｎ
Ｕ

ｎ
Ｊ
△
呵
訂
（
屯
〉
１
几
ｍ
く
〉
◇

（
】
〉
〈
叩
Ｕ
■
■
Ⅱ
□
』
●
０
■
〈
Ⅲ
Ｕ

０
６
０
０
●
八
Ｍ
〉

呵
二
〔
、
）
Ｑ
Ｊ
〈
ｍ
ｕ
Ｒ
Ｊ
１
Ｌ

Ｉ
Ｌ
〈
ｕ
〕
（
、
Ｕ
１
Ⅱ
ｎ
Ｕ

（
血
Ｕ
（
ｕ
〉
■
１
▲
■
且
へ
シ
』
Ｊ
■
Ⅱ
ｑ

●
、
、
◆
●

２
１
２
２
２

8840853

874,328

9,15,370

9380056

98,1,383

（４４６）

416,110

380,715

’Ｍ1，７３４

４１７，０１０

465,283

（２１１）

432.963

453,689

458,695

`1７１．４１６

463,359

（２１０）

854.255

879,561

892,516

925,３２５

９３１，９４１

（４２３）

５
３
４

７
２
３

９
７
６

△
□
、
■

８
６
３

５
６
６

１
１
１

７
７
０

６
９
．

７
４
８

勺
９

３
５

７
７
１
１
－

694,063

711,483

727,443

749,83'１

７５４，５７９

（３４２）

170,316

134.726

164.033

１５`1．１５１

179,413

（8.1）

戸
、
ｑ
）
（
ｂ
ｎ
〉
（
ｂ

ワ
】
４
ニ
ワ
】
ワ
〕
ワ
』

【
Ｉ
【
Ｉ
【
ｂ
趣
〉
０

６
０
Ｐ
Ｐ
●

８
２
６
８
５

９
０
９
８
０

１
１

８
●

Ｉ

同
前
年
比

３
６
９
２
３

シ
レ

５
６

９
６
３
３
５

Ｃ
の
●
●
●

７
７
９
８
９

５
８
３
９
２

。
●
。
の
①

９
７
１
７
Ｉ

１
１

６
２
１
８
Ｉ

１
１

９
７
０
５
８

９
９
９
５
７

６
５
３
２
０

６
７
８
８
９

７
７
１
６
Ｉ

１
２
５
０
Ｉ

０１

５
９
１
９
４

８
８
８
８
８

０
８
７
０
７

０１
３
７
０
５

１
１

３
１
９
９
３

１

０

４

５

６

３
１
２
３
４



第２表全国銀行金額階層別預金残高 口数構成比（60年３月末）
金額 (単位晃、（）内は前年同期）

１
１
１
Ｊ
Ｊ
１
Ｊ
１
１
１
１
１

５
５
９
７
４
３
９
９
２
０
０
１
２
９
７
６
５
１
１
１
２
０
７
６

■
■

。
■

１
１
０
０
６
６
９
９
１
１
９
０
４
ヲ
０
０
う
う
０
０
０
０
２
４

１
１

２
３
４
１
１

２
２

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１
－
く
ｌ
Ｉ
Ｉ ［ｌ

単
』
Ｉ

数ユロ

尋
囮Ｆ田、■河一■■■

鬮瞬弓■回顧四Ｆ￣■刑Ｆ■■■団圃Ｆ、￣町団
鰯前年の一般法人預金には公金預金、金融機関預金を含む。

５０万円

未満

５０万円

以上

】００万F］

未満

100万円以上】､000万円未満

100河｡］

以上
３００万円

朱満

300万円
以上
500万円

末溝

５００万Ｆ］

以上
1.000ﾌﾗ円

朱満

1.Ｃｏｏ万円以上ｎ億円朱iUi

1,000河ｴ］

以上
3000万円
朱 満

3.Coo万Fｇ

以上
5.000万円
朱溝

00万円

以

Ｕ億
未

上
円
満

上以内億

！

円
上

億３
以

円
上
円
満

億
億

Ｉ
以
３
未

合計

総預金〔１００．０〕

庁

￣殻法人〔４４．６〕

個人〔４２.ヲ〕

求払預金〔フ4.1〕

一般法人〔２１．１〕

個人〔８．０〕

（ Hf::）
０．９

（0.7）

（ :::;）
9.9

（9.9）

1.２

（1.o）

〕９`０

（40.1）

1４．２

（１〕.，）

０－７

（ｏ､5）

２〕.;

（２〕.1）

０．１

（0.1）

０．２

（０．０）

２．７

（4.6）

８．５

（８．B）

１

（０

ｊ

０
Ｂ

（ l;:;）
４．９

（４．８）

１．０

（ｏ､,）
ﾕ８．２

（１B､1）

1２．０

（12.1）

1．１

（１．０）

1１．５

（１９．８）

０．０

（０.ﾕ）

０．０

（0.0）

ﾖ.1

（4.5）

15.1

４．７

〕2.Ｂ

７－４

〕.８

2ﾕ.ヲ

2ﾖ.，

6.2

ｦ5.5

０．２

０．１

1１．４

5.8

〕､２

1０．２

〕.１

2.,

6.4

8.2

４．２

1１．１

０．２

０．１

11.0

５．０

６．８

４．４

５．１

５．７

６．１

5.7

８．６

’.，

０．２

０.〕

1１．０

１

９
４
●
’
０

６
７

２
２！

１４

（１２

１

６
２

１

３
６
●
で

７
７
４
４Ｊ
１

15.６

（ユ5.4）

1１．９

（１０．２）

ﾖｮ

（粟

ｊ

Ｂ
９

３７

（〕７

ｊ

４
７

19.0
（１７．９）

５０.ラ

（５１．０）

０．５

（ｏ､5）

０．６

（0.2）

ﾂﾖ.４

（”.o）

1０．５

f7.9

４．６

12.5

1６．９

5.5

1０．７

2０．８

４．４

ocB

1.６

1８．６

４．０

７．４

０．９

４．９

６.Ｂ

1.〕

４．０

Ｂ△８

０．８

０．８

１．７

７．５

６．１

1１．５

０．８

８.ヲ

1１．５

１０１

5-4

1２．５

０．７

1.7

〕.;

，.〕

１

６
５
●
●

０
０

２
２１

〕5.8

（31.5）

ｊ

夢
０
▽
●

６
６！

２５.Ｂ

（２５.ｮ）

ｦ５，２

（豹.6）

７

（７

ｊ

８
７

2０

（２０

ｊ

１
０

4２．１

（４ｴ.O）

５．，

（5-5）

３．〕

（〕､1）

６△８

（2.,）

諺.５

（〕〕.,）

，､ヨ

1７．４

０．６

13.4

1８．２

０．９

7.ツ

1７．４

0.5

6.ヲ

1１．５

1１．０

2〕､０

2９．２

００２

〕０．５

ﾌ２．５

０．４

９．０

1９．７

０．１

８９．７

８０．，

1４．２

』

ず
７
●
●

２
１
う
３！

４６

（５４

６

8）

（：:;）
4〕.，

（44.6）

5０．７

（57.4）

１

（１

ｊ

’
２
２

1６

（ユ６

ｊ

う
４

〕７

（ぅ，

ｊ

１
５

０．６

（0.5）

９６

（９５

ｊ

１
３

,２．５

（，6.,〕

25.,

（26.7）

(183::）
100

(１０コ

ｊ

’
０
０

1Ｃ０．０

(100.0）

1００．０

(100.0）

1００．０

(Ｌ0..0）

】L００．０

(109.0）

l００．０

(１００．０）

１０コ.０

(ﾕCO､0）

1００．０

(１００．０）

１００．０

('０つ.o）

1００．０

(１００．０）

１０つ.０

(ﾕ００．０）

50万円

未満

５０万円

以上

，００万円

朱溝

100万円以上1000万円未満 2,000万円以上’億円未満

1,Coo万円
以上
3,000万円
末満

3.000扉］

以上
萬000万円
未溝

5,000万Fｌ
以上
１億円
朱．溝

上以円億

Ⅱ

円
上

億３
以

円
上
円
満

億
億

ｌ
以
３
朱

合計

総預金［１００．０〕

一般法人〔〕.９〕

個人〔，5.9〕

(:::;）
5５

（５５
４

1）

８７

（８６

１

８
５

６．５

（7.2）

８

（８

ｊ

１
０

６

（７
４

l）

5.4

１６.ユ

４．９

0.8

４．７

０．７

０．４

5.9

０．２

１

６
２
■
●

６
７Ｉ

2６

（２６

６

5）

５

（６
７

〕）

０．４

６．９

０．１

０．１

1．１

０．０

０．０

ユ.０

０．０

０．５

（0.5）

，

（，

０

4）

０

（０

１

1）

０．０

０．７

０．０

０．０

０．２

０．０

０．０

（０．０）
０

（1

１

９
０

０．０

（０．０）

10゜､０

(１０｡.o）
ﾕCＯ

(ﾕ0０
０

o）

1００．０

(１０つ.o）



第３表預金者別預金統計調査票

印和年月末 (甲瞳霊Ａｉガト'１

／／"

単
←

rＬ
ﾛ山

会頭

斫沿別

一口当り

p－ＩＯ

10万Ｆ１

束面
Ｏ】

10万円

以上！

50万円

▲田

０２

技金
柚

Fi金者

甲

'１

，

FUI

１帳‐１ Ｚ

預金（JL）

遇知借台

□ｄｈ

自尽～ ６Ｊ

合幽

５凸～７コ

別ＩＨ伯金
納税舶ＮＵ預金

ロ政

Iら～２前

｜金■

｡■～。。

差入

■人

1０

Zｎ
＋

輻己名 3０ 鰯鰯Zｌ 陽Z鰯鰯；鰯錫錫鰯 鰯'9;鰯Ｉ Zzii錫錫鰯鰯'鰯
肘

窒人

伍人

'-－
且i－－
－ｍｌｌ ２１１ ゴーーー

漏己名 30 i;鰯鰯9１霧溺Z9ilZ3鰯’鰯;Z鰯 i鰯;鰯錫！
肘

定狼住

逆期圃全
(撫岱貯金を含tJ1

L」Ｒｈ

３Ｄ－０」

－－￣￣

￣￣￣￣－－

帝全 (Ｂ）

垣期預金

￣金一i回一
⑤田
一

一十÷-し－
二二'---2菱zzZ露Zzz

１，Ｉ

合砿ロ散

4ｺ～５ｺ３日～５ｺ

￣－－

'12鰯鰯'’’22Zｚｉ
T寺一一一一マ

’’

その色預金(Ｃ）

非居住満F1於台

外貸栢合

ＬｌはＩ会曲

ｊｂ－ｚ。’２三－ｺ、

ZilZZZ;謬搦！

預舍合肘

(Ａ＋ＢＩＣ）

、数｜金甑
］ｑ～。。 ｄＨ～3コ

･Ｆ---

i-－－

ﾏー

－▲

○示仏佃金（Ａｌ

at

〒薇￣Ｆ蚕

－－￣一一十

砂

定期性頒舍（Ｂ）

I」厳

3↑

１，‘’

金額

－－上－４＿－－－－

｜’

鯵搦鰯鰯;;Z鰯鰯'；

「
１
１
岬
１
１
Ｆ
…
岬
１
１

円
上
円
■
円
上
巧
公

輔
汕
砺
朶
一
唖
以
岬
離

､､"ｌ

ｉｉ:ii卜；
銚
一

Ｉ
以

的

合
岱
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4表全国銀行預金者別預金定期預金等の内訳（60年３月末）

｜鰯逗琳

【
()内金額階層:|鯖
預金種別I9ii成比先

勅型期日

指定定期
立定期

据置貯金

垂

馬
，５，s"（９．，）

３か月もの

ＢＢ４７（22.日）２０】2弧４９．６）

刃,403（７．４）刃,403（７．４）］1640（７】）

４０４６（78.コ）２５].〕68（６７７） ７５３０ﾌ（６８５

】6,列0（9.2）？，弱（７５）

569（】.O）

２０２７（９.】）

６２〕１０６17421（３９）

⑪]頸I（１１６）

12,981（ヲＢ）

２５５２５（１１４）

〕,125（５３）

l2B22（11.7）２〕12（12.7）

〕174〕（9.5）

ざ
４４５６６（７５）

２８，５８Ｂ〕）

15,259（Ｂ６）

５７６】（９７）

］５，071（６７）

”,〕７６１５．７）

ロヱフユＢ２）

９８６（ｎ.4）

11209（２０．６）

］57（1.0）

ｌ
』
、
Ｉ

〕.071（1.4）

49.2〕6（Ｂ･〕）57.165（7.7）

５６日８１（１２７）

６５０６（10.4）

４，〕54（１４９）

４ﾖ2（２．０

411（７．０4,,722（１２９）

2.677（１．２）

〕,685（1-0）

１１〕､54〕（ｌ〕ｏ） 17.列2（，.B）

四,2列（２２〕）６６８６（22.日）

９２（０４）

164（２８）

２１（Ｃｌ）

国…ii::，〉 177172＜’４.
（ユ００

５８７，f,｡;訂’'７ぅ4(}888了 …`１１１器Zｒ Ⅲ，､'7ｮiioA訂
＜１３．１＞

５９２５０(100.0）

’'4.1,2纈::了 ，8,2.5い｡::8）
＜〕.O＞
（１００．０）

＜］ＯＤＰ
２２］６B5(100.0） no…柵:Bｉ …``舐。745118887 ’55,1別f,脇

合計
般定期預金

３か月もの ６か月もの ］年もの ２年もの

新型期日
指定定期

積立定期
据置貯金

300万円

未１首
－段法人

個人

620『３２ｦ（49.6）

”,401（7,4）

584,046（７８．，）

287,877（索.，）

31,640（７．１）

25〕･ﾖ68（67.7）

８，粥7（２２．８）

997（5.2）

7,892（４ﾖ.〕）

1４，８００（２ﾌ.6）

1,669（5.7）

12,67〕（56.7）

182,02〕（”､6）

2〕,080（6.8）

ﾕﾗ7,498（70.4）

62.105（４６.〕）

5,81〕（9.,）

75,”〕（68.5）

〕15,449（ｅ9.1）

‐（‐）

316#449（８９.］）

15,987（72.2）

1,760（”.O）

14,226（87.5）

人崔蓋

人値

円
上
円
満

万
万

０
０

０
０

３
以
５
末

一般法人

人

掴

円
上
円
満

万
万
０

０
０

０
０

．
動
以
１
未

102,650（8.2）

18,“5（４．０）

81,0ﾌ7（11.1）

70,195（５．6）

麺,認1（8.4）

29,274（フ.，）

62,〕OＢ（7.1）

17,421（3.9）

4）,露1（11.6）

68,4〕，（7.8）

〕7,鋼1（８.〕）

28,500（7.6）

?,，秀（7.5）

569（３．O）

2,ﾌ12（12.7）

3,74う（9.5）

1,〕62（7.1）

21287（12.5）

〕,816（6.1）

745（2.5）

2,662（11.，）

4,861（7.8）

1,859（6.4）

2,076（，.〕）

”,216（6.6）

12,981（ヲ.B）

25,525（lL4）

44,5“（7.5）

28,,58（ａ３）

１５`071（6.7）

１６.刑０（9.2）

3,125（５－，）

12,B22（11.7）

15,259（８．６）

5,76]（9.7）

9,065（８.う）

ｦ8,ﾗ11（10.6）

-（－）

鶉,〕11（10.8）

アヲ（0.1）

-（－）

アラ（0.1）

2,027（9.1）

62ｦ（10.6）

1,40〕（8.6）

1,,80（6.2）

978（16.7）

’99（2.5）

1000万円

以上
３０００万円

未満

－銭法人

個人

1う4,〕42（１０．７）

94,611（20.9）

う2,979（４．４）

1ﾂ2,,70（15.2）

，',401（２０．９）

ｼ2,821（8-8）

7,5”（１９．２）

3,7ﾗｱ（１９．５）

3,469（19.0）

10,698（17.0）

5,認〕（ ﾕ8.2）

2,986（１ｦ.4）

，〕,う76（15.7）

72,607（２１.〕）

17.ﾂ17（7.7）

2ﾕ`〕64（12.1）

11‘7認（19.6）

9,048（8-2）

-（－）

-（‐）

-（－）

1,う6８（6.2）

1,201（20.6）

157（1.0）

3,000万円
以上
5000万円

未満

一般笙人

個人

49,B57（４．０）

40,,78（8.9）

6.111（０.a）

41,452（5.7）

,9,996（8.9）

6,0BB（1.6）

2,605（6.6）

1,610（8.4）

B〕，（4.6）

4.405（7.0）

2,6ﾌa（9.0）

709（う.2）

弱,206（6.1）

ぅ1,258（9.2）

〕､071（1.4）

6.2うう（〕､5）

4,489（7.6）
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40,（１．B）
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22（0.1）
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満

万０
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００亙
以
ｌ
未

67,601（5.4）

57,29,（12.6）

5,276（0.7）

67,1“（7.7）

56,B81（12.7）

5,255（1.4）

3,446（Ｓ､B）

21442（12.7）

769（4.2）

6,506（１０．４）

4,弱4（14.,）

“1（ぅ.】）

49,2〕6（８.〕）

41.722（12.,）

2.677（1.2）

7.977（4-5）

6.妬1（10.7）
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-（－）

-（－）
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以
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未
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円
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i;１１
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9ど,997（7.4）

８０，ﾂ5８（17.7）

3,696（0.5）

92,643（10.6）

80,015（17.,）

〕,6８５（1.0）

4.う66（11.1）

,､469（ｌａｌ）

529（2.9）

8.584（１]､7）

60007（２０．５）

462（2.1）

69,152（11.6）

61.888（１８．２）

1,筋８（0.9）

10,5〕，（5.9）

8,650（14.6）

7〕4（0.7）

-（－）

-（－）

-（－）

］51（1.6）

〕42（５．８）

10（0.1）

３

以
億

里|焉亟三F
11ｦ0747（，』）

91,,19（２０.]）

1,l2B（0.2）

11〕､５４〕（１〕.o）

91,155（20.4）

1,104（０.〕）

5,674（14.5）

4,982（２６－０）

1認（0.7）

9.1〕2（14.5）

6,686（22.8）

92（0.4）

61,394（ﾕﾌ.7）

66,251（19.5）

564（０．３）

17,別2（９．８）

ﾕｦ,2別（２２.〕）

314（０．３）

-（－）

-（-）

-（－）

２０Ｘ0.9）

164（2.8）

2ぅ（0.1）

定期預金等の合計
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００．０）

ぅ弱・エB1
＜４７．５ン

(１００．０１

刑０，１５０１１
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(１
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（‐）

〕55.1鋼
＜４７．６＞

(1“.O）
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＜１．＞

(100.0）
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都道府県別業種別貸出残高調査表
瑠和年月末

第５表
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番号

1$l～1４

貸出残高

金額

２６へ‐３６

うち段ｎＵＲ金

３６～４５

■本金１，円(卸兜案30百万円‘′ＭＥ策。サービス藁10百万円）
以下または常用する従ﾖ１日が300人(卸ﾘﾋﾟ藁100人０小売藁．サー
ビス藁50人)以下のもの

金吸

２６～３１ｂ

うち段ＮＵ白金

３６～４５

食料品

取雑品

ⅡＩ

０２

木材．木殿品 ０３

パルプ５艇・紙加工品 0４

出版．印ＭＩＤ同関連廉纂 0５

化学工纂 OＨ

石柚暗ｉｔ OG

窯兵．土石勲品 10

鉄鋼

非畉金属 ２

金属製品 ３

一般機械器具 （

電気機械鱈風 ５

佑送用ＮＩＮＩ器具 ８

､Ｉ密．楓械澄具 ９

その他の頂遺業 2０

製造藁 2１

岳纂 2２

林典 羽

漁典。水産養殖藁 2４

は聾 2５

■股藁 2６

金RDD保険藁 釦

卸売 ３５

小リモ 3９

卸売藁。‘j、；Ｅ藁 4０

本⑩度藁 4１

迎帖、価藁 4６

■侭，ガス。熱供給。水､l草 ⑥

サービス藁 5６

地方公共団体 5９

旧人(住宅.;口ROWq税資金耳） 6０

海外円Ｈ１欧
国内店名裳現地缶

6１

合ｕ十 9０



第６表全国銀行業種別貸出の推移

位ほ円。ｓｏ△印顔
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卸・小売 迫股 不⑰産 サーピユ
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第３回（昭和６０年９月２６日）

<報告＞

今日は第３回目で，マネーサプライ統計についてお話しします。マネーの中味，指標と

いうことについて，私どもはＭ２＋ＣＤを中心に見ておりますが，現在，指標をとり雀く環

境が変わってきていますので，学界の方々からご意見を頂いて今後の参考にしたいと思っ

ており交す。

今日は初めに雀ず作成の過程，それから私共がルーチンワークの中で行っております－

通りの分析といったことをお話しして，共通の認識を固めていきたいと思います。過去２

回お話しいたしました金融統計の体系の中でもマネーサプライは現在非常に重視されてい

る統計で，いわば金融統計の核にたっているとお考え頂いていいと思います。実体経済(経

済成長，名目，実質，物価）とマネーとの関係について実証面を含めて理論的に考えるに

は少し時間的な制約もあり在すので，マネーと実体経済，物価といったマクロ変数の関係

についてはマネーの先行的関係を一応前提として話して参りたいと,思います。

蚕ず，第１表に各指標（Ｍ,，Ｍ２＋ＣＤおよびＭ３＋ＣＤ）の定義および通貨の範囲を示し

てありをす。基本的にマネーサプライというのは金融機関以外の経済主体すなわち，法人，

個人，地方公共団体の保有する通貨量です。中央政府および金融機関の保有する通貨とい

うのは，経済活動との関係上などから経済行動等の動機か異なるということでそれを除外

しているわけです。通貨量は保有主体サイドの統計と供給者である金融機関サイドの統計

とか考えられるわけですが，最初に申し上げたような通貨保有主体側からの係数の把握と

いうことが困難ですので，金融機関サイドのパランスンートに基づいて負債側から集計し

ておりをす。最も狭義のＭ１から現在発表しているＭ３まで，狭義から広義にわたる指標につ

いて発表しております。

Ｍ１は現金通貨と預金通貨が対象で，現金通貨は日本銀行券の発行高と（これは政府の勘

定にたりますけれども）補助貨の流通高の合計から対象金融機関保有分を控除する。また，

預金通貨の対象金融機関は，全国銀行，相互，信金，農林中金，商工中金であり，一般．

公金預金の要求払預金から取り立て未済の小切手・手形を控除したものです。預金には，

表面預金と実質預金のとらえ刀かありますか，小切手・手形を控除した実質預金を採用し

てい在す。また残高計数としては月末残の末残と，暦の日数で平均化した平均残高の平残

とかありをす。月末か休日に当たったりすると末残の計数は相当大きく変動しますので，

私どもは末残よりは平残を重視しています。

次に，Ｍ１という統計はＭ,に一般法人の保有する準通貨を加えたものです。Ｍ１の性格は

法人保有のマネーかやはり経済の動きと密接な関わりかあるということです。
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ＣＤについても一般法人の譲渡性預金（対象金融機関譲渡性預金のうち，＿般法人向け

に発行された分）を加えてＭ汁ＣＤを作成します］資料の制約などありましてＭ１と同じよ

うに末残統計になっております。

Ｍ２＋ＣＤは現金通貨，預金通貨，準通貨（一般預金，公金預金，相互銀行の掛金の計か

ら要求払預金を控除し，外貨預金，非居住者円預金を加算）および譲渡性預金を加えた範

囲です。こうして作成したＭ２＋ＣＤの平残統計を重視しています。

最後にＭ３＋ＣＤは，Ｍ２＋ＣＤに郵便局，農漁協，信用組合，労働金庫の預貯金，金銭信

託’貸付信託元本を加えたもので，対象金融機関か広がる形にたります。ただ，農漁協等

の計数か確報段階で判明するのはかなりの時間かかかり，確報計数は約半年位の期間を要

することから，速轍性という点でやや難があることになります。

国外の金融機関に領入れされた円預金，いわゆるユーロ円か最近関心を集めていますか，

これは対象に含めていません。ただ日本国内の金融機関に預入れされた外貨預金および非

居住者円預金は準通貨としてマネーサプライに含めていをす。

マネーサプライ統計の公表の開始は，Ｍ２＋ＣＤ（平残統計）が５６年１０月です。末残

についてはかたり以前から，４２年頃から公表していました。

こういう指標をどんな資料から計数化しているかといった点についてお話ししましょう。

Ｍ１の中の現金通貨については，日本銀行の発券局で銀行券の月中発行残高，平均残高につ

いて計数を作成していさす。同じように補助貨の流通高についても発券局がフォローして

いさす。以上の計数については翌月の中旬位までに入手できます。次に預金通貨や準通貨

については，控除すべき金融機関保有現金および小切手・手形も含めて，翌月の下旬位ま

でには判明します。こうした計数をもとに預金通貨，準通貨，さらに譲渡性預金と積み上

げ，Ｍ２＋ＣＤ統計を作成することができ，翌々月の上旬に公表しています。以上述べたよ

うな形で銀行内部の資料，金融機関の諸報告などをもとに翌々月の上旬に公表する作業が

一連のものです。

次に各種指標の性格ということについてお話ししましょう。私共ではＭ２＋ＣＤを中心に

みていると申しましたが，Ｍ２＋ＣＤに比べてＭ１やＭ１＋ＣＤというのは経済活動と密接なか

かわりのある通貨を対象にしているので，特に景気動向を左右することの多い企業活動と

の関係を見る上では，Ｍ１とかＭ１＋ＣＤといった指標でフォローするのが適しています。Ｍ３

＋ＣＤについては，確報が判明するまで約半年を要するという`点で制約がありますが，広

い範囲の金融資産を把握しているという点で優れています。いずれにしてもＭ２＋ＣＤのほ

か，より活動的な通貨を対象とするＭ１，Ｍ１＋ＣＤや広義のＭ３，Ｍ３＋ＣＤを総合的に見てい

くことか重要と考えてい玄す。
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資料が前後し在すが，第３表を御覧ください。マネーサプライの動きを分析する際に

信用面の対応というサイドからも常時フォローしています。その考えを説明するために，

Ｍ２＋ＣＤの対象金融機関の統合パランスンートを示してあります。負債サイドを見童すと，

現金通貨，銀行券，銀行保有現金（マネーサプライの上では控除項目）のほか預金通貨，

準通貨，ＣＤ，そして長信行の金融債であるとか，信託勘定，準備預金，日本銀行からの

借入れ，コールマネーによる外部資金の調達，金融機関預金等からたります。一方，資産

サイドは国内信用，対外資産などからなり，こういう資産サイドの動きか全体として対応

しているわけです。こういう信用面の動きか背後にあってマネーサプライか増減している

わけです。資産サイドと負債サイトの動きを同時に見ることによって，マネーサプライの

変動が信用面の動きとどう対応しているかということを見ることが重要になります。ただ，

データ面の制約があり賛して，計数としてはマネーサプライは平残でフォローしているわ

けですか，信用面の対応は末残計数でフォローしているという制約があることに注意して

ください。つまりマネーサプライの増減と信用面の対応は，Ｍ２＋ＣＤの増減額を資産サイ

ドでどれだけ説明できるかということをみるものです。対外資産，国内信用に分かれます

か，後者のうち財政部門向けの信用は，金融機関が国債を保有する，それから公社公団公

庫債を保有するという形をとります。それから地方公共団体向けの信用は，貸出しの増減，

地方債の保有増加です。さらに民間向け信用は，貸出し，事業債，株式といった動きにた

ります。その他金融債以下の動きがその他の勘定として整理されます。後ほど例をあげま

すけれども，民間の貸出しの増加が主体となったマネーサプライの増加という時期が記憶

に新しいわけですが,そういった場合には，民間向け信用の増加によるマネーサプライの

押し上げか，非常に大きな数字となって出てきます。それから一時期みられた財政部門の

国債の保有増加，これかいかに貨幣化されるか議論されたことがありましたか，そうした

場合についても，こういう統計の動きでマネーとのつながりを見ることができ，なかなか

有用な資産サイドからの分析が可能にたります。これも私どもでは「経済統計月報」に掲

載しているので，お目に触れる機会かあると思います。データのとり方について少し説明

しますと，対外資産というのは，国際収支表の金融勘定の資産負債ネットの残高を大蔵省

省令に基づく為替レートで円換算しています。財政部門向けの信用というのは，対象金融

機関の保有する国債，長短期国債の増減，公社，公団，公庫債の増減といった計数で作成

しています。基本的に主要な資料としては，対外資産に関しては大蔵省の国債収支統計で

すし，それ以外は金融機関のパランスシートで国債，貸出しをどの計数をフォローしてい

るわけです。

マネーサプライの最近の動向ということで若干説明し注す。６０頁にグラフと数字を

示しましたか’５０年以降，徐々に伸び率が低下していて，それが５８，５９，６０年と少し

上向きになってきているというのが特徴です。５８年度＝７．５９６，５９年度＝７．９筋のあと
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多少伸び率を高め，６０年４月に８．４（Ｍ２＋ＣＤ）という数字にたり，５月＝８．３，６月＝８．２，

７月＝８２と高雀b，８妬台の推移となっています。このように上昇している背景につい

ては，金融の自由化ということがかたり関連を持ち，市場連動型預金（ＭＭＣ）が６０年３

月一部業態からスタートして，４月全業態が取り扱い始めたほか，ＣＤの,｣､口化，短期化

の実施などにより，マネーサプライ対象の自由金利商品というのが伸びを高めている反面，

既成の定期預金といったものについては，伸び率は低くなってい蚕すが，前者が後者をカ

バーして全体では伸びが高まっているということが見てとれ在す。

こうした動きに関して，６０頁目にＭ２＋ＣＤの前年比増加率に対する寄与度が出ていをす。

これは先ほど，対象金融機関パランスンートの資産サイト･の動きで，信用面の対応という

説明をしさした。そちらから見た場合に，どういう項目でどの程度の寄与度を持っている

かということです。民間向け信用というのが伸びています。Ｍ２＋ＣＤの末残前年比が資料に実

線で示されていますが，民間向け信用か大きな影響を及ぼしていることがわかると思います。

民間向け信用は６０年７月で１０．３冊伸びていますが，うち貸出しの寄与度が９．８，Ｍ２＋ＣＤ全

体の前年比は，７月十8.3という伸び率です｡つまり民間向け信用が＋１０．３妬押し上げており，

そのうち貸出しが9.8冊押し上げている。こういう姿になり，貸出しによる寄与度(説明力）はか

なり大きいものがあると言えをす。最近の貸出しによる説明力が上がってきていることの

背景としては，金融緩和がかなり浸透しているという事情も挙げられると思い蚕す。次に

財政部門向けの信用というのを見ると，これはいくつかの山を持ちながら現在では比較的

落ち着いた推移だということがわかります。５０～５１年まで国債の大量発行を背景にか

なり急ピッチで上昇しましたが，５２年以降，国債の流動化が進み金融機関の市中売却か

増えました。この結果，マネーの伸び率を押し上げることは少なくなりました。第３の対

外資産の動きは，－番下に点線で示してあります。４９～５０年あたりに押し下げる動きか

あり童す。対外資産の場合，押し下げるというのは国際収支の赤字を反映したものです。

国際収支の赤字の時，日本から見れば対外資産が減少してマネーとしても押し下げる方向

に働きます。それが４９～５０年，そして５４年前後，第１，第２オイルショソク時代の調
マイナズ

整局面でこういう事態になり，最近時点では再び６０年３月力江昌ｉＬ３，４月が－１．２，７
マイナス

月力R－１．１と，マイナス要因，押し下げ要因として響いていをす。これは長期資本の流出

ということで，その面がマイナスとたって表われています。

マネーサプライの通常の伸び率とその裏にある信用面の対応を同時に眺めてきをしたが，

このほか図４にあるマーンャルのＫの推移もひとつの参考になります。このグラフは「調

査月報』から転載したものですか，マーンャルのＫの推移というのは，名目取引高を分母にして

貨幣供給量を分子とした比率です。名目取引高として名目ＧＮＰ，あるいは名目ＧＮＰ＋輸入の

名目総需要でとったり，より広い中間取引高というものを推計したから（これは主に鉱工業生産指
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数などを資料にしています）名目取引高を作成し，マーンャルのＫを作成することもあります。こ

のマーンャルのＫは何を見るかというと，マネーサプライの水準判断に関し有用です｡見方として

は，その分子とするＭ２＋ＣＤ(平残)が増えればマーシヤルのＫが高くなり在す。分母には名目取引

高か入っているので，名目取引高の増加に応じたマネーサプライの増加があれば，マーシャルの

Ｋは一定だということで，それを上回る名目取引高，すなわち経済活動を上回るマネーの

供給があれば，マーンャルのＫか上がっていくということになります。この数字が大きく

なればなるほど，金融の流動性の供与か多くて，先々のインフレ懸念か強まる，インフレ

ヘの赤信号がともるということにたり在す。ただ，このグラフを見ていただくと，５０年

代のトレンド，年率２４％というのが示されてい性す。日本の場合にはマーシャルのＫが

上方トレンドを持っているということで，この背景についてもいろいろ議論のある所です

が，日本の場合，個人の金融資産について蓄積か進んでいることの影響が挙げられます。

トレンドを上回ってたおマネーの供給量か増えているという場合は注意していかなければ

なりません。注意の赤信号か現実の動きとなるかは，その時々のインフレマインドの状態，

あるいは実体経済面での需給バランスなどによるわけです。そういったものを総合的に見

ていかなければならないのですが，マーンャルのＫの推移というのは貨弊サイト・から見た

－つの水準判断に関し有用であるといえます。５７～５８年にかけてはトレンド線を上回る

数字にたりました。最近，このトレンドに戻ってきてい蚕すか，景気回復を支援するだけ

の流動性は充分に供与されていると見てよいと思い玄す。

最後に図５に，マネーサプライと高利回り金融資産へのシフト状況というのを掲げ費

した。「調査月報』の５９年の資金循環という所の論文から提示したのですか，そこに示
〆ヘ

されているＭ２＋ＣＤがシフト部分で，その下に矢印力:あってＭ２＋ＣＤが示してあります。

実線で過去に３～４年逆のぼっていますけれども，これがマネーサプライ対象のＭ２＋ＣＤ

で，その下に自由金利商品部分と規制金利商品部分で寄与度が示されてい室す。自由金利

商品というのは，外貨預金，非居住者円預金，ＣＤおよびＭＭＣです。そして，それを除

いた要求払い預金等が規制金利商品で，その動きをみると，５６年以降，５９年Ｈｆでジリジ

リ下がってい雀す。Ｍ２＋ＣＤは５９年の場合，自由金利部分が増えて全体としてはやや伸

び率を高め（７．５～7.8位）てい議すが，シフト部分を加えると，傾向としては落ち着いて

いるとみることかできます。シフト部分の中味は，下に㈱かあり注すが，郵貯，信託，金

融債，現先，公社債投信（主に含む中期国債ファンド），国債，外債を加えたものです。

こういったものを加えると，シフト部分は１～２拓位の増加寄与度を持っていて，そうし

た高利回り金融資産の変動というのが大きくなっていをす。ことにきて急に大きくなった

訳ではありさせんか，これを抜きにしてマネーサプライや金融資産の動向を考えられたい

ことは，このグラフからもわかり左す。５９年の特徴というのは，同じ資料の下のグラフ
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でみた外債投資の動向です。外債投資部分が０５冊内外あるということで，マネーサプラ

イを0.5位押し上げる規模になっていることかわかります。この計算の仕方については，

下に油として書いてありますが，マネーサプライから高利回り金融資産への資金シフトは，

シフト対象金融資産残高の伸び率のうち，マネーサプライにシフト対象金融資産を加えた

金融資産全体の伸び率を上回る伸びの部分として試算したものです。Ｍ２＋ＣＤが７．８％とか

８冊前後伸びたとすると，８妬伸びたのを上回る高金利金融資産の伸び率,例えば１５冊伸び

たとすると，７筋に相当する金額を分子におき，分母にＭ２＋ＣＤの平均残高をおくと，そ

れでどの程度の増加寄与度（押し上げる力）があるかを計算するということになります。

以上お話ししてきた最後の所は，マネーサプライ対象には何を含めたらいいのかという

議論とも大変近接したものです。マネーかニアマネーかといった議論をする場合には，ま

ず理論的な意味付けを整理することか必要ですが，これはなかなか複雑かと思います。二

番目は実証分析の点で，物価とか所得との関連性か確認できるかどうかということ。三番

目は日本銀行のコントロール可能性，すなわち，コントローラピリティといったものも念

頭におく必要がありましょう。四番目は，これは統計面からの要素ですが，迅速に正確な

データが入手できるかということ，そういった点も重要なファクターだと考えてい黄す。

そういう意味での見直しとか検討とかは常に行っております。

日本のマネーサプライ統計は以上のような内容から成っておりますか，これに対してア

メリカなどではどういう形でマネーサプライ統計を行っているかということを少し見て締

めくくりたいと思います。

アメリカの場合，日本のように金融機関でＭ２とかＭ３とか分けていません。小口，大口，

あるいは短期，長期に分けて統計を作成している点で異なっていますか，とにかく従来の

Ｍ１だけではなく，Ｍ２やＭ３も全体的，総合的にみる姿勢とたっています。Ｍ１が短期的にフ

レを示すようになってきたというような自由化の過程の中で，Ｍ１，Ｍ２，Ｍ３など総合的に

見て判断していく姿勢になっているといえましょう。

以上で話を終わらせていただき，ご関心のある個所のご質問を受けることにしたいと思

います。
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<討論〉

田路：対外資産の円換算について，特殊な為替レートをお使いですか。

島村：省令レートを利用します。

田路：固定レートですね。実際に為替レートは絶えず変動しています。しかし常時換算レー

トを変えても，どれほどの意義があるか，疑問なしとしさせん。換算方法についてどんな

方法が適当かという点について，何か客観的な規準がほしいことも確かで，この点につい

て工夫かできたらしてください。それから財政部門向け信用というのは大部分，国債，公

社債ですが，ここで財政部門向けというのは最終債務者が財政部門であるということです。

しかし，金融機関か企業からその保有する国債を買った場合には，信用供与先は民間であ

って，政府ではありません。要するに金融機関の保有債券か増加した場合，債券の最終債

務者別のほか，信用供与先別の内訳を知りたいのです。なかなか難しく無理だと思うか，

検討材料にしてください。

もう１つは，財政部門向け信用と絡んで，日銀のＴＢ引き受け枠の拡大に伴って，この

引受額を発表できるか否か，検討の価値があると思いをす。

島村：ＴＢに関しては，日本銀行も市場規模拡大に全力を注いでいますか，なかなか思うよ

うにいきません。

田路：日銀が完全にＴＢのオペがやれるようにたれば，その計数の発表も自然に行われるよ

うになると,思いますが。

島村：基本的には金融機関から毎月，月次のかたり詳細な報告か上がってきますので，それ

で大体，計数の上ではカバーできます。

林：ＴＢの問題ですけれど，現先からＣＤですね。従来，コールレートを運営目標として

金融政策の要にすえてきていましたが，短期金融市場への公開化・自由化で難しくなって

きたと思います。通貨コントロールの短期金融市場を通じる有効性かうすらいできたと思

います。そこでＴＢ市場を育成しなければならないというので，部分的に市中売却を積極

化しようと努力されてきていることは非常に必要なことだと思う。その面でもむしろＴＢ

残高の公開に踏み切った方が保護・育成にとっていいのではないか。統計的側面からの促

進になるのではないかと,思います。

島村：最近の短期金融市場の拡充や内外金利の一体化などから，従来のよう云形でインター

パンクの限られたマーケットで，日本銀行が金融政策の運営を行う状態とは大分様相が変

わってきているのが実情です。ただ枠組として，日本銀行がベースマネーをコントロール

する立場にある事は不変であり，最終的な日銀のもっているコントローラピリティという

のは変わり蚕せん。
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季節変動調整についても関心は深いと思い戎すか，私共のセクションの中の統計企画(現

統計総括）係が季節調獲の問題を扱っています。

喜多：マネーサプライの範囲の問題で，金融の本に６種類あるというふうに出ていたんです

が，６種類というとＭ３というとり方にたるんですか。

島村：そうですね。

林：マーンャルのＫの所で，さず定義なんですが，名目取引高＝名目総需要十中間取引高

とありますか，名目総需要はどうやって計算されるのですか。

島村：名目総需要はＧＮＰに輸入を加えたものです。

林：名目ＧＮＰに輸入を加えるんですか？

島村：はい〔，

林：名目ＧＮＰの定義は，個人消費支出＋民間設備投資＋政府支出十純輸出ですが，それ

にまた輸入を加えてしまうということは，結局，輸入分だけＧＮＰをオーバーということ

ですね。輸入を加えることの根拠は何ですか。

田路：輸入をさっぴかないということです。国民経済から考えて輸出の差額分だけ国内で補

充したり出したりしているわけですか，国内の業者から見れば，輸出の分はトータルとし

て需要になっているわけです。ただ反面，今度は輸入も別個にあるという考え方だと思い

ます。

林：純輸出という概念を使わないで，輸出そのものを加えるわけですね。

田路：そうです。というのは輸出入それぞれの決済の時に資金が動いているわけです。

林：輸入だけをとってしまうということですね。

田路：純輸入じゃなくて，トータルの輸出も入れて，要するに最終需要を全部とるというこ

とです。

林：我均が通常マーンャルのＫを計算する場合，いきたり名目ＧＮＰを分母とするのです。

そうすると，マーシヤルのＫについてはＭ２＋ＣＤの８割方いくんですが，この場合，中間

取引高とか入っているので４２冊～５２冊位ですか。それで見た時に，５０年代に入ってか

らマーンヤルのＫの低下が若干みられるということで，鈴木淑夫さんなんかは－時，通貨

節約が進んでいるという事を言われてい宣した。これはＭ１でみてもＭ２でみても，特に

Ｍ２でみた方かマーンヤルのＫのデータか相対的に大きいという事で,通貨節約という事に

なります。その裏側というのは，特に定期性預金から自由金利商品への資金シフトかおこ

って，Ｍ２の重要な構成部分である預金通貨の伸びがあって相対的に下がっているという事

で説明できるんだというような事を主張されていた時があったのです。しかし，これを見

ると５５年を転期にマーンャルのＫはむしろドーンと急､角度で上がっていますね。必ずし

も金融自由化，あるいは金融革新の進行過程での中長期的な特徴ではなくて，むしろそれ
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は景気循環の下降局面における循環的な特徴にすぎなかったのではないか，という考え方

もできると思います。このマーンャルのＫの定義で見ると，通貨節約が進んだのは５３，

５４年だけですよね。

島村：通貨節約というのをマーンャルのＫでみるわけですか｡

林：ええ。取引きに対して現金ないし預金通貨をどれだけ持つか，それが少なければ少な

いほど同じ取引きをするのに通貨節約か進んだというふうに考えるわけです。マーシャル

のＫの定義もあると思いますが，最近のマーンャルのＫを調べてないから，はっきりした

事は言えないのですが，少なくともこの定義でみると，金融自由化あるいは金融革新が進

行した結果，中長期的に通貨節約か進んだとは言えないと,思うのですが･

田路：Ｍ１に関してはＫの質は確実におちていると思うんです。ただＭ,の場合は貯蓄部分を含

み，しかも貯蓄部分は年々累積していきます。従って，Ｋの値は趨勢的に上昇して行くこ

ととなります。Ｍ２についてのＫの値かおちていると仮定すると，その趨勢線に比べておち

ているという事ではないかと思います。

林：たるほど５１年以前のデータもとってきて趨勢線を引くんですね。

田路：そうです。Ｍ１の流通速度は確実に下がっているんじゃないでしょうか］普通だしてい

る流通速度は所得速度で，取引速度ではないので，ＬＩ銀の算式は甚だラフだけれど，取引

速度に近づけようという努力をしている訳です。ただ，中間取引需要の疋確な把握は不可

能といえます。例えば，ＩＣ表上の取引は事業場相互間の取引で企業間の取引ではない『丁

生産指数の動向も取引とは直接的な関係はないし，輸入を)IⅡlえただけでは明らか忙過,I、と

いえる｢，いずれにしても，現実とばか友り離れた数字に過ぎないと思われます。

林：名目ＧＮＰを分母とした場合に比べて，マーンャルのＫか随分違う。大体汀半分ぐら

い，もっとから『，ということは，分母か倍脹らんでいるということですか，

田路：そうです｡しかも脹らみ方は現実に比べ少ないんじゃないかと危'具される訳です⑰

島村：金融取引きが全然入っていないことは，ひとつ問題と考えられます,、

林：もうひとつはＣＤが入ってい蚕すよね。Ｍ２だけをとったら，もう少しトレンドは緩や

かになる。

田路：そうでしょうね。

林：ＣＤは自由金利商品ですから，通貨節約の動向を見る場合は，むしろこれはとった方

がいい。

田路：これはマネーサプライの定義如何だと思います。例えば，定期頑金は通貨かどうか，

かなり問題だと思います。Ｍ１は確実に通貨ですけど，あとは迪貨的性格を持った金融資産

の域を出ないんじゃないかと私は思います。

林：準通貨という定義でずっと日銀はきています。歳近は総合口座などみると，９０妬ま

4７



で最高限度額１００万までは自動的に当座賃越できる。これは完全な通貨でして，通貨と

して注目しています。

田路：一般的にオーバードラフトは，現実に借越しか行われたくても，限度雀では潜在的に

通貨供給の可能性がある訳です。

林：ええ。限度額１００万ですから，その限度額においては通貨とみなせる訳です。

田路：それから罰則金利を払えば定期預金がいくらでも現金化できます。だから，どこら辺

までを通貨というか，難しい問題です。

林：通貨の機能自体か流動的ですから……。

田路：図４ですが，名目取引高の説明なんかは，もう少しその時に丁寧にやった方かいいで

すね。仮定しているところなどを明確に説明する必要があります。

島村：そうですね。

田路：こういう仮定においては逆に，こういう欠点もあるという事を挙げるべきじゃないか

と思います。

島村：そうした必要性はあるでしょうね。

田路：先程，季節変動の話もでたのですか，１年たてば数字がガクンと変わるし，２年後も

変わります。それに対して何の説明もないんです。そこら辺もなにか，「統計月報」でも

「調査月報」でもちょっと書くとかしてほしいですね。

島村：そうですね。他に企画庁とかではどういう形でやっているか，わかりませんが，調べ

てみたいと思います。

田路：もうひとつ，ＯＥＣＤでも国連でもセンサス局法を使っているんで，すっかり国際化

しちゃったんですが，センサス局法で加重移動平均をくり返すって方法を採っているのが

適当かどうか，疑問だと,思うのです。変えろという訳じゃないのですが，絶えず疑問の目

でみて，検討する余地は多分にあると思います。

野下：マーンャルのＫの使用の目的が，インフレなどの判断のためマネーサプライの水準を

評価するためということでしたね。

島村：はい。

野下：法入取引きに応じて，それとの関連でマネーサプライの変動を見るための指標だと。

島村：はい。

野下：インフレ淘汰を目的にすると，金融取引き内部の変動がどういうふうに一般流通へイ

ンパクトするのかが大きな問題ですが，あえて金融取引きを入れないというのは，どうい

う理由からですか。

島村：金融取引きをドロップすることについて,正当化することは難しい。それをどういう形で

入れていいか，よくわからをいために入れてないという事であろうかと思います。マーンャルのＫ
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はうかたり限界があるものでして，名目ＧＮＰの設定，トレント・のとり方，時代区分とか,それに

応じてかなりふれます。大きな問題を持っているのは事実ですが，私共，マネーを考えて

いく上では，マネーの対象は何か（Ｗｈａｔｉｓｍｏｎｅｙ？）というのと，マネーのコントロー

ラピリティーと，それから適性水準とは何か，どの範囲なのか，数量的にはどうなのか，

そういう相当大きなその中の適性水準にからむもの，それについてどういうふうに何をも

のさしにしているのかというと，いさのところはマーンャルのＫを出してくるという事だ

と,思い雀す。

田路：ここでマーンャルのＫという言葉を使っていいのかどうかですね。マーンャルのＫは

必ずＹですよね｡ところがこれは，むしろどっちかといえばフィッンャーの交換方程式に

近いものに作り変えられている。名称の問題もあると思います。そうかと言って，フィソ

ンャーだと言い切るだけの自信もこれではないですね。

森：マネーサプライから見て経済の特徴を切れるような指標は他にはないのでしょうか。

田路：マネーサプライの名目ＧＮＰに対する先行性はクラブでよく示されているのではない

でしェうか。

島村：最近時点のように７．５か７．８にたり，８．３になるとき，将来のどの程度のインフレと

対応するか，必ずしも明らかではありをせん。

森：資料の図１のＭ１の平残がこれだけ変動しており，また，Ｍ２＋ＣＤってかたり滑らか

になっています。これはやっぱり定期性預金が安定しているということを意味するのでし

ょうか。

島村：右側の頁の中程に，最近月の残高か単位兆円で出ていますか，Ｍ２＋ＣＤは大体いま

３００兆ぐらい，ＣＤが１０兆，準通貨２００兆，Ｍ１は８０兆位です。やはり準通貨の方か

ボリュームが大きいですし，安定しているためにこういう姿にたってい蚕す。

原：政府の保有通貨についてですか，それか日銀の政府当座預金という形で存在していて，

これか日銀の政府に対する通貨供給と結びつき，またこの政府当座預金の動きが民間のマ

ネーサプライの動きと結びつくということで，政府の通貨保有もマネーサプライの一環で

あり，経済活動と密接な関係かあると考えているのですか…… ◎

島村：特に政府の当座預金だからというよりは，むしろ政府の保有通貨量と経済活動との関

係という事で，通常政府の持っている政府預金はギリギリの所におとされてい室すから，

変動と経済活動というのに，民間の保有通貨というのと－本線を画しています。法・個人

か持っている通貨の変動と政府の保有通貨と経済活動というのに相当意味あいか違うから，

政府預金については対象外にしているとお考えいただいて結構だと思い在す。

原：たるほど。それでは政府の通貨保有はどういう形で存在しているんですか。日銀の政

府当座預金だけになるのですか。中央政府保有通貨というのは統計的にどういう項目で存

在しているのですか。
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島村：政府当座預金と預託している部分もあります。

原：預託というのは，一般の民間金融機関にでずか。

島村：はい。大蔵の預託金というのがあり雀す。

原：例えば，資金循環勘定を見ますと，日銀の政府当座預金の項にかたり大きな金額が記

されていますか，それと比べて一般民間金融機関への預託金はどの位の額なのですか。

島村：金額はちょっと明らかにできません。

原：そうしますと，これを除くということは，政府保有通貨たるものの機能や性格か民間

のマネーサプライと違うのだということですか。

島村：そうです。

原：経済活動に対する関係からは，それを除くのはどうか左，という気が素人考えではす

るのですか。

島村：例えば公共事業とか，歳出規模の増減とかは，経済活動と密接な関わりがあると思い

ますか，そういった点と政府預金との歳出規模というそこの関係がそう強くない。歳出規

模の拡大に比例する形で政府預金の残高かあるかというと，そうではないというふうにお

考えいただいていいと,思います。必要最小限までＬ|銀に対する政府預金というのは非常に

圧縮されているので，歳出規模か大きくなったからと言って，どうという事はないと考え

ています。

森：このマネーサプライという指標の目的には，景気の観測材料と中央銀行が金融政策を

とる時のコントロール指標というのが同居している感じかします。前者だとすれば，景気

というのが特定の指標を持ってきて，それとの反応か強いものを選んで，それをＣＤを含

んだ所で切ってそれ以外を除くことになります。後者の目的との関連でいうと，日銀が中

央銀行として金融政策をとる上で，直接的に関与できる指標に限定することにたりそうで

すが，その点はどうなのですか。

島村：日本銀行か発行主体になっている通貨の統計は，今いわれた前者であろうと思います。

マネーサプライという形の上で出てきたものは，景気とか経済変動と実証的にも理論的に

も関係の深い計数は何だろうかという尺度か非常に強く入って，そのために先程出たよう

な政府預金とか，金融機関か保有している通貨（現金）とか，金融機関相互のインターパ

ンク預金とかも除いている訳です。

田路：私もよくわからないですよ。極端な言い方をしますとね。マネーサプライは通貨統計

なのかという点には，大いに疑問があります。要するに決済に使うのは，これは確実に通

貨です。このような通貨にすぐ転換できるものも準通貨という形で通貨に入れてしまうと，

かたり際限なく広がってしまう可能性かある。金融機関というのは日銀か何らかの意味に

おいてコントローラピリティがあるというふうに考えると，主要金融機関の負債全部に対
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して日銀は何らかの影響を及ぼす事ができる。おまけにその負債全部というのは，景気と

かたり対応性が強い。それを見ていて，事態が必ずしも好注し〈ないという事にたり，日

銀か準備金市場で何らかの対応行動を採れば，金融機関の全ての債務はある程度脹れたり

縮んだりする。要するに，１つは所得との対応性，１つは日銀のコントローラピリティ，

そこら辺の適当な妥協の産物であるというふうに私は見てい注す。

先程の原先生のご質問に対して，私はこういうふうに解釈しています。財政支出という

のは議会の協賛を得て決められてしまうので，その範囲内に関しては中央政府は支出する

権限がある。ところが一方においてそれは日銀信用に依存している。例え赤字が出ても国

債は市中から公募しなければいけないという枠もはめられている訳ですが，支出の時期と

資金調達をする国債の借り入れの時期とが必ずしも一致する必要はない訳なんです。年度

を通じると一致しなければならないか，途中では一致することを義務づけられてはいない。

その分は日銀のＴＢ引き受けという格好で，日銀は適宜面倒をみる。従って，普通ＴＢと

政府預金，これは両建ての関係にたる。従ってぐんと税収か入って政府預金が脹らんで，

差し当たって支出の予定がない場合はすぐＴＢを買い入れる。これが足りたくて少しの残

高しかない場合，例えば公務員給与の支払いかある時，日銀は不足分をＴＢ引受けで貸出

すということになる。この政府預金残高をおさえ萱しても，これは別に政府の流動性をお

さえることにはたらない。これが１つの大きな訳です。もう１つは，法人企業，個人企業，

家計などは各々独自の活動はしているけれども政策の対象である。もともと政府は日銀と

一体になって金融政策を行う立場にあるものですから，これは全然別格である｡その２つ

の,点か大きいと,思いますか，どうですか。

島村：そうですね。もう１つ確かにＴＢというルートがありますので，そういう解釈もより

広い理解にたると思います□

原：これに関連しまして，ハイパワードマネーについても政府関係は全部除かれています

ね。その理由も今おっしゃったようなど説明からなんでしょうか。

田路：ハイパワート・マネーは政府預金かほとんどで，それから政府の出先きで一部，小口の

現金を持っているでしょう。

島村：国庫を通じては計数として持ってい資す。

田路：それを落していますか。

島村：落しています。金融機関から報告されるので，政府勘定というのは全部一括してドロ

ップしてい雀す。

田路：いや，各出先きが少しずつ現金を持っているでしょう。′j､｢]払いのために。例えばそ

の辺の職業紹介所などでも小口に現金を持っているでしょう。

島村：預金じゃなくて，現金で。
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田路：それを落してますかね。

島村：そこまでは出来たいですね。

田路：そういった小口を除くと政府預金にたるので，それは入れないという指導をしている

のではないかと思います。

林：マネーサプライの定義の問題ですが，歴史的にはやはり古典派の時代から取引き需要

か重視されたという事で，決済性のある金融資産，現金，あるいはそれに変わるような預

金通貨が一番重要な貨弊と考えられ，マネーサプライ統計もそれに沿って作られたと思う

のです。特に戦後の金融資産の蓄積の事情を背景として見ると，近似貨幣,準通貨も貨幣

に含めて考えたいと，金融政策のコントローラピリティ，運用の有効性もう雀くいかたい

というので，マネーの程度に応じてＭ１Ｍ２Ｍ３，あるいはアメリカではＭ１２位ありますか。

これはもう時代の変化に応じて変えざるを得ないと思うのですけれども，特に今,金融自

由化，革新の進行を迎えてアメリカ同様，日本でも日銀は大変な立場にあると思い注す。

ＣＤはＭ２の中に入れるようになりましたけれど,例えば中国ファンドはどうされるのです

か。大和証券と京都信金が提携して中国ファンドに対して部分的な決済性を与えた。完全

ではありませんけれども，３０万位ですか。信金の方の預金残高か１０万を割る毎に中国

ファンドから１０万振り替えるという制限かついていますけど。これが他の金融機関にも

認められたら中国ファンドはＣＤよりもはるかにマネーですね。それをＭ２～ＣＤと同様に

扱わないのかという問題が出てくると思うのですが。これを入れないで果していいのか｡

あるいはＣＤに対抗するものとなると証券会社では現先きですよね。その扱いをどうする

のか。更にこれから新しい新金融商品が続々と出てきますよね。そういう現実の目まぐる

しい変化にどう対応していかれるのか，基本方針を伺いたい。

島村：本当に考えれば考える程，大変だと,思っています。そういう事で常に頭を悩ませてい

るというのが実状です。中国ファンドの決済性，新型の金銭信託だとか，海外にあるユー

ロ円はどうするのかとか，いろいろあって常に検討か必要です。公表する訳にはいかない

のですか，データの分析，内部的な検討など含めて，いろいろ指標をみているというふう

にお考えください。そうしながら感じていることは，１つは例えば中国ファンドを加えて

計数を作ってみて，実証分析とかインフレ率とか，そういった事とフィットさせてみても，

それほど説明力か高くなるということには，現在の所はなっていたいと思います。もう1

つ，金融統計の命でもある迅速に正確な統計か得られるかどうかにも問題があり，今はＭ２

＋ＣＤについては金融機関を通じてしっかりしたネットワークがとられています。それが

他の商品についても得られるかどうかを考えなければなりません。理念的には含めるべき

だという事と，統計セクションとして含めてデータ作成するという事とは－段階違う点が

あるという事を感じています。先生方から見れば歯がゆいでしょうけれども，しっかりし
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た統計を迅速に出せるというのも金融統計の大事な所ですので，私共かそう言わないとそ

の辺がブラックボックスにたってしまうかもしれないので，お話ししておきたいと,思いま

す。

田路：今の話ですか，古い例として当座貸越しの問題があります。日本やアメリカは都合の

よい事に当座貸越しがきわめて少ない。ところがイギリスは当座貸越しかものすごく多い。

従ってマネーサプライをおさえるのは簡単な事じゃないという面があったんだろうと思い

ます。決済通貨が潤沢にある場合は，どんなに借入限度の枠かあって､使わないんです。

それが窮屈になってくるとワシと使い出す。だから手持ちの預金残高だけ集めておいても

不充分だし，また当座貸超の限度額を抑えても，現実に使われるか否かは金融情勢如何に

よるという不安定性があるという点で，イギリスなどは大きな問題をかかえていたと,思い

ます。また日銀が政策面でやりよかったと思うのは，貯蓄の大部分は銀行に流れこんでく

るし，それを全部マネーサプライという形でおさえられた。ところが日本でも金融自由化

が進んでいろんな問題が出てくると，先程のマネーサプライと景気との対応性というもの

も怪しくなってくる可能性がある。今後，そういう研究は絶えずやっていただかなければ

なら左いと感じます。

島村：そうですね。当座貸越しについては，設定した枠と利用率とか，今，具体的に田路先

生からありましたが，我々がそれをつかまえようとすると枠・使用率・平残化など膨大な

統計上の処理が必要で，それだけのデータかとれるかどうか……。

田路：どれだけとる価値があるかという事もある。

原：ＭＭＣは定期性預金としての準通貨に入るんですか。

島村：そうです。３，４月の発足当初から準通貨に入っています。今，市場規模が３兆円位

にたっていますから，３００兆の中の３兆円で１冊位のシェアを持っているという事です。

原：これは感想ですが，毎年５，６月頃に日銀の「調査月報』に掲載される各年度の「金

融財政の動向」を読ませていただいておりますが，その中で，これ蚕ではマネーサプライ

の分析にかなりのウェイトがおかれてきたのが，昨年頃からそれが軽い扱いに変わり，さ

らに，マネーサプライの物価や景気変動との結びつきよりも，むしろ，マネーサプライに

対する各種金利の変動や新金融商品の出現，経済活動の状況などの影響が指摘されるよう

になっている……こういう印象を受けてい蚕す。もう１つは，マネーサプライが金融政策

運営の中間目標として重視されてきておりますが，その重視のされ方も最近は形式的にた

って，金利の重視という形でいくのか左という感じを受けています。さらにもう１つは，

マネーの動きの中に景気変動や経済活動の拡大・縮小の結果としての動きか随分入ってき

ているというご説明でしたが，そうしますと５０年代初めに積極的に取り上げられたＭ２

＋ＣＤの先行性という３０～４０年代を対象とする分析から導き出された位置付け，あの重

視の姿勢を，日銀では最近少し弱めているのではないかと，『調査月報』を読んでそんな
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印象を受けているのですが．．…･・

島村：基本的には変っていないわけですけれども，アメリカのような，週次のデータを出し

ながら，しかもＦＲＢウォッチャーみたいな，金利に非常にはねるとか，あのようなあり

方に進むということは考えてい在せん。データに月次から週次というふうにマネーサプラ

面に押し出しながらのマネーサプライ政策は考えていないといえましょう。イを前
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マネーサプライ統計の作成方法

Ｌ各指標の定義

「マネーサプライ」は、民間非金融部門すなわち金融機関以

外の法人、個人および地方公共団体の保有する通貨量であり(中

央政府および金融機関の保有する通貨は含まれたい）、これを

供給者側からみれば中央銀行および民間金融機関の負債である。

マネーサプライ指標は、通貨の種類およびこれを供給する金融

機関の範囲によって狭義のＭから最広義のＭ３に至る各種の指標

に分類される。現在、日本銀行か作成している指標は次表のと

おりで、このうち、物価や実体経済との関係およびコントロー

ラピリテイ等からみてわれわれか最も重視しているのはＭ２＋ＣＤ

である。

なお、国外の金融機関に預入された円預金いわゆるユーロ円

はマネーサプライに含めていたいが、日本国内の金融機関に預

入された外貨預金および非居住者円預金は準通貨としてマネー

サプライに含めている。
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第１表
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指標 通貨の範囲 対象金j:』聯関

Ⅱ

Ｍ１

M;十ＣＤ

Ｍ２＋ＣＤ

月末残高

平均残高

月末残高

月末残高

月末残高

平均残高

現金通貨＋預金通貨

現金通貨……銀行券発行高、補助賃流通

高から対象金融機関保有分を控

除したもの。

預金通貨……対象金融機関の一般、公金

預金中の要求払預金から'１，切手

手形を控除したもの。

M1＋一般法人準通貨

準通貨……M2+CDの項の準通貨のうち

一般法人保有分。

M;＋一般法人譲渡住預金

一般法人譲渡|生預金……対象金融機関護

渡性預金のうち一般法人設定分

(発行時区分）。

M1＋準通貨＋譲渡･住預金

準通貨……対象金融機関の一般預金、公

金預金、相互銀行掛金の計から

要求払預金を控除したもの。外

貨預金、非居住者円預金を含tjb

譲渡性預金……対象金融磯関譲渡性預金

のうち一般法人、個人、公金設

定分･

日本銀行

全国銀行

(銀行勘定）

相互銀行

信用金庫

農林中金

商工中金

Ｍ１＋ＣＤ 月末残高

M1十ＣＤ十郵便局、農協、漁協、信用組合、

労働金庫の預貯金（譲渡性預貯金を含tf）

および金銭信託・貸付信託元本（金融機

関からの預貯金、信託および'1､切手手形

を控除）

上記のほか

郵便局

農協

漁脇

信用組合

労働金庫

全国銀行

(信託甚伽宝）
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第２表
(前年比妬）
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㈱末残指標の四半期計数は期中月末残高平均の前年比。

（p)速報値
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Ｐ

㈱四半期計数は期中月末残高平均の前年比。
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第３表Ｍ２＋ＣＤ対象金融機関の統合バランスシート

Ｍ２＋ＣＤ対象金融扱朋の統合
バランス・シート

（マネタリーサーペイ）
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図３Ｍ２＋ＣＤ前年比増加率に対する寄与度（末残ベース）
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図４マーシヤルのＫの推移
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マネーサプライと高利回り金融資産へのシフ

（Ｍ｣＋ＣＤ平残前年比に対する寄与度）
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図６昭和50年代におけるマネーサプライ・コントロールのメカニズム
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図７ディピジア・マネーサプライ指標について

(1)各種マネーサプライ指標の

前年比伸び率対比
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第４表短期金融商品の残高推移
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第６表各国におけるマネーサプライ指標の公表方法について

1．公表指標および公表時期

、

2．目標値の設定の仕方

－６６－

米国 英国 西ト・イソ フランス 日本

週次
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Ｍ１（平残）
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月曜日までの計
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に公表

月次
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Ｍ１（平残）

Ｍ２（〃）

Ｍ３（”）

Ｌ（〃）

翌月１５日前後

の木曜日

Ｍｏ（末．平残）
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Ｍ２（”）

Ｍ３（〃）
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Ｍ２（〃）
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Ｍ２（”）

Ｍ３（”）

３か月後の

月央頃
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米国 英国 西ドイツ フフンス
日本
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目標作成指標 Ｍ１，Ｍ２，Ｍ３ Ｍ0,ポンド建てＭ３ 中央銀行通貨量 Ｍ３ Ｍ２＋ＣＤ

公表内容

当該年第４四半

期の平残前年比

を設定

当該年度の前年

比を設定

当該年第４四半

期の前年比を設

定

当該年第４四半

期の前年比を設

定

毎四半期の平残

前年比見１１Aしを

公表

公表時期
当該年の２月

(リパイン洞７月）
当該年の３月 前年の１２月 前年の１１月 各四半期の初月

(参考）
公表開始時期
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第４回（昭和６０年１０月２６日）

<報告〉

今日はマネーフローの説明を行います。前回の最後にマネーサプライのコントロールに

ついて話をはしょっており蚕したので，今日の資料の最後に簡単なグラフを用意しました、

マネーサプライ・コントロールのメカニズムという観点からみてください。前回，マネーサプ

ライ重視の政策がやや後退気味ではないかというご質問かありましたが，そのスタンスは

決して変っていません。むしろ金利目,']化の中ではマネーサプライ．コントロールのメカ

ニズムが充分に働くことを強く期待してい蚕す．５０年代に入り日銀は過大なマネーサプ

ライかインフレをもたらす事を懸念して，安定に努める姿勢を強く打ち出したことはご承

知の通りです。蚤た,マネーサプライの見通しについて’四､卜期の初月の２５日前後に発

表し在す。例えば８筋代の推移が見込まれるという事ですが，量的な緩和は潤沢に見込ま

れるということで，これも１つの大切な判断材料だと思います□そういう事にもマネーサ

プライ指標は役立っているという１打で，ご理解いただけたらと,思います“そこに掲げてあ

るメカニズムというのは，窓口指導という系列とインターパンク市場金利メカニズムとい

うルートで，後者の方にウェイトかかかってきているわけです。例えば昨旧，今日とインター

パンクレートは上昇していて債券市場へも影響が出ています。そういった)$もインター,ミン

クの市場金利というのが，オープンマーケット，債券利'Fi1りにも影響するという，つの実

例にもとれ雀す。そういうルートを通じてかたり息の長いメカニズムではありますが，通

貨需要’経済活動全般に影響をおよぼして，究械的にはマネーサプライのメカニズムの減

少につをかっていきます．そういう大きなマネーサプライ・コントロールのメカニズムの

中て，マネーサプライ指標というのは判断材料として重要な位:置を占めているとお考えく

ださい。オープンマーケット，オープン市場金利というのが上の方にあり産すけれども，

その関連でＴＢ市場の拡充に力を入れているのはご承知の通りです。

では，今日の本題のマネーフローの話をしたいと思い室す。マネーフローを資金循環統

計というのは，金融統計関係についてご関心のある方はご存じだと思いますに！ただ，説明

書のよう左ものはそう多くはありさせんので，これを機会に基礎的な点からお話して，そ

のあと５９年の資金マネーフローの動きをお話したいと思います。

わが国で作成しているマネーフロー統計の概要といった,点は第１頁の所にあります,」前

回さて見てきた通貨の分析，マネーサプライ分析の延長上にある資金需袈面の動き，部門

別にみた動き，金融部門，政府，法人企業といった民間総済主体，さらに，海外部門とい

企

った点もとらえて総合的に分析するというのが基本的なスタンスです．基本的には四半期

－６７－



の統計ですか，その動きなどを見るにはもう少し長いタームで年間の特徴点をとらえるの

に力点をおいて，大きな流れにして部門別の動きとか，金融市場の動きとかをつかんでい

ます。

まず概要ですか，わが国の資金循環勘定は調査統計局により昭和２９年以降作成公表さ

れていて，今までに約３０年を経過しています。金融取引表（フロー統計として取引きの

増減をフォローするもの）とストックの金融資産負債残高表の２種類から成り立っていま

す｡まず金融取引表ですが，これは６部門，金融，中央政府，公社公圃，地方公共団体，

法人企業，個人，海外に分割されます。ただこの海外というのは，わが国の対外取引きを

海外の立場から記録する部門になっていることに注意してください。これらの部門相互間

における四半期，歴年，年度の資金の流れを預金,貸出し，有価証券など取引き形態別に取

引き噸目を設けて記録したものという事になります。これが金融取引表ですが，金融資産

負債残高表というストックテーブルがあり，海外部門を除く国内５部門について一定時点

における資産負債残高を記録したものです。何故，海外の残高かないのかという事につい

て質問をうけますし，課題という点でもとりあげなければいけないと思いますか，残念な

がら国際収支統計の上から出る残高というのがあり，それと我々の作成するマネーフ,」－

とは相当のギャップかあります。我々は四半期統計から作っていかなければならないので

すか，国際収支統計での資産負債残高というのは年間１本しかなくて整合性をつけること

が難しい訳です『,そういう事情などから海外部門については現行では残高を設けており蚕

せん。

その次に資金循環勘定と新ＳＮＡの関係についてみると，これも非常に密接な関係にあ

り汀金融取引表は新ＳＮＡにおける資金調達勘定の金融取引部門に該当し，金融資滝負債

残高表は部門別の期末貸借対照表に該当します。国民経済計算の一環に資金循環勘定，あ

るいは資金調達勘定といったものが位置しているということです。資金循環勘定の資金過

不足は，新ＳＮＡから得られる各部門の非金融取引の収支尻（投資と貯蓄の差額に土地の

純購入および資本移転を加減したもの）に一致する。したがって金融取引表における資金

過不足の動きによって各部門の実物ｍにおける経済活動をある程度とらえることができる。

ただ，資金循環勘定の資金過不足と新ＳＮＡにおける実物取引尻との間には，記録方式の

相違や統計上の不突合があるため，若干の誤差か生じる。そういう本来的左面と現実的な

面とかあります。

次に作成の方法ですが，基本的には残高表から作っていきさす。民間金融機関，資金運

用部，政府金融機関などの貸借対照表を集計，分類することによって，計数を算定する。

次にこれらの計数を取引きの相手先別，以前にご説明しましたか，預金に関しては預金者

別預金統計により法人，個人，地方公共団体別の計数を四半期でとらえられるので，そう

いった所から計数を作成します。貸出しについては貸出先別の統計，有価証券関係（国債，
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民間債など）については，発行，ゾバ化，分布に関する諸統計を利用して計数を作ります。

国債については特に澄録国債の保有者別の統計を算定根拠にし，公社債については公社債

引受協会から消化状況についての統計が出ているので，それを資料に部門別に計数を作り

上げていき主す。株式については，株式分布状況調査が東京証券取引所から年間１本の

統計か発表されるので，それをもとにしています。かなり広範な発行消化分布の諸統計

がパックにあって，各部門の計数を算出するということです。次に金融取引表は原則と

して，当該期末と前期末との金融資産負債残高表の差額，つまり純増減額として算出さ

れています。それから多少技術的ですか，金融部門はいくつかの内訳部門から構成されて

いますが，金融部門の他部門との取引関係を明らかにするために，預金，貸出金などの項

目では金融部門内取引の統合（相殺）を行っています。マネーフローをご覧になると仕組

みの所によく統合という言葉か出てきますが，そういうことで理解してください。

第２表にはマネーフローの部門構成の説明があります。大きく６部門，金融，中央政府，

公社公団および地方公共団体，法人企業，個人，海外の６部門に分け，金融の所は，さら

に日本銀行，民間金融，公的金融の３つに分けています。内訳小部門としては，民間金融

が銀行等，信託，保険，証券会社，その他，と保険や証券を含めたもので，公的金融は郵

便・簡保・年金，資金運用部，政府金融機関から成っています。さらに部門の範朋という

点では，そこに示したようになってい食す。話か脇道にそれますか，６０年４月に専売公

社，電信電話公社か民営化され，法人企業の方に入ることになり，目下，部門移管の作業

を進めている所です。１０～１１月に４～６月のデータをまとめていますので，４月の民営

化の影響を受けるということです。

第３表には参考までに，資金循環勘定と資本調達勘定との部門分割の対比を示しました。

国民緩済計算と完全に終合する部門分割にはなっていないという事をご理解いただけると

,思います。

第４表には取引項目分類とその内容を掲げてあります。日銀預け金以下，ご覧のような

分け方で，部門別と取引項目という事でマトリックスにしますと，第５表の基本的金融取

引表かできてきます。これだけの取引きが部門主体別に並ぶという鍋で，マネーフローの

統計としてのスケールの大きさがおわかりにたると,思います。項目ごとの説明は省きます

か，基本的なフレーム・ワークというのは，こういうマトリックスからできていぎす。

第６，７表には５９年度に関する金融取引表と金融資産負債残高表を掲げてあります。

さらにマネーフローの関係をご理解いただく上で参考にたる一連の資料を３枚作ってきま

した．その中に金融取引表（仮設例）というのがあります､先程示したような大きなマト

リックスのエッセンスを仮設例として掲げて，マネーフローでどういう事を見ようとして

いるのか，実物取引と金融取引の関係をどう説明しようとしているのか，ご理解いただき

たいと思います□上の実物取引の投資と貯蓄欄には，実物取；Ｉ向での公共～海外資で各部
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門の投資と貯蓄差額を(S)謬竺i)ということで示しています。この仮設例では公共部門は，７

兆円の投資超過。５０年代は公共部門の投資超過の状況です。民間では法人が５兆円の投

資超過。個人は’９兆円の貯蓄超過。海外は一応これはバランスしています（現在は海外

部門の不均衡が問題にたっている訳ですが）。この実物取引の数字が金融取引の該当欄に

下りてきて，どういうふうにファイナンスされるか，また資金面の運用と調達面という事

でどういう動きになり，最終的にバランスするかという事を見る訳です。

仮設例の雀ず法人ですか，民間金融機関から１３兆円借り入れ，有価証券の発行，２兆円で

トータル１５兆円の資金を調達し，資金不足の５兆円を賄った上で，残りを定期性預金・ＣＤ，

有価証券，さらに企業間信用の２兆円で運用してバランスしてい雀す。公共部門は投資超

過１７兆円で，これに見合う公債証券の発行が１７兆円。それ以外は資産としての増加と

調達面７兆円という事でネットアウトされているという事です。これも－つの仮設例です

ので，そういう内容としてご理解いただければ結構です。個人部門は資金余剰主体です。

との仮設例では１９兆円，これを資金源として現預金，要求払預金，定期性預金・ＣＤな

どで運用している。金融部門については仲介機能だということで，定期性預金，要求払預

金，現金通貨，その他の調達手段をもとに有価証券１４兆円，貸出金３２兆円というよう

な運用にまわしてバランスしています。海外部門は資金余剰となっていて，その部分か有

価証券その他でバランスしています。簡単には各均の部門の資金過不足の状態，それをフ

ァイナンスする動き，資産の運用・調達といった形で金融取引の動きを記録している訳で

す。この金融取引の欄が先程示した金融取引表に当たっていると考えれば，実物取引との

関係や金融取引表の上でどういう事か記録されているかが，およそど理解いただけると思

い注す。

金融取引表と金融資産負債残高表をもとに大きなマトリックスを作ったあとで，分析

を試みるための応用表を作り，それから|ノリ半期ごとの特徴，年間の特徴をみる訳です。

それを行っている流れ図として示したのか，資金循環勘定応用表と金融取引表等との相互

関連という資料です。各部門ごとの資金過不足の動きを集めたものが第１表。２表から６

表までは，資金調達とか運用面の動きを集めたもの。第７表は金融市場の動きで，証券，

外資市場玄でフォローしています。さらに第８，第９表では金融機関部門での資金調達．

運用の動き，最後に第１３表で海外部門との関係をみています。このような分析に適した

応用表を適宜作成し，経済統計月報などに主要なものを示しています。

５９年の年間の動きをお話したいと思います。第８，９表の資料をみてください。蚕ず資

金過不足の点から説明しますと，各部門ごとに対ＧＮＰ比率で不足か余剰かを示してあり

ます。以前は単に絶対額で示してい室したか，それよりは名目ＧＮＰ比率で除したもので

スケールをみる方がベターと考えられます。計数をふきすと，マネーフローの変化がひと

通りわかります。法人企業部門は４０年代後半まで資金不足のトップ部門でしたが，その
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座を公共部門に譲って，５８，５９年と落ち着いた動きです。５８年の１０．３兆円から５９年

の６．２兆円へと資金不足1幅は縮小をみてい室す。公共部門は５０年代に入って相当規模の

資金不足が続いていますか，５８年の１９兆円から若干頭打ちで５９年の１７兆円台にたっ

ています。一方，コンスタントに資金余剰として続いているのが個人部門で，５８年の２９

兆円，５９年の２８兆円弱と，ほぼ横ばいの数字です｡金融部門は５８年の５兆円の余剰で，５９

年もそれに次ぐボリュームですが，それよりも注目されるのは海外部門の資金不足幅の拡

大です。資金が海外に流れているという意味での資金不足が５８～５９年と１．６倍，８．４兆

円雀でのぼってきたというのが際立った点です。煎じつめると，法人部門が景気の好調な

動きの中で資金不足を縮小したことと，海外部門の大幅な資金不足拡大か注目されます。

蚕ず法人部門の資金不足縮小に関して考えてみますと，通常なら景気拡大期には投資拡大

でファイナンスの必要な規模か脹らむという意味で通念的には資金不足の拡大につながる

時期ですが，それか縮小につながったという点では，輸出拡大を中心とする売り上げの増

加か相当に内部留保としての蓄積につながったとみてい：tす。それからこの間のベアも比

較的落ち着き気味でしたし，金融自由化のもとで金融収支の改善といったこともみられ室

した。こういったことが複合的に法人企業の資金不足縮小という動きになったとみていま

す。また一方，海外部門の資金不足拡大という点は，国内の取引きを外から見たというこ

とになりますか，既往鮫大の経常収支の黒字が背景にあることは言うまでもありません。

しかし何故，大'隅黒字がおきたのかという点は，相当に議論かわかれる所だと思います。

私共では，国内の投資不足に求めるべきではなくて，むしろ米国景気の急速なlIjl復が背景

にあるとみています。すなわち，米の高金利維持で資本流出か続き，それによって為替か

ドル高基調を続けた結果，わが国の輸出競争力の面でも有利に働き，輸出の調整メカニズ

ムが働かないままに経常収支の黒字か続いたという形で理解すべきものだとみています。

ただマネーフローの上で海外部門の大幅な資金不足か続いているというのは大きな特徴で

あり，そういった点はマネーフローの上から時系列を追う事によって際立たせることがで

きるという意味で，マネーフローの分析の重要性を見のがしてはならないと思います。

資料として右側に国内経済部門の資金調達，金融資産運用という数字を示して配布しま

した。この二つと密接なかかわりをもつものとして，法人企業部門の資金調達，金融資産

運用，内外証券市場を通ずる資金調達といった表も用意しました。先程，応用表を利用し

て資金調達と運用の動向を分析できるとお話し注した。これでみていただくと，５９年法

人企業は資金不足を縮小しましたが，調達は５８年の２２兆円から５９年に２４．５兆円と前年比

１０冊強の増加になっています。その他は，個人，公共ともに国内の資金調達を減らしました。

運用面では法人か著しい伸びを示し，１６．６兆円で前年比３４妬強。{lilil人は前年比２２冊で

ほぼ横ばい，公共は調達を減じ落ち着いた動きになっています。法人企業が調達・運用両

サイト・でかなりの伸びにたったのが大きな特徴だと思います□中でも特に目立っているの
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が有価証券の中の外債，事業債の伸びで，内外市場での転換社債の伸びも大きく，活発な

調達が行われました。運用面で目立つのは対外信用の６．２兆円，とりわけ対外証券投資の

3.6兆円で，両者はそれぞれ前年比２．１倍と２．３倍で，かなりの著伸です。外債の運用の

ほか，株式やＴＢなど短期の自由金利商品の購入拡大が５９年は進んだことかわかります。

このように法人企業の資金調達，運用が５９年は金融自由化の中で相当活発に展開された

ことか，計数の上からも見てとれる訳です。

続いて９３頁に，海外部門との資金の流れに関してグラフと計数で示してあります。５８

年の５兆円から５９年は８．４兆円戎で海外部門の資金不足か拡がったのを対応する部門，

形態にみることができます。部門別にみると，法人企業部門の寄与度が高く，８４兆円の

うち５．２兆円を占め，残りか金融部門とその他です。形態別では対外証券投資が６兆円で

過半を占め，長期借款か若干伸び，直接投資は増加していますか，テンポはそれほど速ま

っているわけでもあり蚕せん。外債を中心とした対外証券投資か大宗を占めているのか，

日本の海外部門の資金不足の大きな特徴になってい宣す。

次に金融市場の上で５９年というのはどういうふうに位置づけられるかを示したのが，

広義金融市場における資金供給構造の変化というグラフと表です。これは証券市場を通じ

る供給と，金融機関を通じる資金供給という事で直接金融と間接金融に大きく分かれます。

間接金融の中には貸出しを通じるものと金融機関の保有有価証券という２つのルートがあ

り費す。表でみると間接金融の構成比は５８年の８１．１から５９年は８７．５に上昇していま

すが，そのうち貸出しが６１．１から５９．３でなだらかな低下傾向です。増加したのは金融機

関か保有した有価証券で，これが金融機関を通ずる資金供給を押し上げた格好にたってい

ます。この動きについては，１つの解釈としては，証券市場で対外証券投資の活発化，国

内債への需要が減ったために貸出しの伸び悩んだ金融機関が運用面の対応として有価証券

投資を活発化したというふうにみることができると思います。全体としては公社債市場の

自由化が進んで，法人企業による証券市場からの資金調達が拡大し，金融機関の貸出しか

らの供給調達は低下し，有価証券を通じた供給のウェイトは上昇しているという長期的な

傾向というのは，５９年も引き続きみられていると解釈しています。５９年の動きをマネ

ーフロー統計を利用して分析すると以上のようなものにたります。

最後に，マネーフロー統計のもっている課題といったことをお話して終わりたいと思い

ます。金融環境が大きく変化している中て，マネーフロー統計もそれにどう対応していく

かが大きな課題と言えます。私どもで当面，すぐアクションをとれるかどうかは難しい所

ですが，金融自由化および証券化の流れの中でマネーフロー統計かどう取り込んでいく

かというのが大切な課題です。一つは有価証券の評価方法をどうするか，時価ベースか，

簿価ベースかと言った観点からの問題です。証券化か進む中で，その評価方法をめぐる問

題は軽視すべきではないと考えています。それから取引きの種類の中で，ビック，ワイド，
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中国ファンドなど金融商品が項目の中に上がっていたいことに気付かれたと思います。そ

れらの取り扱いなどを含め，金融商品の多様化の中でマネーフロー取引項目をどう選択し

ていくかも，課題の１つです。それから自由化，証券化の他に，金融の国際化にどう対応

していくかも重要な課題です。その意味で，先程いいましたが，海外部門の残高か欠けて

いる点も問題で，その構築は重要な課題だと思います。また，応用分析の上でも，外資市

場，海外との関係を現在以上にきめ細かくとらえる手立てを考えていかなければならない

と思っています。
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<肘論＞

森：最初にマネーフロー表に関する全体的なことを伺い，それから応用表の検討に進んで

いきたいと思います。第５表の表側の項目で，Ａ～Ｚまで順番に並んでい空すが，並び方

に何か意味かあるのでしょうか。

島村：最初に現金，預金が挙がっていることから解るように流動性をひとつの基準に並べて

い蚕す。

森：８０頁に書かれている有価証券の発行，消化，分布に関するという所で，分布という

のは所在の状態という意味ですか。

島村：部門別に統計を作成する上で，有価証券に関しては広汎な資料か必要です。全体の残

高をとらえる上で発行と償還をフォローする必要かあり玄すが，消化，分布は部門に配分

するための情報です。

田路：応用表と金融取引等の相互関連の表で，金融部門の番号か１０００で,公共部門が2000

と３０００に分かれているのは（これはコードナンパーでしょうか）何か必要があってしたん

だろうと思うのですが，何によるものでしょうか。

島村：これはコード番号で，各均，各項目毎，部門毎にコード番号をつけて加工計算してい

るので，いわば番地を示しています。

森：例えば，公社公団と公共団体を分けているんじゃないでしょうか。

島村：そうです。

田路：法人部門の資金調達で対外証券投資がありますか。それは金融取引表のどこに表示さ

れているのですか。

島村：対外証券投資は，「その他の対外債券・債務」（第５表の下から３段目）の所で，法人

企業保有の外国証券に含蚕れています。対外証券投資はだいぶ活発になっています。従っ

て，「その他」というには，大きい訳なんですね。

田路：をだ蚕だ譲渡性預金がのびそうですね。

島村：そうですね。今年の前半位まではのびて童して，７～８月を過ぎてから少しテンポか

鈍ってきて，６０年１０月に発足した大口預金の創設でかなりそちらにシフトしたという感

じです。

坂田：統計の作成の所ですか，残高の増減から取引表が作られるという事ですから，作成順

序としては残高表の方か先きてすね。第７表の金融資産負債残高表の中央政府あたりまでの

数字は，それらの機関の貸借対照表の数字か大体そのまま用いられ，残りの公社，法人，

個人の資産負債については，金融機関の貸出先とか，そういうもので数字を埋める作業を

するのですか。

島村：預金，貸出しは，法人，個人別に預金残高，貸出しの計数を作成するということです。
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坂田：金融機関同士の貸借対照表からとってくるということですか。

島村：パランスンートも資料のひとつですが，取引項目（預金，貸出，有価証券，国債）毎

に，各部門の分布状況について個別に計数を作成していくということです。

田路：法人企業統計はどの程度利用していますか。

島村：企業間信用などに利用しています。それを除くと法人企業統計はサンプルか固定され

ていたいので，あまり`情報源としては使っていません。

森：むしろ，貸し手である銀行側の資料を使っているということですか。

島村：そうですね。

田路：それに有価証券は評価が原則として額面になっているので，保有者の評価と必ずしも

一致したいわけです。

森：金融取引表と資産負債残高表ですか，国際収支表や国民所得統計などでは必ずどこか

に統計的不突合があります。ここでは縦が合うのは資金過不足というので，そｉれそれ資産

と負債が合うのはわかりますか，－番下の合計と右の欄の合計が必ず合うのは何故ですか。

島村：そのために調整項目が入っています。

森：右に足し合わせていったものが１，４７４，８３７で，それに合うような形で，「その他」

の調整項目を操作するんでしょうか。

大谷：作成する時に１つの数字を必ず資産と負債と両方に項目記入していけば,，最終的に合

うんじゃないですか。パラパラにいろんなものを作っていくのではなくて，貸借対照表を

集計分類するというやり方で，最初から資産と負債は一致しているわけですから。

田路：その通りじゃないかと,思います。はっきりはしないけれど。国民所得統計の場合は,《Ⅵ

借り方なら借り方を推定し，貸し方は貸し方を推定するので，どうしてもギャップを生じ

ます。結局これは違う方向で攻めているので，ギャップが生じる訳です。ところが，これ

はもともと１つの資料を，しかも左右対称のものを分けて使っているのでプギャップがあ

るとすれば損益勘定などがある訳です。だから大きなものはでてこない訳です。ただ，こ

こで誤差かないということは，必ずしも正確ということではないと思いますが。

大谷：８０頁の４の所で「まず各民間金融機関，資金運用部，政府金融機関などの貸借対照

表を集計，分類することによって金融資産負債残高表の金融部門の計数を算定する」とあ

りますが，この段階で対外取引きについては全部度外視して処理するんですか。それとい

うのは，その後で「国際収支表から海外部門および各部門の対外取引項目についての諸計

数を求める」と書いてあるので，金融取引表の海外部門は，金融資産負債残,高表の２つの

時点での残高表から計算するのではなくて，ほかからとったのを組み込むというやり方で

すね。組み込むという事は，それ以前の段階の時は海外取引きは全部はずしてやるという

事でしょうか。

島村：そうですね。
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田路：私の古い時代の経験では，その頃は海外取引きは大したことなかったので，日本の金

融統計は金融機関か外国でやっている業務を全部切り離しているから，細かい内訳かある

ものは国内分に限られてし萱っていたのです。従って，対外取引きの計数は国際収支統計

から借りてくるというようにしていさした。最近では随分対外取引きか増えていますから，

基本的には変わらないにしても手は加えてあると思います。

喜多：細かい事ですか，第２表で，例えば（４９／１～３）というのは，「の（注）を)tLると

その期から計数の算入を行っていることを示すとありますが，４９年１月～３月以降のも

のか入っているという事ですか。

島村：そうです。

喜多：それから，農協とか漁協とかが内訳小部門の農林水産金融機関に入っていますか，そ

の他の所にも農水産業協同組合貯金保険機構というのが入っています。これはどういう訳

ですか。もう１つ，保険の所なのですが，全国共済農協連と都道府県別の共済が入ってま

すね。作物共済はないですか。

田路：私もよくわからないのですが，今の共済関係は保険だというｵﾘでここに入れて，その

他というのは通常の保険に分類できないのを入れることとしているのではないでしょうか。

預金保険は普通の保険とは同一視できないので，その他に入れざるを得なかったのではな

いかと思うわけです。

森：ilij金保険というのは，取り付けかあった時のための保険ですね,，

田路：そうです。物的な保険とはちょっと違う訳です。

森：銀行のための保険ですね。

喜多：共済は作物の災害の時に払われるんです。

田路：だから，普通の災害保険に類するものと解釈したんじゃないでしょうか。

喜多：共済は建物の火災とか，作物の災害などがここに入っています。生命もやっていれば

ここに入りますね。

森：同じ保険会社でも目的別というか，使い道かいろいろありますね。そこの資金量を一

括して一本に入れるのか，保険の目的に合わせて別々にするのでしょうか。そこまで詳し

く調べられるのでしょうか。

島村：主たる事業内容という事で区分せざるを得ないということですね。

森：内訳小部門というのがありますか，応用表でもこれ以上細かくは表章しないのでしょ

うか。応用表によってはこの'｣､部門がさらに細かく分割されることもありますか。

島村：残高表や取引表では都市銀行までブレークダウンして資金や負債を出しています。そ

れに対し応用表は全国銀行とか限られたものまでしかおりていませんね。

大谷：資金循環勘定は２９年以降，作成されているという事ですが，２９年から現在までの間

に(ＩＪＩか大きな手直しがあったでしょうか。それとも基本的には同じなのでしょうか。

と

。
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田路：古い所では，公的金融か政府部門に，証券会社が法人企業に入っていたのです。少な

くとも出発当初はそうだったのです。その後，遡及訂正をやってい注せんか。

島村：５３年９月新ＳＮＡが採用されたのに伴って相当かわりました。応用表の第１クループとい

うのは，各部門の金融取引き全体に占める位置を概括的に見るためのもので，具体的には各部

門の資金過不足を時系列でとらえます。実体経済面における各部門の貯蓄と投資との差額に

対応する資金過不足を見ることによって，各部門の金融取引き全体に占める位置を概括的に

見ることかできます。第２グループというのは，資金調達運用の動向を見るもので，法人，

公共，個人等，各部門の資金調達・運用の動きを記録したものです。第３グループは，第

２クループで示した非金融部門の資金の調達・運用の動向を広義の金融市場という場にお

ける資金の流れとして把握しようとするものです。先程の非金融ものが現われてくる金融

市場という場で把握しようとするものです。そして第４クループは，それまでに属さない

もの。アドホックというか，いろいろ分析に供されるために作られているのが，このクル

ープです。

森：資料８頁の右上は，第３表，第２表の集計項目だけを一覧表にしたものですね。

田路：８頁の上の国内経済部門の資金調達というのが応用表の第５表，下のか第６表を簡略

にしたものですね。

島村：そうです。あと，海外部門との資金の流れというのが第１３表，金融市場のルート別

資金供給状況というのが広義金融市場からの資金供給を加工したものですね。

森：結局，１つ１つがバラバラだと様子がわからないので，一覧表を掲示しておいて，応

用表はそのどこにあるのかを確認するわけですね。そういう意味では，数字が埋っていた

くても，概念図だけでもいいわけですね。

坂田：８頁に資金過不足表かありをすね。油に季節調整済みとありますが，応用表に対して

の四半期の受入れ先というか，それは大体，ウェイト１：２：１というのが主流ですか。

田路：大事な所だから，後できちんとした解答をお願いするとして，結局，この資金過不足

の推移を図示する場合，原計数ではきっと乱降下か甚しいのだと思いをす。あまり動向は

はっきりわからないので，季節変動を調整し，加重移動平均をとって動向を見易くしたと

いうことではないでしょうか。下の金額表には年間ですから季節調整なしで，何もしなく

ても見易いですね。

森：先程，今後の課題という事を言われたけれども，資金循環勘定応用表と金融取引表等

との相互関連という一枚の表をみても，海外部門の所は空白がかなり大きいように思いま

す。例えば，法人企業部門と海外勘定との接点などは今後，益々重要になってくると思う

のですが，近い将来，一枚の表としてとらえる計画は動いていますか。

島村：これについては，データの整備かなかなか思うように進んでいないということで，早
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急､に，法人企業と海外部門との流れなどを具体的に示せる状態にはないのです。

森：銀行とか証券会社が海外と取引きする場合は，網をかけやすいと思いをす；が，民間企

業でメーカー等が余剰資金を海外投資にまわす時には，日銀としては調査の網がかけにく

いですね。そのあたりの見通しというか，どういう方面からアプローチしたら，－番実態

に近い所在でいけるでしょうか。

島村：全部が難しいという事ではなくて，例えば，外銀の計数についても邦貨建て以外の外

貨建ての勘定についてもデータがとれるようになってきているとか，国際化に関連した統

計の整備が図られていYfす。けれども，ご質問にあったような証券投資のデータについて

のネックとしては，国の動きはなかなかダイレクトに出せない計数もあるということです。

中央銀行もそうですし，国の勘定というのは細かな所でいくつかの制約を受けて，ストレ

ートには出せたいものもあります。

森：為替市場に介入した金額なども含めてですね。ブラック・ボックスみたいなものがあ

れば，それにとりかかるとと自体か難しくなるわけですね。それを除いた計数がどれだけ

意味を持っているかという事にもたり雀すしね。

田路：こういう問題もありませんか。在外支店とか現地法人とかは，向うの企業にたってし

まうのですね。本支店勘定で向うへ金をやって向うで投資することにたります。これは銀

行についても同じことが言えをす。ところが本支店勘定をとらえるという事は，銀行なら

ば，少なくとも日銀の取引きのある所ならばできなくはないでしょうか，それ以外の細か

い所は難しいし，法人企業については事実上，不可能だと思います。

森：法人企業統計はそういう事項雀では調査しないのですね。

田路：とても無理でしょう。

島村：その点の制約から，子会社にふみこんでいけたいのです。

森：ただ，そういう主体が経済的にクリティカルを動きをするようになってくると，それ

をつかんでおかないと非常に難しいのではないかと腿うのですか。

山田：海外部門の所で，地域別のデータはやろうと,思えばとれるのでしょうか。

島村：調査ネットワークの制約などもあって，そこまでとても追いつけないという事になろ

うかと思います。資本の流れを現段階で地域別に統計を整備しようという考えは特にあり

ません。資料の制約といったこともあって，それは非常に難しいのではないかと思いをす。

山田：海外部門との関係で，直接投資と対外証券投資の境目にあるような，例えば合弁企業

への投資のようなものはどうなるのでしょうか。

田路：直接投資の場合は，出資金のほか，債券の引受けや貸付金があります。支店設置も含

蚕れ，現地での企業活動を確保するための所要資金を全部一括して直接投資の中に入れて

い童す。反面，証券投資は単に利子を稼ぐというのに限定されていると思います。債券投

資はどんな形式で金融投資したかわかる訳ですか，直接投資は実体的分類であって，形式
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的友金融形態の内容はいろんなものが含蚕れています。分類の仕方に少点差があるように

思うのです。国際収支統計がそういった分け方をしていて，それをそのままここに借用せ

ざるを得ないという実情だと,思います。

島村：そうですね。対外取引項目関係は，貿易信用とか直接投資とか，対外債券，債務，す

べて国際収支統計からのデータを転用しています。

大谷：Ｂ－４版の資料の法人企業部門の内外証券市場をjilhずる資金調達という所で，－番下

の所に資金循環勘定の計数とは一致したいと書いてあるので，これは資金循環勘定以外の

所から採られたものと想像したのですか，資金循環勘定そのものでは，こういう数字を拾

ってくることはできないのですか。償還，転換社債の株式転換等は調整していないという

ことですか。

島村：そうですね。

大谷：資金循環勘定にでてくる計数には調整かしてあるという意味なんですね。

田路：資金循環勘定では，例えば社債なら社債の残高と残高の時点間比較をやっているので，

結果的に純増分が把えられますが，これは発行勘定をもとにやっているから当然のことだ

から調整かできてないと，そういう軽い意味じゃないかと思います。

大谷：企業間信用の所で資産と負債か合わないのは，リースのようなものか入っているから

ですか。

島村：企業間信用で一致しないのは，′｣､規模左企業などか個人部門に入っているからで，リ

ースとか，そういう観点からではないと思う。

田路：個人か法人企業から何か買っている場合に，付けかあるわけですか，そんなものはと

てもわからない，というので，今いわれたようなことだと思います。中央政府や地方政府

に対して個人企業はかなり売っているわけで，営業債権も当然あるはずですか，そういう

ものはわからないと聞いたのを覚えています。

大谷：企業間信用の計数はどういうふうにして採るんですか』

島村：法人企業統計季報が原データになってい蚕す。
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統計プロマネ

<資料〉

lわが国の資金循環勘定は，日本銀行調査統計局により昭和２９年以降について作成公表されているが，

これは，「金融取引表」と「金融資産負債残高表」の２種類の勘定表から成り立っている。

「金融取引表」は，わが国の経済を制度的基準により，金融，中央政府，公社公団・地方公共団体，法

人企業，個人および海外の六つの部門に分割し（金融部門は日本銀行，民間金融，公的金融の各部門に分

割，さらに後二者を内訳小部門に細分），これらの部門相互間における一定期間（暦年，年度および四半

期間）の資金の流れを，預金・貸出・有liili証券などの取引形態別に，詳細な取引項目を設けて記録したも

のである。各計数は，複式簿記の手法（貸借平衡の原則）により，関係各部門の資産欄（資金の運用欄)，

負債欄（資金の調達欄）に対応的に計上されているので，当該期間中に，資金が「誰から誰へ」，「どの

ような形で」流れたかを知ることができる。

「金融資産負債残高表」は，「金融取引表」における海外部門を除く国内５部門について，一定時点

（暦年末および年度末）における各部門の金融資産および負債の在り高（残高）を取引項目別に記録した

ものである。

「金融取引表」および「金融資産負債残高表」の部門構成と取引項目の明細については，後掲の「資金

循環勘定の部門構成の説明」および「資金循環勘定の部門別金融取引の説明」を参照されたい。

２資金循環勘定と，新しい国民経済計算（以下新ＳＮＡという）との関係についてみると，まず「金融取

引表」は新ＳＮＡにおける「資本調達勘定」の金融取引部分に該当し，「金融資産負債残高表」は新ＳＮ

Ａにおける部門別の「期末貸借対照表」に該当する。ただ，速報性重視の観点から四半期毎に作成公表さ

れている資金循環勘定と，年１回だけ作成公表される新ＳＮＡの両勘定表との間には部門構成に若干の相

違がある（部門分割に必要な原データに，四半期毎には得られない年1回だけのデータがあるため。後掲

の「資金循環勘定と資本調達勘定との部門分割の対比」参照)。

３．次に資金循環勘定の資金過不足（金融資産・負債の総貸借尻）は，理論的には新ＳＮＡから得られる各

部門の非金融取引の収支尻（すなわち投資と貯蓄の差額に土地の純購入および資本移転く新ＳＮＡでは資

本調達勘定の実物取引部分に計上＞を加減したもの）に一致する。したがって「金融取引表」における

「資金過不足」の動きによって各部門の実物面における経済活動をある程度とらえることができる。ただ，

資金循環勘定の資金過不足と新ＳＮＡにおける実物取引尻との間には，記録方式の相違（現金主義と発生

主義）や，新ＳＮＡにおける「統計上の不突合」があるため，若干の誤差が生ずる。

４資金循環勘定の２表は概要次のような方法で作成されている。

まず，各民間金融機関，資金運用部，政府金融機関などの貸借対照表を集計，分類することによって，

「金融資産負債残高表」の金融部門の計数を算定する。次にこれらの計数を取引の相手先別（たとえば，

－８０－



預金は預金者別，貸出は貸出先別）に配分することとし，－万有価証券の発行，梢化分布に関する諸統

計を利用することによって，非金融各部門の計数を算出している。

「金融取引表」は，国際収支表から海外部門および各部門の対外取引項目についての諸計数を求めるほ

かは，原則として，当該期末と前期末との「金融資産負債残高表」の差額，つまり純増減額として算出さ

れている。ただし「金融取引表」の計上額が「金融資産負債残高表」の差額と一致しないものがある（た

とえば対象金融機関の拡大，推計方法の変災があった場合。このような場合には取引表計上額は，前期末

残高をそのまま用いないで，当該期末の残商に合わせるよう残高の調整を行った上，算出することとして

いる）。

なお，「金融」部門はいくつかの内訳部門から構成されているが，金融部門の他部門との取引関係を明

らかにするために，預金，貸出金などの項目では金融部'''1内取引の統合（相殺）を行っている。

－８１－



第１表資金循環勘定応用表と金融取引表等との相互関連

海外部門

(資産）６０００（負(日）

法人企襲部門

(資産）４０００（貝(日）

■人知円

(資産）５０００（ＲＩＲ）

金融部門

(資窟）１０００（負(月）

公共部門

(資産）２０００．３０００（jQ(且）

現金通閃Ｂ

要求仏預金Ｃ

定期性頒金D

i2JR性預金四

個ｕＣＧ

有侭迂券ｌ

企左問偲用ｙ

貿易伯爵ｂ

直接投資ｅ

その他対外
IHI付ｄ

その他識iii
現金通ＲＢ

要求仏領金ｃ

逗朗住Bi全Ｄ

ＩＲ城性預金、

１５：ＣＧ

保ＦｈＨ

１ｉ■証券Ｉ

その他

Ｂ餌凧け全Ａ

有価圧砕】

何出金Ｖ

賀璃旧用ｂ

その他対外
U1lBｄ

その他

Ｂ
Ｃ
Ｄ
皿
Ｇ
Ⅱ

（
堂
舎
一
⑤
」

部
外

昆

閃
、
価
、
舵
険
券
甲
用
対
他
Ｔ

噸
麺
騒
醜
躯
時
の
型

⑰
払
性
性

”
野
趣
侭
僧
保
有
虎
、
買
暑
Ｒ
そ
友

iｌ
【
０
０
０
１
Ｆ

有酒腿寺Ｉ】
｜

」
Ｉ
０
０
Ｌ

Ir入俊ｖ借入金Ｖ

外凝単旧寓且．

賀呂伍用ｌｉ

直接投資ご

その他対外
１日務。‘

資金過不足「霧にＩ

Ｉ
Ｐ扉｢F｢三１
(評需､:）

靴Ⅱ|，
有■旺穿ｒ

企業問偲用Ｔ

貿易佃用６

直接投資仁・

その他対外
l且務。、

資金過不足【．

貿易伯ｌＷｂ

直接投資こ

その他対外
IRI且。

企案田川9用7

|’
企室岡健用Ｙ

貿易伯爵ｂ

直接投資ｅ

その他対外
IHI付ｄ

その他

貿
直
そ
慣
資 '､'四に…ＩＬそめ､h対外

lR瀞。、

その他

資金過不昆「 篝:爵1識 藻:鋤|露…:
資金部足「資金

その他

鈎
聴 第１表

部門別の資金過不足

第１

部門別の資金

第１ｸﾝｰﾌﾟ －－－－－－－－－－－Ｌ －－－－－－－｡－一言一’

！
鯖４劃

:饗二鰯鯰，
鯖４劃Ｗｉ４麦

目人暮円の全吐官月
官金項迎
リエルクペーズて･IF皮したしげ

第２１

法人企邑gZP1の官金

(ヱﾄﾛｸﾍﾞｰｽで佇立した!

第２妻

法人企邑gZP1の官金寅逸･運用
(ヱﾄﾛｸﾍﾞｰｽで佇立したbｎｶ゜収10且）

第２妻蕊３ヨ

公共師門の資金ヨポ

(ヌトッフベーエで１７丘し危し

蕊３妻

公共師門の資金訶迎・運用

(ヌトッフベーエで１７丘Ｌｆ＆し”かぶISPE）

蕊３表

第２釣一プ

０
１
■
Ｉ
ｆ
ｉ
ｉ
１
１
０

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

－
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
１
０
０
１
１
０
－
１
Ⅱ

第７表

広義の金融市場からの
資金供袷

第７表

広義の金融市場からの
資金供袷

第５表

凹内暖流部門の責倉氏達
(ストＴクベーェで作成し仁も力公1頭１７■Ｉ

第６農

田内鯉ｉＲ９Ｂ円の斉企運用

!…ﾍﾞｰﾕで作成L…Ｉｍｍｗ鮪ﾖｸﾞﾌｰﾌﾟ

Ｆ－－－－－－～-－

第８妄

1足間合肚撒閲榊1の資金目上･運用

イストヤクベーｘＴＩＷｋＬにものが君ID■）

第１０表

通貨および定期性預金
の端漉状況

粟１２表

公社仮の部門別保有
柑瀧状況

第１３嚢

海外部門との資金の流れ

第１３嚢

第４ｸﾞループ

認9表

公9句全ⅢFqHUgW1の貝ｔ頂in･ｍＩ
Ｉｘトノグペーユで､｢成したＬｎｂｑ某I9R）

-------------------------－－‐------｢---------」
－－(第20麦金融機関の資力旧成）（前21衰金雛資慶の善lﾛ残高）

,』

１
--■■￣--￣￣-－

第１１表

公社｛Ｈ発行状況



第２表資金循環勘定の部門構成の説明

勵定（iliF券投轡信：

証

険|露鱒熊答騨険会
宅済爆薬協同組合連合会．都道府屏

亨胤91会ﾈセ住宅尋F細会

劉可組合貯今+呆険

郡(更貯令制麻．簡易ｅ 都(児王Ｅ令賞金

身会運用部資金（産投会計等０

日本開発銀行．日本】Ni出人銀行ロ中'｣､企桑名 照｣厘令患R公陣

主宅令融公庫･中'｣､企業信用保険国民金融公噸．。Ｍ乱巨遁
符号序何浬桶ｉ唾

令融笙塵．沖縄1辰興開現今融公１重．医療金謬竺匝

詮A浬公j亜コカ丑外篭全損FAIケノ｣云匿［

些会計．外国為替貸金Ⅲ食桓菅埋可旦１７ｋ「Ｂ■

ヨ本道路公団．盲都泪ヨZ圧国有諺

露公研．石油公団一船舶翼Fｲ篇公団．水管源開発公団．阪神高遠道躍

EII･訴東京国際空港公団．住宅都市整備公団など政斤旨11.日Ｚ匡煽

地方公共団鉢

I願出管の冬楠事業団．日本

町磨'十１橋の､寺F生門吠究別・〒宥割J肩H速度父i血営は

上1h万企共Ｍ体出街、

かっこ内はその期から計数の算入を行っていることを示す。

金融部門の内訳'｣､部門のうちｒ在日外銀」および'~その池」ｉ工本統計集でば掲示を省略している。

i主)１．

２．

－８３－

|公社 公団

，および

lhb方ヶ､＃Fn位

その他
短資会社，証券金融会社，住宅金融会社（４９／】～３)，預金保険機構（４９／

l～３)，良水産業協同組合貯金保険機構（４９／1～３）

日本国有鉄道・日本電信電話公仕，日本専売公仕，日本道路公団，首都高

速道路公団，石油公団，船舶贄篇公団，水資源開発公団，阪神高速道路公

団，日本鉄道建設公団，新東京国際空港公団，住宅都市整備公団など政府

出資の公仕および公団

部門 内訳部門 内訳小部門 部門の範四

日本銀行 日本銀行（補助賀流通高を含む）

全国銀行 全国銀行（都市銀行，地方銀行。長期信用銀行，信託銀行）の銀行勘定

都市銀行 うち都市銀行

中'｣､企業

金融機関

相互銀行，商工組合中央金庫，信用金庫。全国信用金庫連合会，信用組合，

全国信用組合連合会，労働金庫，労働金庫連合会（４８／4～６）

農林水産

金融機関

HL林中央金庫．信用農業協同組合連合会，農業協同組合，信用漁業協同組

合連合会，漁業協同組合

在曰外銀 在日外国銀行円勘定

信託

投資信託

全国銀行の信託勘定（証券投資信託を含む）

全国銀行ｲ旨託勘定のうち証券投資信託（洙式投信〆公社債投信）

保険
生命保険会社，損害保険会社，全国共済農業協同組合連合会，都道府県共

済農業協同組合連合会

証券会仕

公的金融

郵貯・簡保・年金

|資 金運用部

?……

中央政府 一般会計，外国為替資金１食糧管理など前記以外の特別会計

地方公共団体

法人企業

金融磯関以外の法人企業，事業法人など（政府出資の各植事業団，日本原
子力研究所・帝都高速度交通営団・通源開発(株)など政府出資の特殊法人，

住宅供給公itなど地方公共団体出資の法人を含む）

人固１

消費者，個人企業，１２ｔ林漁菜者，非営利法人

海外
わが国の対外取引の相手先となる外国の政府，法人企業および個人（いわ

ゆろ非居住者）



(参考）

第３表資金循環勘定と資本調達勘定（国民経済計算年報）との部門分割の対比

国民縫済計算年報
安金循環勘定安本調達勘定（部門の範囲）

日本銀行

民間金融機関

(f…ｌｍｌ…鯛と園）
金融機関 的金融機関

郵便貯金

簡易保険・郵便年金

公的保険

融資特別会計

政府金融機関

金 融 公
グⅡ

①

中央政府

中
躯
地
仕

央政

業

方政

保陣韮

府
団
府
金

舷政府②

〈
空

公仕公団・

地方公共団体
的企

企業特別会
公社公団

地方公営企
地方公

業
計
等
業
仕

公

③
非金融法人企業

法人企業
④

民間法人企業

⑤

(鵬糠蕊計鳧）計人 家個

(注）資金循国勘定の各部門と国民経済計算年報（継済企画庁）の制皮部門別資本調達勘定における部門との
対応ljQ係慈表しﾌﾞｰﾑので、○の放宇は下記の槻UQが含まれていることを示す。
①lii出保険等公的保険、都市阻発貸金幽皿特Bll会,汁
③食幽管理特別会111.鰹

oLlI菜団

①庄毛供給公社等

①共済組合、他幽保腕組合

－８４－

海外勘定海外



取引項目分類とその内容

取引項目の分類およびその内容は次表のとおり（各項目冒頭のアルファベット記号は，取引表，残高表の項

目記号に対応）。

第４表資金循環勘定の取引項目

曰雛 甫銀等の預け令ぺ埠藝備預今:制思戈間令融機膜ヨ本綴
、

景令融磯l男r貝令か牛

ヨ本錐

全ｌ当座預令．普通預今．通知預令．別段預令E･納税牢 の短期の民階

金融機関預貯令苣および卸1奥振替（海外からの預金および海外への預金

金ｌ定期預令。定期積令E･据置貯金，相互桂ﾄ余など０ の民間令届｝

讐関預貯今（居住者の国内預金:、 金，定鴛酢

、２妻渡性預令（ＣＤ）ｌ国内念:融機関発行の譲渡性預金？（非居住者の預金

生者円預令・外貨T自余｜国内銃 舌目三者の円TFI金および居住者，非)舌圧二言の外貨損金

符当座預全｜一般会計，特別会計，政府関係機関の日本銑

金投資基金信託，財産形成総言i計七・年令
匿庄ﾆハーョエ仁｡■

財産形成投資基寄 診銭情百七以ダトの金銭０

｡､胃1t券のｲ弓F;百'二．動産・ノ1,動産り

陰｜生命保険 可組合の）ｺﾞﾐ伊 朱険・郵便年金（損害保lj6

黒崎一｜司侶

塵l内各部門発行の各種有価

R,の項目に分

[IＩＨＥｆ短即

中．長期国債｜中・長期利付国債，割引国債，割賦償還国債（交付国債 国伝

|玉1際織関への出資に際して罰

責｜地方公共団体の罰 籔録債のみ．５６年:以降は非召

証 責｜鉄道債券。爾信電話債券。道路価

債券，中小企業債券，住宅金融公庫宅地債券など金融公庫発行の伝

国為替専門銀行，農林中央金庫および商工組合中挟

尼痘軍営「「Ｃ

没事業債，転換社債，会社政偶 篭債券．日本航空慣悟乳ｌ庫

]56年10～１２月期以降

玉I内裏拳ち 金融機ＩＨＩが罰

９－柘 没信（転換社債扱 没信（中財

責｜国内:各部門が乳

金ｌ日本銀行の丘自Iijl金融機懐

王｢引金hMR磯[刑のコールに

託間金融機関０ ざよび日工

ｒの２項目に分蛎金１厘I内令融機関の貸出金:（海外旧]け貸旧

莞間金融機関貸出金ｌ民間令融機旧 許貸付．当座賃越・令融機関慣

－８５－

nlIilJlllIIJiljilliJ
取引項目 内容



＆

－８６－

取引項目 内容

ｘ・公的金融機Blj従出金

Ｙ・企業ＩＭＩ信用

Ｚ、資金迎用部:預託金

ａ・外貨準ＩＭＩ高

ｂ・質易偏用

ｃ、直接投資

。、その他対外｛lIi権・債務

ｅ その他

ｆ・資金過不足，差額

イ．資金過不足

ロ．差額

資金運用部，簡易保険・郵便年金，郵便|佇金および政府金融機関（輪・開銀，

各種金融公庫等）の貸出金。

売掛金・受取手形（答|I引手形を含む） 買掛金・支払手形。

資金運用部に対する特別会計，政府関係機関等の預託金（郵便貯金・郵便振

替預託金，簡易保険・郵便年金預託金，厚生保険預託金，国民年金預託金な

ど） ０

わが国の保有する外貨準備の端減（ＳＤＲ配分額を含まず）。

金Iiilll部門および法人企業部門と海外部１１１１とのIMIの輪I:Ⅱ入に関する金融取引。

わが国と海外部門との直接投資。

対外証券投資，借款供与，海外からの借入れなど，上記各項目に含まれない

わが国と海外部門との間の金融取引。

上記各項目に含まれないその他金融資産・負債。

金融取引表における各部門の金融資産の増減と金融負悩の増減との差額。

金融資産負債残高表における各部門の金融資産と金融負債との差鍵



０＞ ●
⑨

第５表資金循環勘定の部門別金融取引の説明

完｢一万一号颪一雨Ｔ５Ｔｎ－蒟砺雨-蘭
印

、r、i1脚
中喪依滑ｌ公社公同］い;ｊび地方公武rn体’俵 人命■ ■ 人 円 例

■缶

華MFJ！
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払一性一代

一IPH92-u斑竺俵行仲・岨的旨偲閃

苛座・丹色・▲他・

胴屈・肪娩や■伯合

定期賭台.地期伯仏
相生中台

■住性伯会

Ｂ

＄■■■・ｂ
ＧＬ･函歸咄２

|憲朗硝令“知貯金（白珂・
珀立・定■・定ｕｌｌ

罰丙昼拍舍【廷含’１■何紛伯色

臼~N扇蔚7百ii百Ｚ」
’幾一‐一癖一

密二‐
唾
正 |ｕ毎拍片室

Ｆ
一
国小
延
鐸

嚇凧ｒ 」合践.缶PfT症庇 凸践■管1丁・佇名釘舐な二

1m鋤岱.…咋金Ｉ

ＩⅢ伍狂扉

」分科■叩邑専

ｋ中ロ岳ＲＨＩ司偵
一一一一一

皎用四日四．Ｐ
侍

篝'二空iiii蒜

｜’ ⑧廟餌期■■

中田印向泊・

ｎｍｌ領存山
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合価恨侶『Ｉ

い
『
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且二蒜＝÷二三竺禺芯|==＝

什
一
付

式１jｉ行｜礎式ｑＶＵ１ Ｆ１
＋－ゴ

■圃紙受邑埜砕偏向

ｕ
『
刑

』オブ分５四巴↑了い.
【外画■侭０Tｌ

Ｔ
■

，恩’

－－４斗

＝j三
」

Ｖ
ｗ
ｘ

箕盟金⑭巴埴’
短入金’

Hi;鍔

弱
色
釦
金

頷
人
謹
人 瀞干智Ｉ

受
＄

⑰

【;了希等|幽團
'後儒１１期繍餓

出目●にと.
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目金平足（－）
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第６表昭和５９年金融取引表
IlIou・'２１口）

伽
蜘
川
加

０
－
２

－
３
２

知
加
Ⅲ
Ⅷ

３
７
２

３
５
０

－
２
７
１

｜
’’

二一 ’Lu（

’
１
１
１
１Ｆ’１､Ｉ１ｉｉｌｌ

的
的

ｌｌ
ｓ
Ｔ
Ｕ
ｌ

Ｉ
１
１
Ｉ

ｉ

… １１１１
１０，．噸ｉ
ｌ’

L'４１｜
,…」r’IFJ 【'１ LＬ iiJ1J に

｜｜

LL空■
Ｒ企凸不足（－）

(ロ）うちn本銀行券発行南

(Ｍうち対市中ｉｎ券売(－)同

化）うち外国為替費金証券

１９．８９９

４J50

30025

?。
囮

全ＨＱ

育鷹 ハイｎ

日本凪行

打嚢 日ｉｎ

民間

合硝Ｗｑ間 全国鶴行
その地

金ｎｄＧＨ両

ＵＹ竜 、Ｉ、 宙歴 、Ｉ、 官示 ハイ'１

公的

台駐ＵＱ問

官蛋 nＩＮ

中央欣府

資低 IｈＩｌＩ

公11公【]Ijjよび

ｈｈ方公尖田仲

狩服 、Ｉ、

法人企案

VＴ産 風、Ｉ

宙人

満電 、１A

海外

ｉＴ症 、１Ｎ

ぶと ８ｆＵｂ

(野蜘
Ａロ捜預け企

Ｂ田台迅頁

Ｃ其求払預企

、定堀栓柧企

ＤＪ観波性預企

I.）犯 1.720

14.070

49.129

213.070

260f2９

l■Ｉ

1.720

21.019

1.642

0.200

46.049

030.710

2j､0帥

1.詞１

９.知５

27.7粒

67.解6

20.TSI

１
５
１
６

刺
⑩
帥
Ⅳ

Ｏ
け
■

２
０
２

０１２

粥
駒
３

０
９
酬

。
①
●

２
０
３

１
６

0１

-019

1.808

891

－０狗

F４．３６０

”Ｉ

2.0]８

９．４２０

MOO

'9.090

31.900

22.７９０

知
沁
Ⅲ
川

３
７
２

●
●
凸

３
９
０

１
３
７
１

IoJ20

Ｍ､070

49.129

218｡070

沁.2Z９

７

Ａ
Ｂ
Ｃ
、
，

Ｅ再■位ｇＲＨｈ・日百田ｔ

Ｆ政府■皮預金

Ｇ伍旺

Ｈ保険

０
９
１
８

２
２
０
６

９
０
１

⑪
●
●
｜

●
■
Ｕ

と
■
■
Ｇ
■
●

●
■
ロ

。
■
ロ
△
■
つ

2０

加
伽
Ⅲ

§
０
０

■
①
白

７
１
５

３
９
６

1.909

_籾.260

9.633

0.592

曲｡623

65.499 f7.007

】０

060 19.789 97.132

9ｺ､266

加
氾
Ⅲ
鮒

０
０
２

●
■
■

Ｉ
３

Ｗ
０
０

Ｅ
Ｆ
Ｇ
Ｈ

Ｉ有毎匹鼻

Ｊ眩府沖阿｝証券

ｘ中・Ｉ&期ＩｆＩｆｌｉ

Ｌ地方ＩＲ

Ｍ公吐公団公嘩1,1

Ｎ全敗ィ1，

０９８父Ｉｌｉ

Ｐ休式

ＱＩ２費佃】&受益旺穿

Ｒ外ＩＴＩ、

泌
醐
両
醐
脚
媚
的
駒
⑬

０
７
０
６
０
５
０
６
Ｉ

①
ｂ
●
印
印
■
●
ウ
マ
■

７
３
５
７
８
９
６
２
４

２
２
９

２
１

４

２ ９
９
６

９
０
６

６
１
６

５
８
３

７
６
０

４
６
Ｉ

Ｃ
■
０

■
■
。

７
１
９

１
２
２

９
１
３

０

－０１

０
５
０

■
■
■

■
■
刀
Ｐ
凸
凹
ナ
、
■

●
■
い
ち
巾
、
ご

鉱
璽
一

４
１
０
１
５
３
０
Ｊ
０

１
９
５
２
６
０
４

脚
９
９
０
６
０
５
Ｉ

。
□
菫
⑤
｜
■
■
。
｜
■
⑪
■

０
３
２
Ｊ
６
５
２
０

４
５

２
１

４

騎
４

０
９

０
５
０

０
０

Ａ
６

■

羽
６

１
２

８
４

０９７

、
町
馴
剥
麺
湖
蠅

０６ ９誼
４
１
０
０
ｌ
２

ｌ
Ｉ

32.019

300611

610

7閃

５
１
噸
卿
鰯
醗
噸
噸
鋼

３４
Ｕ

け
●
Ｐ
●
・
Ｐ
●
●
ｂ
二

９
０
８
２
７
鞄
３

６２
４

１
１

１ ９
５

１
９

８
５

４
８

７
２

８
６

句
０

■

２
９

２
５

４

４
７
３
８
１
２
６

０
９
２
９
１
８
３

１
７
７
０
１
８
０

■
■
■
Ｓ
Ｏ
●
彗
勺

６
１
０
５
２
１

５
４

７３１

９
０

６
５
１
０

０
６

３
ｐ

■

２
１

１

１
１

･-9.001

-22J１６

'６，３１７

▲
叩
宮
Ｐ
も
ザ
●
■
ご

’

１
３
！

０
２
９

几
Ｌ
Ｌ

Ｃ
β
６
の
ど

■
■
■
６
■
■
■

1.009

071

202

，－１８

1.1Ｍ

釦.06オ

7.弱７

22.066

1.oz，

６
１

９
６

卵
６

Ⅱ
別

Ａ
Ｏ

Ｓ
▲

５
７

６
１

１

41.28？

80577

18.503

１４.釦２

１
９
ｉ
§
２
０
１
４

畑
川
匝
郡
籾
岨
花
弼

■
●

■
■
□
已
寸

３
０

７

３
１
０
０
６

１
３

14.002

１s､107

－８，３ｺＩ

17.3“

釦
皷
恥
師
鮎
蠅
馴
轆
蝿
聯

？ ？
１
１
７
Ｊ
９
８
９
２
７

０

■
。
■
の
匂
ｑ
●
ｑ
●
■
中

■
Ⅱ
８

７
３
３

１
４
１

０
Ｊ
Ｋ
Ｌ
Ｍ
Ｎ
ｏ
Ｐ
Ｑ
Ｒ

Ｓ日■箕出企

Ｔ。好

ＵＲ入手形・兜波字形

-2.998

9.232

lIOOO4

０
２
４

９
３
０

Ｊ
例
０

２
９
１

’
１

－２｡０９０

2,000

9.232

00804

０
２
４

９
３
０

Ｊ
２
Ｊ

２
０
Ｉ -0.912

1０１０８

-8.166

'40022

19.139

４
６

川
帥
寺
一
■

Ｉ
０

１

5.168

-9.9”

-30331

－２．９９０

9.232

11.000

ｓ
Ｔ
Ｕ

Ｖ賛出企

Ｗ民間合触観問責出金

Ｘ公的金珀匝、杭出金

咄
蝿
鐇

▽
■
Ｐ

卿
醐
期

269.020

銘9.6”

TII､210

211.216

'0147

1.107

l010R96

1010296

５
５

４
４

７
７
●
ｈ

□
■
■
■
■
■

４
４

伽０９６９

釦.蝿５

9.000

Sqm6

54.064

9.528

4504死

卸7.“０

】94.羽１

I]･対７

”.099

65.721

20.］犯

990.909

托9.620

如今969

ｖ
ｗ
又

Ｙ企■両伍用

Ｚ宜企五用■預託企

■外貨、■庵

ｂＲ二位用

仁五拮投責

。モの伯対外■紅伝忌

巴ぞの低

－ｺ▽227

UIo737

34.791

-2.BDU

980709

-46.2油

q●⑪

1.974

-9.対７

70.Tｍ

-2.090

90.706

-10.034

－８.誼７

４１０．０２

-2.690

98.006

000519

mo9IO －１柵

－河.65コ

),4〃

34.701

90243

Ｍ､７９１

20300

－５４

-1.130

０

鯨
閲
略
刑

８２
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ

●

－
１
０
５
１

３
１
１
３
２

１

91.4皿

-7.840

－４１

9.709

-19.231

99.092

-7.000

－４１

G9o9UU

4.942

Ｉ1.269

14.112

129.307

1ｺ1.200

90.791

4.949

717

14.071

107.000

-47.907

Ｙ
Ｃ
４
■
□
、
に
ら
□
■

ｆ寅士過不足（－） 00.060 －Ｗ０４ﾜ０ -790248 -010999 270.171 -93.900 ｆ

■合 Ｄｆ 仰0.009 0000489 西.7)４ 2io77q 919`6ｺ９ 912.699 270.931 2700991 2880007 208.087 1940946 1940肌０ 91.210 91.910 9.000 0０１０６ 270.打９ 274.279 IOU､092 4000純２ 710001 7MOI 1.474.837 Z
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第７表昭和59年'２月末金融資産負債残高表
IIlbIi・IrIIlリ

ｺロ
ヒニ

ＩＣりうﾊﾛﾈIuIi９月1F届

１Ｍうら外IIIyMf貞廿趾鼻

｢ｆＩｉｌｌＩｎ１ａＩｍ

ＩｑＩリリIＯＩＨＨＵＩｎ

TlLg59

85.8,

520.125

409｡nＷ

全曲

両帝 ｎＩｌＩ

Ｈ本圃１１テ

ＩＦ患 ｎｆＨ

尺ＩＷ１

全蝕椀間
企ｌＦＩｎｌｎ

その他

念飴、Ｒ同

海溌 、iｎ ｉＩ席 、１Ｎ 両巌 nｌｎ

公n1D

玲飢蝿ｌ剛

閥症 ｎＩｉｌ

６１，宍政呵

Ｖｒ噸 、１１ｔ

公１１公lHl5よび

他方公代１，体

洵慮 、１Ｎ

法人企症

i１年 11ｍ

0Ｎ人

斑曜 lｔＩｎ

’ら
ちＩＱ０

Ｉ･fO1【｡ｌｉｌｎ

枕、』

ハロ■頬１９合

Ｂ現金過質

Ｃ■承Ｉム預金

、定期住田合

､刃阻波性張金

27.903

５
５
５
１
１

０
０
０
６
０

９
０
０
４
０

℃
①
９
●
己

７
１
７
５
６

２
１
５
６
７

２
７
２

Ｐ

３

I●「

27.90】

290.746

27.086

4205油

764.007

2.3430099

01.937

26.709

26.290

490.060

1.270.409

60.912

1.177

16.279

93.100

11.396

1.966

190.323

1.093.946

14.001

０
２
０

０

０
１
０

５

５
９

４
Ｖ
■

■

３
７

４

992

929.422

1９

25.960

60.445

10.150

21.259

301.041

633,040

60.628

191.327

35ｑＯｇＯ

2.971.968

111

１８９
▲

７２

５
９
１
９

０
０
５
８

心
Ｊ
ｊ
Ｂ

２
７
５
６

－
５
５
７

２
７
２

３

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
②

Ｅ仲Ｅ位宙RPN合･外耳隠含

Ｆ故府当皇碕合

Ｇ伯庇

Ｈ伍陰

101.513

992

442..71

7'2．１０１

992

'83091コ

402.971

922.151

7０２３７

'59.2.6

28.689

24.TOD

478.913

322.151 2”00ｺ@

992

9.乃１ 70.000 350.540

772.101

１８３．９１コ

552

042.271

77丁､１０１

Ｅ
Ｆ
Ｇ
Ｈ

０有邑旺等

Ｊ曲ＶＴＭ明鉦号

ＫＯ10.1t期ＩｑＩｉｉ

Ｌ地方ＩＮ

Ｍ公壮武田公.ｆＩＲ

Ｎ令舗ＩＨ

Ｏ1＄了．１H

Ｐ爪ｊｔ

Ｑｌｌ１でI肘｣［受益塁専

ロ外ｉ７ｉｌｌ

2.0『2.290

I]〕､211

876.62］

'１'60197

314.252

182.091

102.746

261.212

１５．９知

『03.081

lOIOO61

3900902

]lc875

170.719

9.?邦

】03.593

1池.1４８

7０，０４４

１
１

４
３
９
３
５
１

７
５
５
３
３

４
２
５
９
３

□
】
■
□
」
■
■

別
開
５
５

０

５
１
釦
脂

００
中

３
。
》

０
Ｊ

５
９

●
一
■

９
９

０
曰
２

聯５

４
２

４
８

７
８

７
４

３
９

０
７

Ｌ
Ｌ

ｑ
Ｏ

０
０

９
９

３
７

５
３

１

０７７

０
１
６

０
７

５
９

■
■

６
２

７
７

４
１

７
５
８
１
７
３

４
１
９
９
Ｊ
４

０
６
１
７
７
ｌ

己
４
４
Ｔ
●
■

７
９
０
５
６
２

５
６
５
１
０
１

216.190

?9]・OIO

2H・'0２

770

931.866

２

]60.湖3

102.606

135.121

105.1３３

72.712

15]､２０２

19.807

282.184

97.964

9.072

170.700

３
０
０
４
５
０
３
３

池
幡
睡
例
別
肥
加
〃

●
■
■
｜
Ｐ
■
｜
Ｐ
｜
■
ｂ
■

０
４
０
５
８
６
３
１

６
０
２
０
２
１

４
２

１

109.507

IOIOOdl

0.066

21.913

３．８１０

23.076

10057

1.366.610

B，

142.743

10223.84ｺ

３２

０
１
７

０
５

３
６
９

８
１７

３
ｊ
６

Ｕ

９
４

０

Ｉ

０
９
？

ｊ伽
５

７
７

３
７
５

’
００
’
９

６０２

９
４

＃２
209.012

ITI`675

ＩＣＩ

8]､９１］

0.190

394」門

130.083

217.860

46.231

644,243

155.634

6`５１］

05.996

187.277

２０O759

fd.

７ｺ.460

154.600

2.969.070

Ｍ2.71ｺ

1.22]､913

206.779

ｺ90`６１ｺ

390.982

1]0,08］

z19.735

174.708

5;・幻２

１
Ｊ
ｘ
Ｌ
Ｍ
Ｈ
◎
Ｐ
Ｑ
ロ

５日■氏出金

Ｔ。几Ｄ

Ｕ百入手形・兜波手形

3ｺ､4８９

106.019

70.070

０
０
４

０
－
７

Ａ
口
１

３
６
９

３
４
７

０
０

０
０

Ｊ
、

３
７

３
２

146.019

52.874

33.409

146.01＄

79.070

99.261

4.297

０
０
０

脚
い
〃

仏
１
１

２
２
７

１

90.791

48.377

F0q80

22.961

6.140

９
～
４

６
１
７

４
０
０
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図１部門別資金過不足の推移（対名目CNP比率）

上宵KPI。
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第９表国内経済部門の資金調達

（かつと内は前年比、単位兆円、外）

I、

公共部門および有価証券には外国為替資金証券を含歯ない。

前年比か計算できたい場合は、かっこ内に前年の計数を表示（以下の表|可じ）。

既往ピーク・ボトム欄のく＞内は年（以下の表同じ）。
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海外部門との資金の流れ（グラフ）図２
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図３広義金融市場における資金供給構造の変化（構成比）

証券IIJ場（直接金Mll)，外資市場を通ずる資金供給隅）
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